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あな た の 旅 の プラ ン ニ ング 

あな た の 山東 省 旅行 の プラ ン ニ ング ツー ル : 
美しい 画像 と て いね いな アド バイ ス が 、 
素敵 な 旅 の 実現 を お 手伝い し ます 。 


旅路 に お いて 

山東 省 の 最高 の 観光 スポ ッ ト @、 食 事 ⑱、 
飲み 物 ⑳⑯、 シ ョ ッ ピ ング 、 祝 日 や イベ ント を 

選び 抜き まし た 人 。 地元 の 人 の お すす め と 

信頼 性 抜群 の 旅行 情報 。 


サバ イ バ ル ガイ ド 
重要 な お 役立ち 情報 で 旅路 の 負担 を 軽減 。 


SL ま 請 | 注 : 文 中 に 記載 の チケ ッ ト な どの 情報 は あく まで 
ュー の あみ 参考 で す 。 実際 の 状況 を ご 確認 くだ さい 。 
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JA ニー ーー 
山東 省 へ よう こそ 
山東 省 に は 雄大 な 緑 の 山々 と 広大 な 青い 海 が あり 、 古代 の 帝 
王 の 足跡 が 点 在 する ほか 、 色 、 香 り 、 味 の す べ て を 備え た 美 

食 も 魅力 で す 。 港 に は 欧風 の 建築 物 が 立ち 並び 、 昨今 は 
カフ ェ 、 ブック ストア 、 美術 館 が 軒 を 連ね て いま す 。 歴史 ある 


斉 角 の 大 地 は 、 そ の 魅力 を さら に 増し な が ら 、 旅行 者 を 
「 お も て な し の 山東 省 」 へ と 誘っ て いま す 。 


歴史 巡礼 

秦 の 始皇帝 と 孔子 は 山東 省 に 大 き な 足 跡 を 残し て いま す 。 泰山 の 山道 と 両側 の 花山 岩 の 絶壁 、 そ し て 角 の 国 の 古 
都 ・ 曲 阜 の 孔子 遍歴 史 あ る 石碑 や 建造 物 が 無数 に 存在 し ます 。 「 海 上 に 五 座 の 仙山 あり ] と いう 東海 仙 境 伝説 に 
より 、 代 教 ・ 仏 教 ・ 道 教 が この 地 で 交錯 し 、 古 寺 、 仏 像 、 道 教 寺 院 が 緑 深い 渓谷 と 海辺 の 断崖 の 間 に 点 在 し て いま 
す 。 斉 国 古都 の 根 下 の 学舎 で は 百 家 争 鳴 し 、 こ の 地 に 孫武 、 孫 膜 や 舌 子 と いっ た 思想 家 が 数 多く 集まり まし た 。 清 
朝 、 近 現代 に な る と 、 蒲 松 貞 、 ノ ー ベ ル 賞 を 受賞 し た 墓 と いっ た 文学 の 巨匠 も 章 出 し て いま す 。 戦 火 が 飛び 交 う 
歴史 は 、 春 秋 戦 国 の 斉 の 地 を 横断 する 長城 、 海 治 い の 明代 の の ろ し 台 、 そ し て 港湾 の 租界 地 に お ける 中 国 と 西洋 の 
折 表 建築 を 生み 出し まし た 。 ここ で は 、 歴史 に 手 で 触れ る こと が で きる か の よう で す 。 


美食 の 八 宴 

中 国 四 大 料理 の ひと つ 一 一 山東 料理 は 、 黄 河 流域 の 調理 文化 を 代表 する 存在 で す 。 平原 、 丘陵 、 海 に 見 守ら れ 、 
山東 省 の 各地 で は サク ラン ボ 、 モ モ 、 リ ン ゴ な どの 果物 に 加え 、 ネ ギ 、 ダ イコ ン と いっ た 野菜 が 盛ん に 栽培 され 、 
煎餅 巻 大 赦 (煎餅 (ジェ ン ビ ン ) の ネギ 巻き ) 、 焼 餅 (焼い た 魚 ( ビ ン ) ) と いっ た 独自 の グル メ が 生み 出さ れ て いま 
す 。 多彩 な 大 地 の 食材 と 海鮮 が ぶつ か り 合 い 、 調 理 人 の 炒め る 、 焼 く 、 揚げる 、 煮 る と いう 調理 技術 に よっ て 「 閣 
焼 海 参 ( ナ マコ の ネギ 焼き ) ] 、 「 糖 酷 鯉 魚 (コイ の 甘酢 あん か け ) | など 海 と 大 地 の 風味 を 生か し た 、 鮮 烈 な 味わい 
の 人 逸品 が 供 さ れ ま す 。 海鮮 を 食す る 文化 は 、 ビ ー ル と も 結び つき 、 「 只 昨 酒 ( 山 東 省 の 方 言 で 、 ビ ー ル を 楽し む の 意 
味 ) ] と いう 独自 の 食 文化 を 形作っ て いま す 。 歴代 の 帝王 が 足 を 運ん だ こと で 、 山 東 料理 は 色 、 香 り 、 味 が 洗練 さ 
れ 、 宮 廷 料 理 の 域 に 達し て いま す 。 山東 省 の レス トラ ン に 足 を 踏み 入れ る と 、 北 京 、 東 北 と いっ た 中 国 北方 の 郷土 料 
叶 に 影響 を 与え た 味 と 調理 技術 を 味わえ る だ け で な く 、 清朝 の 満 漢 全席 の スタ イル を 垣間見 る こと も で きま す 。 
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左 か ら : 曲阜 、 孔 遍 大 成 殿 。 前 、 、 斉 文化 城内 の 展示 品 


山東 省 は 三方 を 海 に 囲ま れ 、 陸 に は 泰山 、 剛 山 、 蒙 山 な どの 山脈 が ある 上 、 施 設 が 計画 的 に 改善 され 続け て 


いる こと で 、 驚く よう な アウ トド ア 拠 点 と な っ て いま す 。 山 が 好き な 人 は 、 お 恭 の 香り に 包ま れ な が ら 則 山 の 最高 峰 
に 挑戦 し た り 、 杜 責 が 「 か な ら ず まさ に 絶頂 を 凌ぎ 、 笛 山 の 小 な る を 一 覧 すべ し ] と 詠ん だ 泰山 に 登っ た り 、 孔 子 が 
「 東 山 に 登り 旬 国 の 小さ さ を 知る ] と 述べ た 蒙 山 を 訪れ る こと が で きま す 。 水 が 好き な 人 は 、 黄 河 の 河口 で 渡り 鳥 
や 川 と 海 の 境目 を 目 に し た り 、 青 島 や 煙台 な どの 沿海 都市 の 海水 浴場 に 行き 、 | 大 浴場 ] の 仲間 入り を し た り 、 青 空 
の 下 、 太平洋 に 飛び 込み 、 青 い 海 で サー フィ ン や セー リン グ の 快感 を 楽し し だ りす る こと が で きま す 。 歴史 、 神 話 、 


自然 の 景色 が 交錯 する この 半島 で は 、 ど こ に 行っ て も その 場所 な ら で は の 冒険 が あな た を 待っ て いま す 。 


山東 省 の スロ ー ラ イフ の リズ ム は 、 人 や 車 が 行き 交 う 外界 の 干渉 を 受け る こと が な いか の よう に 、 街 の 路地 を 
ゆっ くり と 流れ ます 。 そ の ゆっ た り と し た 時 間 は 、 青島 の 旧 市 街 の 周 人 経営 の カフ ェ や ブッ クス ト ア 、 煙 台 山 の 赤 瓦 と 


白壁 の 博物 館 、 大 運河 治 い の 小さ な 町 だ け で な く 、 済 南 の 街 人 


も 積み 重なっ て いき ます 。 伝統 的 な 生活 習慣 へ の こだわ り が 、「 ス ロー」] と いう 個性 を 作り 出し て いる の で す 。 海辺 
で は 、 釣 り 竿 を 持っ た 釣り 人 が あちこち に 見 られ 、 の に な 街角 で は 鉄製 の 弁当 箱 を 持っ た 客 が お か ゆ 


を 買い 求め て いた り 、 果 物 


屋 で は 煙台 な どか ら の 果物 が 売ら れ て いた り し ます 。 夏 に は 水着 を 着 て 海 に 入り [ 海 


水浴 ] を する な ど 、 ゆ っ た り と し た 時 間 が 流れ て いま す 。 ここ で は 歩み を 緩め 、 ざ っ くり し て いる よう で 細やか な 、 
ゆっ た り と し た 時 間 を 感じ 取れ ば 、 そ れ は きっ と 忘れ が た いも の に な る で し ょ う 。 


「 山 東 の 雄大 な 山 と 海 に は 、 古 代 の 帝王 が 訪れ た 足跡 が 点 在 し 、 
その 遠い 記憶 が グル メ 、 ブ ックス ト ア 、 美 術 館 、 コ ー ヒ ー な どの 
ゆっ た り と し た スロ ー ラ イフ に 姿 を 変え て いま す 。 ] 
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泉 の 街 一 済 南 還 証 較 結 


スピ ー デ ィ な 高速 鉄道 の お か げ で 、 旅 行者 が 乗り 換え で 済 南 に 滞在 する 時 間 は どん どん 
短く な っ て いま す 。 た だ 、 山 、 泉 、 河 、 湖 に 囲ま れ た この 旧 市 街 は 、 ち ょ うど 地面 か ら 
湧き 出る 清らか な 泉 の よう に 、 ゆ っ くり と 歩か な けれ ば 清らか な 水 の 下 の 魅力 の か けら を 
に する こと が で きま せん 。 有名 な 突 泉 や 大 明 湖 か ら 、 ふ と 古い 通り に 迷い 込み 、 壁 の 下 
の 湧き 水 や 澄ん だ 池 に 出会い 、 地 元 の 人 た ち が 洗 濯 を し た り 、 水 遊び を し た りす る 様子 
を 眺め ます 。 ショッ ピン グモ ー ル や オフ ィ ス ビ ピル が 立ち 普 ぶ 新 市 街 か ら 、 織 物 に ちな ん 
だ 古い 商店 街 に 戻り 、 朝 に 漂う 餅 ( ビ ン ) を 焼く 香り 、 お か ゆ の 湯気 が 立つ 路地 裏 の 店 を た 
どり ます 。 この 散文 調 の 風景 の 中 で の さま ざま な 出会い こそ が 、 山 東 省 の 思い が け な い 
ぬく も りな の で す 。 江南 の 穏やか さと 北方 の 厳粛 さ が 融 合 し た ユニ ー ク な 街 、 そ れ が 済 南 で 
す 。 済 南 、 大 明 湖 夜景 
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泰安 の 泰山 に 登り 、 秦 の 始皇帝 と 漢 の 武帝 の 封 禅 の 道 を 訪ね る の は 、 こ の 場所 な ら で は 
の 体験 で す 。 秦 の 始皇帝 の 前 に 、 古 代 の 帝王 72 人 が この 地 を 中 心 と し て 儀式 を 行っ た 
と 伝え られ て いま す 。 そ の た め 、 泰 山 封 ( 天 を 祭る 、 倍 遍 禅 ( 地 を 祭る ) は 、 歴 代 皇帝 か 
ら 最 高 の 栄 誉 と され て きま し た 。 足 の 力 を 奪う よう な 十 八 盤 か ら 遠 く 南天 門 を 眺め 、 皇 
帝 が 祭礼 を 行っ た 山頂 の 玉 皇 殿 に 足 を 運べ ば 、 道 教 の 寺院 や 崖 の 彫刻 、 石 夏 が 沿道 に 
続き ます 。 皇族 の 放 宇 クラ ス の 舎 記 内 に は 、 歴 代 皇 芝 に よる 寺院 拡張 の 歴史 が 記さ れ た 
巨大 な 石碑 が あり ます 。 信 教 、 仏 教 、 道 教 の 2000 年 以上 の 歴史 が この 山 、 こ の 遍 で 綾 を 


な し て お り 、 泰 安 へ の 訪問 は 、 ま さ に 聖地 巡礼 の 旅 と いえ ます 。 左 か ら : 泰山 、 西 神門 。 泰 
山 、 山頂 の 日 の 出 
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孔子 の 故郷 


孔子 の 故郷 の 名 を 冠 す る 小 都 市 ・ 曲 阜 は 、 明 の 時 代 に 角 
国 の 跡地 に 城壁 を 築き 、 新 た な 都市 を 作り 上 げた と され ま 
す 。 街 の 中 に は 、 孔 子 を 祭る 孔 遍 、 孔 子 の 子 擦 が 住む 孔 府 、 
街 の 外 を 北 に 行け ば 孔子 と その 子 挫 が 眠る 孔 林 が あり ま 
す 。 この 孔 遍 、 孔 府 、 孔 林 は 、 歴 代 王朝 に より 幾度 と な く 
増 改 築 さ れ 、 壮 大 な 旋律 を 奏で て きま し た 。 顕彰 碑 、 石 碑 、 
門 楼 、 大 殿 は 、 理 想 の 音色 を 響かせ る 料 厳 な 音符 と な っ て 
いま す 。 信教 文化 の 発祥 の 地 と は いえ 、 孔 子 の 精神 は すでに 
中 国文 化 に 浸透 し 、 建 築 物 に 縛ら れる も の で は あり ませ 
ん 。 た だ 、 こ の よう な 空間 で こそ 、 世 代 を 超え て 受け 継が れ 
て きた 人 文 思想 の 厚み を より よく 理解 する こと が で きま す 。 
曲阜 を 訪れ た ら 、 何 千年 も 前 か ら 受 け 継 が れ て きた 理念 に 
敬意 を 表し た く な る で し ょ う 。 左 か ら : 曲阜 、 孔 大 成 殿 。 上 
阜 、 孔子 博物 館 一 い ニーーーーー 


青島 の 旧 市 街 を 散策 


青島 旧 市 街 の 起伏 の ある 通り や 路地 で は 、100 年 の 歴史 
を 持つ 古い 鐘 の 音 に 耳 を 傾け 、 赤 瓦 と 白壁 の 洋風 建築 の 間 
を 歩き ます 。1898 年 か ら 、 青 島 の 旧 市 街 は 、 伝 統 的 な 漁村 の 
港 か ら 欧 風 都市 へ と 少し ずつ 姿 を 変え て いき まし た 。 
現在 、 こ こ に ある 建物 は 遠く か ら 眺 め る こと し か で き な い オ 
フィ ス や 学校 に な っ て いた り 、 カ フェ や 博物 館 、 ブ ックス ト ア 、 
雑貨 店 な ど に 改装 され 、 ゆ っ くり と 時 間 を か け て 訪れ る こと 
が で きる よう に な っ た り し て いま す 。 そ こ に 点 在 し て いる の 
が 信号 山 と 小 魚 山 で 、 か つて の ドイ ツ 占 貧 エ リア の 壮 雇 な 姿 
を 眺め る 最高 の ポイ ント と な っ て いま す 。 街 の 明か り が と も る と 、 
中 山路 の 欧風 建築 群 か ら 機 橋上 の 回 潤 閣 まで は 、 色 と り ど り 
の イル ミネ ーション に よっ て 新しい 姿 に 生ま れ 変 わり ます 。 
八大 関 街 道 に 並ぶ 街路 樹 は 、 一 年 の 四季 を 通じ て ピン ク 、 
、 英 、 緑 と 周期 的 に 変化 し 、 一 度 に は 見 きれ な い ほ ど 
で す 。 青島 、 脱 深 総 督 府 旧跡 
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ビー ル と 海鮮 


山東 の 沿岸 都市 で は 、 焼 き 物 の 屋台 で も 市 街 地 の 洗練 
され た レス トラ ン で も 、 山 東 の 海 の 幸 と 山の幸 を 楽し むこ と 
が で きま す 。 有 名 な 「 僕 魚 水 館 ( サ ワラ の 水 餃子 ) | 、 「 非 菜 
炒 海 腸 ( ユ ムシ と ニラ の 炒め 物 ) ] 、 色 と 香り 、 味 を 楽し め 
る 名 物 料理 「 状 焼 海 参 ( ナ マコ と ネギ の 炒め 物 ) | など は 、 
ある 程度 の レス トラ ン な ら 必 ず メ ニュ ー に 載っ て いま す 。 
た だ 、 地 元 の 海鮮 を 楽し む な ら 、 旬 の 物 を 注文 する の が 一 番 で 
す 。 2 月 の ボラ は 得難い 美味 で 、3 月 は サワ ラ が 最高 、 晩 春 
に は カキ の 身 が 一 番 厚く な り ま す 。 毎 年 9 月 1 日 の 海 開き の 
後 、 ハ マグ リ 、 ホ タテ 、 ハゼ 、 イ カ に ネギ や ナス な どの 野菜 
を 合わ せ 、 共 す 、 炒 め る 、 鍋 焼き に する な どの 方 法 で 調理 す 
る と 、 箸 が 止ま り ま せん 。 山 東 の 海鮮 は [新鮮 ] な だ け で な 
く 、 「 活気] へ の こだわ り も あり ます 。 冷え た ビー ル と 合わ せ 
て 、 隣 の テー ブル と 一 緒 に ビー ル を 楽し み 、 歌 っ て 飲め ば 、 
忘れ が た い 時 間 と な る で し ょ う 。 青島 、 屋 台 の 焼き 牡 嵐 
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博物 館 巡 り 


旅行 者 が この 土地 の 歴史 を より 詳し く 知 る こと が で きる よう に 、 山 東 省 に は さま ざま 
な テー マ の 博物 館 が あり ます 。 山東 博物 館 の 甲骨 文 、 漆 器 、 青 銅器 、 漢 代 の 画像 石 な ど 、 
省 内 各地 か ら 集 め ら れ た 21 万 点 の 文化 財 は 、 山 東 省 の 千年 の 歴史 を 綱 羅 する も の で す 。 
青州 博物 館 の 展示 ホー ル で は 、 龍 興 寺 の 青州 仏像 の 広い 由 、 膨 らん だ 胸 、 く びれ た 腰 
と いう 優美 な 体つき を 展示 する た め に 、 照 明 が 改良 され まし た 。 また 、 臨 滴 に ある | 斉 文 
化 博物 館 ・ 車 馬 博 物 館 」 で は 、 精 巧 な 青銅 器 や 巨大 な 車 馬 寺 が あり 、 春 秋 五 罰 の 筆頭 が 
いた 古都 の か つて の 栄華 を 垣間見 る こと が で きま す 。 館内 に は 中 国語 と 英語 で 図説 され 
た 展示 パネ ル 、 二 次 元 コ ー ド に よる 音声 で の 解説 、 イ ンタ ラク ティ ブ な 映像 な ど 多 様 で 
生き 生き と し た 解説 方 法 に より 、 旅 行者 が 見 て 、 遊べ る 親しみ や すい プラ ッ ト フ ォ ー ム が 
提供 され 、 地 下 に 埋もれ た 山東 の 物語 を ひも と きま す 。 上 : 済 南 、 山 東 博物 館内 の 展示 品 。 
下 : 滴 博 、 斉 都 文化 城 
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同じ よう な ホテ ル の ベッ ド に 飽き た ら 、 近 年 、 山 東 省 で 盛ん に な っ て いる さま ざま 
な テー マ の 民泊 を 試し て みる の も いい で し ょ う 。 青 島 や 煙台 の 海辺 か ら 泰山 や 剛 山 
の 山間 部 まで 、 ま た 済 南 の 旧 市 街 か ら 港 坊 の 郊外 まで 、 民泊 は さま ざま な 場所 に あ 
り ま す 。 宿泊 する 部 屋 は 、 イ ンダ スト リア ルス タイ ル の モダ ン 建 築 で あっ た り 、 か つて 
の 償 事 館 や 教会 を 改装 し た も の だ っ た り し ます 。 フレ ンド リー な オー ナー は 、 暖 か い 
ベッ ド を 用 意 し た り 、 近 隣 の グル メ を 紹介 し た り 、 街 の 歴史 に つい て お し ゃ べり し た 
り 、 本 に は 絶対 に 書か れ て いな い ト リビア を 教え て くれ た り も し ます 。 温か い お 恭 や 
冷た い ビ ー ル を 飲み な が ら 、 と り と め な い お し ゃ べり に 興じ れ ば 、 オ ー ナ ー や ご 近所 
さん と 何で も 話せ る 友人 に な っ て いる か も し れ ま せん 。 青 島 、 カ フェ 


膨 東 半島 の 魅力 は 、 丘陵 と 海辺 の 景色 の 移り 変わ り に あり ます 。 煙台 の ビー チ を 


訪ね て 日 の 出 を 眺め た ら 、 細 か い 砂 を 踏ん で 貝殻 を 拾う 。 テ ィ ー ブ レイ ク を 挟ん で 
山 の 崖 の 上 に ある 途 葉 開 に 登り 、 海 の 霧 を 遠望 し て 神話 の 世界 に 遊ぶ 。 青 島 で は 、 

剛 山 山頂 に 足 を 運ん で 黄海 を 望み 、 起 伏 の ある 山 が 海 に 滑り 込む 雄大 な 景色 を 眺め ま 
す 。 夕日 の 下 、 缶 ビー ル を 開け て 山 の ふ も と に ある 石 老人 浴場 の ビー チ に 座り 、 波 に 
遊ぶ た くま し い サ ー フ ァ ー を 眺め る 。 山 と 海 が 隣り 合う 地形 に より 、1 日 で 山 に 登っ て 
海 に も 入り た いと いう 欲求 が 満た され る だ け で な く 、 春 、 夏 、 秋 、 冬 の は っ きり と し た 
変化 が 丘陵 と 太平 洋 を さま ざま な 色 に 染め 上 げ 、 あ な た の 冒険 に 季節 の 驚き を 与え 
て くれ ます 。 煙台 、 菊 菜 闘 
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3 日 旅行 コー ス 


1 日 目 
旧 市 街 の 泊 水 路 の 朝市 は 、8 時 まで 賑わっ て いま す 。 
江蘇 路 口 か ら 徳 県 路 ま で の 400m と いう 短い 通り で す 
が 、 海 軍司 令 部 ビル や 脱 漢 総督 府 跡 な ど 1890 年 代 
末 か ら 1910 年 代 初め に か け て に 残さ れ た 堂々 た る 
青島 騰 東 国際 空港 (ある い は 洗練 され た ) 欧風 建築 が 並ん で いま す 。 
人 キリ スト 教会 の 時 報 の 鐘 の 音 を お 聞き 逃し な く ! 
昼食 は 老 舎 公園 周辺 の 食堂 で 決ま り で す 。 その 後 、 旧 


贈 山 市 街 を 一 望 で きる 信号 山 に 登り 、 ふ も と に ある 迎 宮 館 

ム や 大 学 路 の 方 へ 歩く と 、 大 小 の 美術 館 や カフ ェ 、 雑 貨 

店 が 集まっ て いま す 。 夜 に な る と 中 山路 と 欄 橋 が 上 魅 力 

青島 いっ ぱい で す 。 こ の あたり で は さま ざま な グレ ー ド の 中 華 


料理 や 西洋 料理 の レス トラ ン を 選ぶ こと が で き 、 食 後 
の 散策 に も も っ て こい で す 。 


青島 、 青 島 ビー ル 博 物 館 


左 : 青島 、 機 橋 。 右 : 


2 日 目 

機 橋 か ら ス ター ト し て 、 海 岸 線 治 い を 東 に 向かい ま 
す 。 小 青 島 は 、1988 年 以降 に 軍用 の 島 か ら 公園 と な り 
まし た 。 内 湾 に は 今 も 軍艦 が 停泊 し 、 今 で は 中 国 海軍 
博物 館 の ショ ー ル ー ム と し て 市 民 に 開放 され て いま す 。 
少し 北上 し て 魚 山 路 に 戻る と 、 周辺 に は 昼食 用 の 食堂 
が いく つも あり ます 。 その後 、 田 巡 公 園 か ら 海岸 の 木 道 
に 入り 、 波 の 音 を 聞き な が ら 第 一 海水 浴場 を 通り 、 八 
大 関 に 向かう と 、 中 国 と 西洋 の 折 吾 建 築 が 立ち 並ぶ さ 
ま を 見 る こと が で き 、 季 節 ご と に 変わ る 街並み に 名 残 
惜 し さ が 募り ます 。 引 き 続 き 海岸 の 木 道 を 進む と 第 二 
海水 浴場 を 過ぎ 、 太 下 角 公園 に 到着 し ます 。 この あたり 
の 別 料 は 八大 関 よ り も 親しみ や すく 、 そ の 多く が 民泊 や 
カフ ェ レ スト ラン に 改装 され て いま す 。 ここ で は 、 海 岸 
の カフ ェ を 見 つけ て 、 午 後 の 時 間 を の ん びり と 過ごし た 
り 、 高 層 ビ ル が 立ち 並ぶ 五 四 広 場 に 明か り が と も る 
ロマ ンチ ッ ク な 景色 を 眺め た りす る こと が で きま す 。 
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3 日 目 

青島 初 の 公園 で ある 中 山 公園 は 、 か つて 狩猟 場 
で し た 。 現在 は 春 に は 桜 や 海 染 、 秋 に は 銀 査 や 紅葉 
を 楽し め る 場所 と な っ て いま す 。 その後 、 旧 市 街 に 戻 
り 、 古 い 赤 瓦 の 建物 の 中 に ある 良 友 書 坊 な どの 独立 
系 ブッ クス ト ア を 探し た り 、 古 い 建 物 を 改造 し た 青島 
郵 電 博 物 館 な どの ニッ チ な テー マ の 博物 館 を 訪れ た 
り し ます 。 旧 市 街 の 通り 沿い の 食堂 で 昼食 を と っ た 後 
は 、100 年 前 と 現代 の ビー ル 醸 造 所 の 様子 を 知る こと 
が で きる 青島 ビー ル 博 物 館 へ 。 そ し て 、 ビ ー チ を 見 つけ 
て 、 冷え た ビー ル を 飲み な が ら 夕 日 を 眺め ます 。 夕食 に 
は 、 海 鮮 レ スト ラン で 海鮮 を 堪能 し た り 、 台 東 ビ アハ ウ 
ス や 二 貴 一 人 条 街 の 大 き な 屋 台 で 地元 の 人 と と も に 
ビー ル を 楽し ん だ り し ます 。 

も し も う 1 日 時 間 が ある な ら 、 崎 山 に ある 太 清 宮 を 訪 
れ 、 古 木 の 間 を 散策 し 、 巨 大 な 老子 像 の 周り を 時 計 回 
り に 歩き 、 そ の 台座 に ある 「 道 徳 経 を 通読 し て みて は 
いか が で し ょ うか 。 
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5 日 旅行 コー ス 


青島 脱 東 


3 日 目 . 


1 日 目 行き 、 黄 海 と 湖 海 の 境界 座標 で 視力 に 挑め ば 、 午 後 は 青 

飛行 機 が 煙台 に 着陸 し た ら 、 エ アポ ー ト リム ジン で い 海 水 と 黄色 の 海水 の 写真 を 順 光 で 撮影 で きる か も し 
その まま 葉 葉 に 向かい ます 。 小さ な 町 の 北 の 海岸 に あ れ ま せん 。 東 側 の 濃い 青色 の 海水 が 黄海 、 西 側 の や や 
る 城壁 内 の 難 葉 開 は 崖 の 上 に 建て られ 、 下 方 に は 紺碧 濁っ た 黄色 い 海水 が 湖 海 で 、 こ れ は 海底 の 地溝 の 動き 
の 海 に 隣接 し た 古 登 州 港 と 清朝 時 代 の 古い 大 砲 が あり が も た ら す 自然 現象 に よる も の で す 。 夢 葉 の 東関 街 周辺 
ます 。 町 を 出 た 後 、 徒 歩 ま た は ケー ブル カー で 田 横 山 に に は 、 手 ご ろ な 居酒屋 や 食堂 が た くさ ん あり ます 。 


左 : 青島 、 晶 山 。 右 : 煙台 、 廷 菜 閣 


2 日 目 

朝 、 南 関 路 で 衝 菜 小 閣 を いた だ きま す 。 濃厚 な 海鮮 
スー プ は 、 地 元 の 人 々 に と っ て 最も 伝統 的 な 朝食 で す 。 
その 後 、 交 通 機関 を 利用 し て 煙台 市 に 戻り ます 。 市 の 中 
心 部 に ある 煙台 民俗 博物 館 は 、 よ く 知 られ た 韻 南 阿 尋 
族 を 改築 し た も の で す 。 張 裕 酒 文化 博物 館 で 赤ワイン 
を 味わう 前 に 、 浜 海 北 路 を 散策 し 、 地 元 の 人 た ち が 
釣り を し て いる 様子 を 撮り まし ょ う 。 午後 は 煙台 山 に 登 
り 、 欧 風 建築 群 の 白壁 の 上 を 移動 する 日 の 光 を 追い か 
け ま す 。 秋 で あれ ば 紅葉 や 黄葉 が 彩り を 添え て くれ る 
で し ょ う 。 町 に 明か り が と も る ころ 、 灯 台 の 上 か ら 夕 焼 
け や 夜 の 煙台 の 街 と 港 の 全景 を 写真 に 収め ます 。 ふも 
と に は 評 首 の レス トラ ン が 数 多く あり ます 。 煙台 で は 十 
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er) 
の コク 導 
ミド ンド 人 SS 学ん 


で 日 没 時 の 生活 風景 を 撮り ます 。 最 後に 、 台 東 ビ アハ ウス 
や 二 暗 一 条 街 の 大 き な 屋 台 を 訪れ 、 地 元 の 人 た ち が 
ビー ル を 楽し む 活 気 ある 光景 を 撮影 し ます 。 


4 日 目 

事前 に 弁当 を 購入 し て お き 、 一 日 の 大 半 を 費やし て 
贈 山 の 最高 峰 で ある 巨峰 に 登り 、 幾重 に も 重なっ た 岩 
を 越え 、 起 伏 の ある 山 が 海 に 滑り 込む よう な 壮大 な 景 
色 を 山頂 か ら 撮 影 し ます 。 秋 や 冬 な ら ふ も と の 太 清 宮 
を 見 逃し て は いけ ませ ん 。 境内 で は 、 樹 齢 千年 の 銀杏 
の 黄葉 と 常緑 の 側 柏 ( コ ノ テ ガ シ ワ ) が 対照 的 な 美 を 
織り な し 、 山 官 殿 の 樹齢 約 600 年 の 椿 2 株 が 赤い 花 と 
い 花 を 付け 、 目 を 楽し ませ て くれ ます 。 夜 の 宿 は 、 青 


字 街 や 駅 の 付近 に 優れ た 星 付 さき の ホテ ル や レス トラ ン 
が あり ます 。 


3 日 目 

煙台 か ら 高 速 鉄道 で 青島 市 へ 。 機 橋 か ら ス ター ト し 
て 中 山路 を 北上 し 、 江 蘇 路 キ リス ト 教 会 か ら 旧 市 街 の 
起伏 の ある 路地 に 入り 、 道 治 い の 欧 風 建築 を 鑑賞 し た 
後 、 旧 市 街 、 湾 の 全景 と 信号 山 を 一 盟 で きる 小 魚 山 へ 。 
ふも と の レス トラ ン で の 写 食 の 後 、 八 大 関 と 太 下 角 公園 


島 市 の 市 街 地 中 心 部 に 戻り ます 。 


5 日 目 
高速 鉄道 で 臨 光 タ ま で 行き 、 バ ス に 乗り 換え て 東 党 
へ 。 車 を チャ ー タ ー し て 黄河 の 河口 に 向かい ます 。 途 
中 、 レ スト ラン に 立ち 寄る 機会 は ほ ば あり ませ ん の で 、 
あら か じ め 青 島 で 弁当 を 買っ て お く と 良い で し ょ う 。 秋 
の 河口 で は 渡り 鳥 や 砂浜 に 何 キロ も 続く 浜松 菜 を 撮影 
する こと が で きま す 。 河 と 海 の 境 界 線 を 見 た い 場 合 、 運 


に 向かい ます 。 中国 と 西洋 の 折 吾 建 築 を 鑑賞 し ます 。 道 
沿い の 街路 樹 は 春 に は 海 貯 が 花 を 咲か せ 、 秋 に は 銀 査 
の 黄葉 が 地面 を 覆い ます 。 ビー ル を 買い 、 第 三 海水 浴場 


次 第 で は あり ます が 、 角 で 海 に 出る と 見 られ る 可能 性 
が 少し 高く な り ます 。 
東 営 か ら 済 南 に 戻る 場合 も 直通 の バス が あり ます 。 
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7 日 旅行 コー ス 


| EE 
| ーー コ 


1 日 目 

午前 は 済 南 の 町 突 泉 、 五 龍 澤 と 大 明 湖 を 訪れ 、 組 碧 
の 泉 が 湧き 出る 奇 景 が この 北方 の 都市 に 江南 の 柔らか 
な 雰囲気 を ま と わ せ て いる 様子 を 見 に 行き まし ょ う 。 
午後 は 山東 博物 館 に 足 を 運び 、1 階 と 2 階 の 山東 歴史 
文化 展示 ホー ル で 同 館 の 宝物 を 探し ます 。 夜 は 済 南 料 
理 の レス トラ ン を チョ イス し 、 酢 豚 、 九 転 大 腸 (腸詰 め の 
し ょ う ゆ 煮込み ) な ど 定番 の 山東 料理 を 味わい ます 。 済 南 


の 旧 市 街 と 駅 周辺 の 古く か ら の 商店 街 に は 、 多 く の 宿 
泊 施 設 や 飲食 店 が あり ます 。 


2 日 目 

朝一 番 の 列車 に 乗っ て 泰山 に 向かい ます 。 通常 の 紅 
門 の 入り 口 の ほか 、 体 力 の ある 方 は 裏山 の 天 炉 峰 か ら 
登り 、 十 八 盤 を 回 っ て 下山 する こと も で きま す 。 大 充実 
の 一 日 に な る こと で し ょ う 。 ふも と に 戻り 、 泰 安 の 紅 門 


左 : 泰安 、 舎 世 。 右 : 洪 坊 、 楊 家 埋 凪 博物 館 


1 


や 市 街 地 の 旧 役 場 周 辺 で レス トラ ン を 探し 、 | 泰安 三 美 
(白菜 と 豆腐 の 鍋 ) 」 や | 泰山 炒 鶏 (鶏肉 の 炒め 物 ) ] 
を 注文 し て 自身 を ね ぎら いま し ょ う 。 


3 日 目 

鶏 の スー プ か ら 作 られ た 燃 (挽き 割り 背 ) で 活力 を 
補給 し 、 午 前 は 貸 遍 を 参観 し ます 。 境内 に は 古木 が 茂 
り 、 皇 族 の 交 宇 は 圧巻 の スケ ー ル で す 。 さら に バス か 高 
速 鉄道 に 乗っ て 曲阜 に 向かい ます 。 午 後 は 、 旧 市 街 で 
孔子 ゆか り の 観光 スポ ッ ト の パス を 購入 し 、 時 間 に 余 
裕 が あれ ば 、 ま ず 孔 府 に 入り 、 役 所 と 内 宅 が 組み 合わ 
され た 答 聖 公 の 旧居 を 見 学 し ます 。 夜 は 、 復 元 さ れ た 
城壁 や 堀 に 治っ て 散歩 し た り 、 尼 山 聖 境 に 盲 行 し て 
イル ミネ ーション を 楽し ん だ り し ます 。 明 代 の 城壁 内 の 旧 市 
街 に は 宿 や レス トラ ン が 集まっ て いて た い へ ん 便利 で 
す 。 


4 日 目 

開城 儀式 の パフ ォ ー マ ンス が 終わ る の を 待っ て 孔 遍 
に 入り 、 石 碑 や 碑文 を 見 学 し 、 大 成 典 の 前 で 孔子 に お 
参り し ます 。 タク シー か 三輪 車 に 乗り 、 古 木 が 立ち 並ぶ 
孔 林 に 足 を 運び 、 孔 子 の 墓前 に 再度 お 参り を し ます 。 
午後 、 曲 阜 東駅 か ら 滴 博 行き の 高速 鉄道 に 乗る 前 に 、 
孔 府 の 古い 所 蔵 品 を 多数 収蔵 し て いる 孔子 博物 館 に 立 
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ち 寄 る こと が で きま す 。 溢 博 は それ ほど 大 き な 街 で は あ 
り ま せん が 、 駅 周辺 に 多く の 食堂 が あり 、 煎 餅 ( ジ ェ ン 
ビン ) や 山東 料理 の 前 身 で ある 「 博 山 料理 ] を 味わう の 
に ぴっ た り で す 。 


5 日 目 

バス に 乗り 、 斉 国 の 古都 の 所 在 地 一 一 臨 沙 に 向かい 
ます 。 発掘 され た 多く の 文化 財 が 斉 文化 博物 館 に 収蔵 
され て いま す 。 中 国 古 車 博物 館 に は 春秋 時 代 の 郊 馬 
が 展示 され て お り 、13 台 の 馬車 の 骨組 み と 38 頭 の 馬 の 
骨 が 今 も は っ きり と 残さ れ て いま す 。 市 中 心 部 の バス 
ター ミナ ル 付 近 の 三 昌 徳 半 湯 で 昼食 を と っ た 後 、 バ ス 
に 乗っ て 前 漢 ・ 後 漢 の 時 代 か ら 明 朝 初期 まで 続い た 
省 都 ・ 青 州 に 向かう と 、 ち ょ うど ライ ト ア ッ プ され た 古 
都 の 景色 を 見 る こと が で きま す 。 旧 市 街 の 内 外 に は 旅 
館 、 民 泊 、 レ スト ラン が あり ます 。 


6 日 目 

青州 の 旧 市 街 で 朝食 を 済ま せ た ら 、 ま ず 青 州 博物 館 
で 美しい 青州 仏像 を 鎧 賞 し ます 。 時 間 に 余 裕 が あれ ば 
陸 山 石窟 に 足 を 運び 、 北 斉 や 随 唐 時 代 に 作ら れ た 5 つ 
の 石窟 や 摩 崖 を 巡る こと も で きま す 。 午 後 は 観光 に 戻 
り ま す 。 市 内 の メイ ンス トリ ー ト で ある 偶 園 街 が 新 し す 
ぎる と 感じ た ら 、 城 外 東部 の 昭 徳 古 街 こそ が 正真正銘 
の 「 旧 市 街 ] と な り ま す 。 最終 バス に 乗っ て 洪 坊 に 向 か 
えば 、 洪 坊 到着 が ちょ うど 夕飯 時 に な り ま す 。 洪 県 料理 
の 老舗 を 見 つけ 、 糖 酷 魚 片 (魚の 甘酢 あん か け ) や 善 
片 身 肉 ( レン コン の は さ み 焼 き ) な どの 定番 料理 を 注文 
し 、 自 分 を ね ぎら いま し ょ う 。 


7 日 目 

朝 は 地元 の 人 々 と 一 緒 に 老 城 陣 上 の 肉 火 焼 ( ミ ー ト 
パイ ) と 豆腐 脳 ( お ぼろ 豆腐 の あん か け ) を 楽し ん だ 
ら 、 近 くに ある 北方 の 四 合 院 と 南方 の 庭園 が 一 体 と 
な っ た 清 代 の 邸宅 十 乱 園 を 見 学 し ます 。 続い て 峰 博 物 館 
を 訪れ 、 洪 坊 の 凪 の 種類 と 歴史 を 学び 、 余力 が あれ ば 
楊 家 壇 で 年 画 博物 館 を 見 学 し 、 凪 や 年 画 作 り を 体験 す 
る こと も で きま す 。 済 南 に 戻る 前 に 、 文 化 路 で ロー カル 
グル メ の 朝 天 鍋 (惣菜 を 餅 ( ビ ン ) で 巻い た 料理 ) を 楽 
し み ま す 。 


旅路 に お いて 


南 に は 曲阜 と 泰山 、 東 に は 港 坊 と 煙台 が あり 、 交 軍 至 
便 の 地理 的 位置 に ある 済 南 は 、 中 絶 地 点 に ぴっ た り で 
す 。 た だ 、 山 、 泉 、 河 、 湖 に 囲ま れ た この 旧 市 街 は 、 ま る で 
地面 か ら 湧き 出る 清らか な 泉 の よう な 存在 で あり 、 め っ くり 
と 歩か な けれ ば 清らか な 水 の 下 の 魅力 を 目 に する こと 
が で きま せん 。 駅 周辺 の 中 国 と 西洋 の 折 吾 建築 、 旧 市 街 
の 路地 に ある 有名 無名 の エメ ラル ド グ リ ー ン の 泉 、 郊 外 
の 丘 に ある 春秋 戦国 時 代 の 長城 、 千 年 の 歴史 を 持つ 寺 
院 や 仏塔 。 何 万 点 も の 文化 財 の 間 か ら 往 時 を 振り 娠 れ 
ば 、 済 南 が 滞 在 す れ ば する ほど その 魅力 を 増す 街 で ある 
こと に 気付 く で し ょ う 。 


め 観光 スポ ッ ト 
済 南 の 観光 スポ ッ ト は 、 主 に 大 明 湖 の 旧 市 街 周辺 に 集 
中 し て いま す 。 入場 料 や 営業 時 間 は 、 祝 賀 行事 な どの 


15」K51 ) 昼夜 を 問わ ず 湧 き 続 ける 3 つの 泉 を 目 に すれ ば 、 
清朝 の 康 駆 帝 が 釣 突 泉 を 訪れ 、 | 激 准 ] と いう 大 き な 2 文 
字 を 刻ん だ 石碑 を 残し た 際 の 興奮 し た 心持ち が 理解 で き 


る こと で し ょ う 。 その 裏側 に は 乾隆 帝 の 「 的 突 泉 を 


度 訪 


む 」 と いう 詩 が あり ます 。 その 年 は 干ばつ が 深刻 で 


、 ヽ この 


地 で 雨 選 い の た め に 詠 ま れ た と 斉 わ れ て いま す 。 現在 、 こ 

の 双 帝 碑 の 真 筆 は 、 陰 突 泉 北岸 の 党 源 堂 に あり ます 。 
公園 は 2 つの エリ ア に 分 か れ て お り 、 銘 突 泉 を 中 心 と す 

る 南 エ リア は 、 雨 季 の 後 の 秋 の 水 が 最 も 多く 、 数 尺 に 建 


する こと も あり ます 。 ここ で は 、 旧 時 の 地方 役人 が 受験 生 


の た め に 補習 を 行っ て いた 四 合 院 尚志 書院 や 運 が 良 


建物 が 展示 ホー ル に 改築 され 、 古 き 済 南 の 歴史 、 ヨ 
や 祝賀 行事 な どの 民俗 を 紹介 し て いま す 。 


ベン ト に より 各 景 勝地 で 調整 され る 場合 が あり 、 本 書 に 
記載 され て いる チケ ッ ト の 価格 は あく まで も 参考 と な り 
ます 。 実際 の 状況 を ご 確認 くだ さい 。 


釣 突 泉 公園 公園 
( 釣 突 泉 南路 1 号 , チケ ッ ト \40, @37:00 -19:00: 


筐 市 街 18 号 , 際 突 泉 公園 北側 : 無料 : @7: 
22:00: IS]K5,K101 ) 麺 り を 1 本 隔て た だ け で す が 、 


けれ ば 目撃 で きる 水 が 炒 流す る 金 線 泉 を 見 る こと が で き 
ます 。 北 エ リア に 再現 され た 準 苑 街 で は 、 多 り の 両側 の 


FE 王 
ーー し スミ 


公園 
00- 
五 龍 


凛 公園 は 釣 突 泉 よ り も 静か で す 。 枝 垂 柳 の 下 を ター コイ 
ズブ ルー の 港 ん だ 湧き 水 を 眺め な が ら 、 泡 の 錠 な り を 
数 え 、 の ん びり と 敵 歩 す る こと も で きま す 。 秦 環 高 は 生 い 
茂る 緑 の 木 々 の 間 に あ り ます 。 この 唐 代 の 格 軍 の 邸宅 が 


左 : 済 南 、 釣 突 泉 公園 。 


上 : 済 南 、 大 明 湖 超 然 楼 


深い 淵 に 落ち 、 神 龍 の 潜 『 と ころ に な っ た と 伝え られ て 
お り 、 そ こ か ら 五 尊 漂 と 呼ば れる よう に な り ま し た 。 つ まり 、 
公園 は 東門 の | 五 龍 清 泉 を 賜 う ] の 彫刻 か ら 命 名 
され た も の で は あり ませ ん 。 市 民 が ここ に 水 を 流 み に 来る 


と き は 、 取 水 設 備 が 備わり 、 管 理 人 が いる 白石 泉 、 黒 虚 
泉 、 五 次 泉 に 行く の が 一 般 的 で す 。 
大 明 湖 湖 


(大 明 湖 路 271 号 無料: @5:00-22:00: 
IS]K11.B98 ) 多く の 泉 の 流れ が 集まっ て で きた 天然 の 
湖 で あり 、 大 明 湖 は 「 泉 の 街 ] 済 南 の 最も 壮観 な 証明 
で す 。 四季 折々 の すばらし い 景 色 が あり ます が 、 中 で も 
夏 の 景色 が 充実 し て いま す 。 湖畔 に は 緑 の 木々 、 姓 の 
花 と 氏 橋 、 湖 上 に は 歴 下 亭 と 乾隆 帝 の 筆 に よる 扇 額 が 


あり 、 笠 く 普 山 と 華山 が 互い を 引き 立て 、 見 応え 十分 で 
す 。 北極 闘 (無料 : 8:00-17:30 ) や 超 然 楼 (\40: 


⑫8:00 -17:30 ) に 登り 、 開 けた 景色 を 眺め る こと も で き 
ます 。7 月 、 8 月 に か け て は 、 七 夕 荷 灯 会 、 ビ ー ル 祭り 、 
ドラ ゴン ボー トレ ー ス な ど が 開か れ 、 賑 や か な イベ ント が 
押し で す 。 

南 門 を 出 て 、 大 明 湖 路 を 渡る と 、 も う ひ と つの こ ぢ ん ま 
り と し た 潮 百 花 洲 と 古代 の 文人 た ち が 集 っ た 「 曲 水 亭 」 
か ら 名 付け られ た 曲 水 亭 笑 が あり ます 。 周辺 の 新た に 整 
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春秋 時 代 か ら 
残る 長城 と 関門 

山東 は か つて 斉 の 都 が 置か れ た 土地 で あり ( 曲 
阜 も か つて 分 国 の 都 が 軸 か れ ま し た ) 、 秦 代 、 漢 
代 、 明 代 と は 異な る 長城 の 体系 を 有 し ます 。 事実 、 
斉 の 長城 の 建設 は 春秋 の 斉 柱 公 の 時 代 に 始ま り 、 
戦国 の 斉 宣 王 の 時 期 に 完成 し まし た 。 済 南 の 長 清 
区 広 里村 南 の 防 門 か ら 、 西 か ら 東 へ と 泰山 、 章 丘 、 
泊 水 な どの 地 を 経て 、 そ の 全長 1000 里 あま り と な り 
ます 。 残 念 な が ら 、 長 い 歳 月 の 経 則 に より 、 現 在 で は 
わずか な 部 分 し か 残っ て いま せん 。 

幸い な こと に 、 斉 の 長城 の 三 大 関門 の 一 つ で あ 
る 錦 陽 関 ( 獅 阻 欧 : 無料 ) は 、 第 二 世 界 大 戦 で 爆 
破 さ れ た も の の 、 後 に 再建 され て いま す 。 そ の 東西 
両側 の 山肌 に は 石板 を 積み 上 げた 壁 体 が 延伸 し 、 
最高 で 6 メー トル に 和 建 し て お り 、 銃 眼 や 見 張り 穴 が 
残っ て いま す 。 元々 の 石板 は 山東 省 博 物 館 に 収蔵 
され て いま す 。15 分 か け て 西側 の 頂上 に 登り 、 
砕石 や 滝 木 の 茂み (と げ の ある も の に 注意 ) を 越え る 
と 、2 つ の 山 が 関門 を 挟む 壮大 な が パノラマ が 目 に 飛 
び 科 ん で きま す 。 

錦 陽 関 は 省 道 8234 の 脇 に あり 、 章 丘 バ ス 208 
( \2、7:20、9:20、11:30、13: 50、16: 10、 最終 戻り 
16:40、30 分 ) が 直 双 し て いま す 。 章 丘 タ ー ミ ナル か 
ら タ クシ ー で 約 \50、 運 転 手 の 電話 番号 を も ら っ て 
お く と 帰り の 車 の 手配 に 便利 で す 。⑯ 
済 南 、 錦 陽 関 


備 され た 獲 り は 、 歴 史 文 仁 ク リエ イ テ ィ プ パ パー ク と し て 発展 
し つつ あり 、 漢 字 や チャ イナ ドレ ス の ワー クシ ョ ッ プ や 、 無 
形 文化 半 産 の 工芸 品 を 扱う 伝統 的 な 市 が あり ます 。 


山東 博物 館 博物 館 
(0531 8505 8202, www.sdmuseum.comi 経 十 東路 
11899 号 , 無料 ⑦ 火 曜 か ら 日 曜 9:00-17:00、 月 曜 閉館 : 
IS]BRT 5,119,.K202 ) 「 山 東 」 博物 館 と も 呼ば れ 、 収 蔵 す 
る 文化 財 は 基本 的 に 山東 省 内 の 振 び 抜か れ た 品 ば か り 


ーー 
済 南 、 千 仏山 の 仏像 


徳 州 の 
フィ リピ ンス ー ル ー 王 墓 
西暦 1417 年 、 フ ィ リ ピン ・ ス ー ル 一 諸島 の 3 人 の 国 


[PF 


王 が 、 自 ら 使節 団 を 率い て 北京 に 明 朝 の 皇帝 ・ 朱 様 
を 訪ね まし た 。 し か し 、 徳 州 を 経て 帰国 する 際 、 
東 の 王 パ ドゥ カ ・ パ ハラ が 不慮 の 病 で 急死 し ます 。 
そこ で 朱 は 、 王 の た め に 墓 と 初 を 建て る よう 特に 命 
じ ま し た 。 埋葬 後 、 ス ー ル ー 王 の 妃 、 次 男 、 三 男 も 
徳 州 に 長期 滞在 し て 墓 を 守り 、 最 後 は この 地 に 骨 を 
埋め まし た 。 この 2 人 の 王子 が 回 族 の 温 氏 と 安 氏 の 
始祖 と な り ま す 。 

蘇 禄 文化 博物 館 ( 徳 州 市 青年 路 356 号 、 北 陵 路 最 
部 無料 : 9:00-17:00、 月 曜 休館 ) は 、 ス ー ル ー 
王 の 陵墓 を 基礎 と し て 建て られ た 博物 館 で す 。 朱 
様 が 下賜 し た 御 碑 亭 、 お よび 1996 年 に スー ルー 王 
の 未 座 が 訪問 し た 際 に 残し た 中 比 友好 記念 碑 は 、 
600 年 の 時 を 超え 、 中 国 と フィ リピ ン の 友好 の 証し 
と し て 並び 立っ て いま す 。 

済 南 か ら 高 球 鉄 道 に 乗っ て 徳 州 へ 。 博物 館 に は 
真 六 の バス が な いた め 、 徳 州 駅 か ら タ クシ ー ( 約 
\9) で 移動 し ます 。 ⑯ 


で す 。 戦国 時 代 に | 弁当 


済 南 、 油 旋 と 呼ば れる 当地 グル メ 


箱 」 が 存在 [て いた こと を ご 存 知 


で すか ? 漢代 の 墳墓 は な ぜ 「 芸術] の 名 を 冠 さ れ て いる 
の で し ょ うか ? 青州 の 形 像 と は ? 明 朝 の 角 王 の 冠 は どの 
よう な も の だ っ た の で し ょ うか ? サー ビス カウ ンタ ー で ガ 


イド ブッ ク を 有 入手 し 、 展示 ホー 
ほ つ か り ま す 。 
ド (\20) で は 中 、 英 、 日 、 韓 国語 の ガイ 


蔵 品 を 探す と 、 答 え が 
オー ディ オガ 


ドサ ービス が 提供 され 、 


を 釣 っ て 同 館 の 十 大 収 


「 山 泰 博物 偽 | の ウィ ー チ ャ ッ ト 


公式 アカ ウン ト を フォ ロー し 、 文 化 財 に 対応 する 番号 を 和信 
力 す れ ば 、 無 料 の 解説 を 聞く こと も で きま す (中 国語 の 


み ) 。 


千 仏山 


山 


( 千 備 山 : 0531 8266 2292, 経 十 一 路 18 号 , チケ ッ ト 


\30: ②6:30-18:00 


j ISIK51 ) 千 仏 山 (標高 285m ) 


の 仏像 は 1960 年 代 に ほとん ど が 破壊 され て し まい ま 
し た が 、 山 の 中 腹 に 復元 され た 万 仏 洞 (万 俺 洞 , チ ケット 


\15 ) に は 避 煙 、 龍 門 、 


積 山 、 雲 岡 石窟 の 仏像 が 集め ら 


れ 、 息 を 呑む よう な 光景 が 広がっ て いま す 。 興国 禅 寺内 
の 千 仏 崖 ( 千 便 崖 ) に も 階 代 の 仏像 が 残さ れ て いま す 。 


山 獲 の 石段 は 緩やか に 舗 
上 の 賞 菊 閣 に 到着 し ます 。 午後 、 棚 に も た れ て 北 を 世 め 


装 さ れ て いて 、30 分 ほど で 頂 


ば 、 泉 の 街 一 一 済 南 の 様子 を 一 刻 す る こと が で きま す 。 


な お 、 山 頂 に は 照明 が な い の で 、 夜 景 を 


灯 を 持参 し まし ょ う 。 


叶 る 際 は 懐中 電 


済 南 、 爆 炒 腰 花 ( ブタ の モツ 炒め ) 


帰り は 下り の ロー プ ウ ェ イ に 乗る こと が で きま す 
( \20/ 人 , ②@9:00 ~-16:30、 冬 季 運 休 ) 、 北西 の 門 の 脇 
に は 済 南 市 博物 館 ( 選 0531 8295 9204: 経 十 一 路 30 
号 , 無料 : ②9:00 ~-17:00、 月 曜 閉館 ) が あり ます 。 地元 
の 人 の 多く は 、 朝 練 (5:00~6:30) と 夕 練 (18:00 ~20:30 ) 
の 時 間 を 選び 、 千 仏山 に 無料 で 入場 し て いま す 。 


四 門 塔 塔 

( 0531 8284 0444: 柳 壇 鎮 は 、 済 南 市 か ら 南 に 35 
キロ の と ころ に あり ます , チケ ッ ト \30: 5 月 -10 月 
7:30-18:00、11 月 - 翌 年 4 月 8:00-17:00: [5]67 ) 東 晋 
の 時 代 、 高 僧 の 郎 分 が この 谷 に 精舎 を 建て 、 法 を 説い た 
と 伝え られ て いま す 。 楊 堅 は その 名 を 慕っ て この 地 を 参 
寿し 、 際 朝 を 開い た 後 、 寺 院 を | 神 寺 」 と 改 移 し まし 
た 。 その 後 、 寺 院 は 再建 と 荒廃 を 繰り 婦 し まし た が 、 清 
朝 末 期 に は 廃寺 と な っ て し まい ます 。 起伏 する 丘 の 中 に 、 
石塔 や 仏像 が わずか に 残る ば か り と な っ て いま す 。 

入口 に 再建 され た 斬 通 寺 を 洗 り 、 山 の 方 へ 少し 登る 
と 、 中 国 で 唯一 現存 する 際 代 の 石塔 一 四 門 塔 に 到着 
し ます 。 塔 内 の 四方 に は 仏像 が 安 買 さ れ て いま す 。 その 
うと 東側 に ある 阿 閑 仏 の 仏 頭 は 、1997 年 に 盗ま れ ま し た 
が 、 何 度 も 人 の 手 を 経た 後 、 最 終 的 に は 台 深 法 鼓 山 の 聖 
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塔 の チケ ッ ト に 含ま れ て いま す ) で す が 、 入場 する に は 
も う 一 度 チ ケッ ト を 確認 する 必要 が あり ます 。 


(5 奏 泊 
湖 浜 国際 ユー ス ホ ス テル ユー ス ホ ス テル \ 
( 湖 演 国 降 青 旅 , 176 8661 8739: 少年 路 4 号 , ベッ ド 
\56 よ り 、 ス タン ダー ド シ ン グル / ツ イン \138 ) 大 
明 湖 畔 西側 の クリ エイ ティ ブ パ ー ク 内 、 観 光 地 へ は 徒歩 
で を 交 機 関 で も 便利 で す 。 廊下 や 設備 は 古い で す が 
よく メン テ ナ ン ス され て いま す 。 プラ イバシー を 守る た め の 
カー テン 付き の ベッ ド も あり ます 。 窓 が 外 に 面 し て いる 部 
屋 と 、 内 廊下 に 面 し て いる 部 屋 に 分 か れ て いま す が 、 事 
前 に フロ ント に 相談 し 、 好 み に 応じ て 予約 し ます 。 


花 築 ・ 済 南 老 洋行 ホテ ル ホテ ル \\ 
花 筑 : 済 南 老 洋 行 酒店 , | ツ 151 5313 7739, 緯 六 路 27 
j ス タン ダー ド シ ン グル \553 よ り 、 フ ァ ミ リー タイ ブ プ 4 
部 屋 \1100)2020 年 オー プン の 民泊 で 、 駅 近く の 老 商 
区 に あり ます 。 古い 洋館 を 改築 し て いる た め 、 ロ ビー や 
庭 の 隅 々 まで 設計 が 行き 届い て いま す 。 部 屋 の レイ アウ ト 
は 狭め で す が 、 狂 音 性 は 抜群 で す 。 


3 食事 


山東 料理 の ひと つ で ある 済 南 料理 を 知る に は 、 ま すず 朝 
食 か ら 。 アワ の 粉 で 作る 生 洲 (かゆ) に ホウ レン ソウ 、 
湯葉 や ピー ナツ を 添え 、 焼 餅 (焼い た ビン ) や 油 条 (揚げ 
パン ) を 合わ せれ ば 、 地 元 の 人 々 が 好む 伝統 的 な 朝食 に な 
り ま す 。 その 後 、 老 舗 レ スト ラン や チェ ー ン の 山東 料理 店 
で 、 九 転 大 腸 ( 腸 詰め の し ょ うめ 煮込み ) 、 爆 炒 腰 花 
(ブタ の モツ 炒め ) 、 精 溜 魚 戸 (白身 魚の 者 込み) な どの 定番 
料理 を 注文 し まし ょ う 。 味付け は し っ か り し て いま す が 、 
料理 人 の | 炒め る | 、「 焼 く 」 、「 揚 げ る 」 、 | 煮る] と いう 
腕前 を 体感 する こと が で きま す 。 夜 は 、 地 元 の 人 と と も に 
バー ベ キ ュー を 楽し み ま し ょ う 。 


区 と 中 


租 涼 李 軽食 \ 

( 155 8991 7510: 少年 路 西端 6 号 , 1 人 平均 \9: 
ぐ 6:00-14:00 ) 老舗 が 移転 し 、 広 く 明 る く な り ま し た 。 5 
種類 の 香辛料 で 調味 し た 本 洲 (アワ の か め ゆ ) は 風味 が 濃 
厚 で す 。 馬 踏 焼 餅 ( 馬 踏 型 の 焼い た ビン ) は 、 外 は さ 
くっ と 中 は も っ ちり と し た 食 感 で 、 痢 卵 、 牛 肉 、 干 し 豆腐 な ど 
を プラ ス す る こと が で きま す 。 


城南 往事 済 南 スタ イル レス トラ ン 山東 料理 \\ 

(城南 往事 済 南 凡 味 主題 携 庁 , 芝 0531 8202 
3322: 経 四 路 大 観 園 比 門 : 1 人 平均 \85, 〇 ⑦9:00- 
4:30、16:30-21:00 ) チェ ー ン の 山東 料理 レス トラ ン で は 


厳 法師 を は じ め と する 篤志 家 に よっ て 買い 戻さ れ 、 美 談 と 


コミ が 最も いい お 店 で す 。 本 洲 ( ア ワ の か ゆ ) 、 爆 炒 腰 


し て 今 も 語り 継が れ て いま す 。 
山 首 を 西 に 向かっ て 準 む と 柳 電 国家 森林 公園 ( 四 門 


窟 ( プ タ の モツ 炒め ) 、 精 酷 鯉 魚 ( 鯉 の 甘 酢 あ ん か け ) 、 
九 転 大 腸 (腸詰 め の し ょ う ゆ 煮込み ) な ど 定 番 の 済 南 料 
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ロ 癌 放 


1904 年 、 北 洋 大 臣 王 東総 督 の 衰 世 名 と 山東 巡撫 
の 周二 が 済 南 を 通商 港 と し 、 駅 周辺 に 外国 と の 罰 
易 を 行う 「 新 都市 ] を 計画 し た こと で 、 中 国 と 西洋 
の 折 青 建 築 が 雨後 の た け の この よう に 立ち 並び 、 こ 
の エリ ア が 形成 され まし た 。 

100 年 後 の 今 も ここ で は 当時 か ら 残 っ た 建築 を 
目 に する こと が で きま す 。 済 南 初 の 映画 館 小 広 誤 
映画 館 (| 寒中 影 院 : 経 三 路 48 号 ) は 、 現 在 海鮮 
レス トラ ン 兼 博物 館 と な っ て お り 、8:00-11:00 と 
14:00-16:00 の み 外 部 開放 され 、 見 学 す る こと が 
で きま す 。 済 南 初 の 公園 中 山 公園 ( 経 三 路 132 号 : 
無料 , ②6:00-21:30 ) 、 済 南 初 の 外国 銀行 徳 華 銀 
行 ( 経 二 路 191 号 ) , は クラ シカ ル な ドイ ツ 風 の 建物 
で す 。 そ し て 自国 で 建設 し た 初 の 郵政 ビル 山東 郵 務 
管理 局 ( 山 示 郎 竹 管 理 局 : 経 一 路 91 号 ) は 、 北面 全 
体 の 赤い 壁 が フラ ンス 古典 主義 の 5 段 式 を 採用 し 、 
端正 な シン メト リー と な っ て いま す 。 この ほか 、 張 探 
其 旧 居 ( 尼 来 欧 故 居 : 明 湖北 路 1 号 ) が 融 隆 済 南 老 
商 井 街 区 の 東側 に あり ます 。 英 米 タバ コ 会 証 旧跡 
( 英美 畑 草 公司 旧 直 : 経 四 路 285 号 ) は 、 イ タリ ア 
の ルネ サン スス タイ ル を メイ ン と し た 数 少な い 建 築 
物 で す 。 

この すべ て を も た らし た 騰 済 鉄道 済 南 駅 は 、 現 
在 脱 済 鉄道 博物 館 ( 股 流 鉄 路 博 物 芽 : | グ 0531 8242 
9165, 経 一 路 30-1 号 無料 : ② 水 - 日 9:00 -16:30 ) 
に 次 を 変え て いて 、 鉄道 関 連 の 古い グッ ズ が 数 多く 
あり ます 。 鉄道 ファ ン は お 見 逃し な く ! ⑯ 


理 が 楽し め ま す 。 地元 の 人 が 客人 に ご ち そ うす る 際 も こ 
の 店 が よく 半 ば れ ま す 。 


富山 日 本 料理 ( 世 茂 店 ) 日 本 料理 \\ 

( 以 0531 8315 6616: 歴 山頂 街 4 号 , 解放 閣 大 
楼 裏 の 路地 に あり ます : 1 人 平均 \220: ② 月 - 金 
16:30-23:00、 土 ~ 日 11:00-15:00、17:30 -21:00 ) お な 
じみ の 日 本 語 の 音楽 と メニ ュー で リラ ックス で きま す 。 牛 
タン の 味 増 意 込み は 新鮮 で 柔らか く ジ ュー シー 、 す き や き 
は 本 場 の 味付け 、 ふ る さと の 味 が 恋し い 人 に ぴっ た り 
で す 。 


⑥⑩ カフ ェ と ナイ トラ イフ 


琉 垢 珈 理 コー ヒー 
(156 8848 5390, 黒 虎 泉 西 路 , 老 済 南 焼肉 の 隣 : 
1 人 平均 \50: @13:00-22:00、 木 曜 定休 ) 寛 厚 里 
商業 区 内 に あり ます 。 店 主 は 、 日 本 の バリ スタ に 学び 、 
コー ヒー 豆 を 自家 培 前 する と と も に 、 定 期 に リニュ ー ア ル し て い 


済 南 、 旧 済 南 文化 テー マ 郵 便 局 


ます 。 ハン ドド リッ プ の ゲイ シャ コー ヒー は 、 フ ルー ティ な 
香り が 濃厚 で す 。 


班 卓 音 楽 バー バー 

( 班 卓 音 示 酒 叩 , 輝 0531 8599 9959, 経 四 路 333 号 
隆 老 商 埋 11 号 棟 , 1 人 平均 \110 ⑦18:00 ~ 翌 日 2:00) 
老舗 の 音楽 バー 、 ド リン ク の 質 が 安定 し て いま す 。 夜 9 時 
以降 は 、30 分 に な る と 店 の ステ ー ジ が 始ま り ま す 。 音楽 に 
こだわ り が ある な ら 、 千 仏山 東側 の 本 店 (0531 6882 
2999, 環 山 路 69 号 , 18:00 ~ 翌 日 2:00 ) が 不定 期 で 地 
元 や 他 省 の バン ド を 招き 、 ス テー ジ を 行っ て いま す 。 
ウィ ー チ ャ ッ ト の 公式 アカ ウン ト | 班 卓 音 楽 酒 叩 で 予告 
され ます 。 


《⑳ お 役立ち 情報 

済 南 の 観光 スポ ッ ト 付 近 で は 、 済 南町 区 FM の 二 容 元 
コー ド が 印刷 され た 看板 を よく 見 か け ま す 。 携帯 電話 の 
アプ リ で スキ ャ ン す れ ば 、 観 光 ス ポッ ト の 案内 を 無料 で 
聞く こと が で きま す 。 

ウィ ー チ ャ ッ ト に は 、 地 元 の 飲食 や 娯楽 に 関す る 公 
式 ア カウ ント が た くさ ん あり ます が 、 中 で も 「 流 南 市 文 
化 和 旅 湾 局 ] は 、 地 元 の 最新 観光 情報 を 把握 する た め 
の 窓口 と な っ て いま す 。 


如 加 


済 南 、 班 卓 音 楽 バー 


⑳ 到着 と 出発 
飛行 機 

済 南 遥 増 国際 空港 ( 深 0531 96888: www.jnair 
port.com ) は 済 南 市 の 東 比 35 キ ロ の と ころ に あり ます 。 
北京 、 成 都 、 広 州 、 上 海 な ど へ の 便 が 毎日 運航 し て いま 
す 。 国際 線 は 、 香 港 、 マ カオ 、 台 湾 、 日 本 、 韓国 な ど へ の 
真行 便 が 就航 し て いま す 。 


o 


列車 

山東 省 の 省 都 と し て 、 済 南 は 省 内 外 の 各 大 都市 へ と 
向かう 上 で の 重要 な 中 継 タ ー ミ ナル と な っ て いま す 。 済 
責 駅 ( 済 南 火 年 敵 : 車 敵 街 19 号 ) は 市 の 中 心 部 に あり 、 
特急 列車 や 高 召 鉄道 の 煙 行 回 数 は 多く あり ませ ん 。 市 
街 地 か ら 16 キ ロ 離 れ た 清 南 西 駅 ( 済 南西 敵 : 斉 連 大道 6 
号 ) は 、 北京 (1.5 時 間 ) 、 上 海 (4 時 間 ) か ら 済 南 に 向 か 
う 高 鉄 道 や 特急 列車 が この 駅 を 経由 し ます 。 泰安 (17 
分 ) や 曲阜 (35 分 ) に 向かう 高 球 鉄道 も あり ます 。 市 街 
地 の 東 側 17 キ ロ の 済 南 東駅 ( 流 南 赤 問 : 歴 城 区 王 舎人 
街 首 義家 営 村 北 側 ) か ら は 山東 省 の 東側 の 主要 都市 、 
た と えば 青島 (1 時 間 45 分 ) 、 洪 坊 (50 分 ) や 煙台 (2.5 時 
間 ) に 向かう こと が で きま す 。 


長 距離 バス 
済 南 駅 の 北側 1.6 キ ロ の 北園 高架 下 に 位置 する 長 距 離 
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バス ター ミナ ル ( 世 塗 汽 年 忌 敵 : | 光 0531 96369:, 済 深 
路 131 号 ) は 、 多く の 旅行 者 に 半 ば れ て いま す 。 泰安 行 
き の バ ス が あり ( \29: 1.5 時 間 、 全 行程 高 球 ) 、 タ ー ミ ナル 
内 に は 章 丘 行き ( \12: 2 時 間 ) と 泰山 ( \19: 2.5 時 間 ) 
の 都市 間 バ ス も あり ます 。 刈 行 は 常に 調整 され て い 
ます の で 、 具体 的 な 時 間 や 価格 は ウィ ー チ ャ ッ ト の 公 
式 ア カウ ント [ 済 南 長 距離 バス ター ミナ ル 」 が 参考 に な 
り ま す 。 


地方 交通 
空港 の 離発着 

済 南 空港 に は エア ポー トリ ムジ ン の 路線 が 5 つ あ り 、 
この うち 1 号線 ( \20: 1 時 間 ) は 、 泉城 広 場 付近 の 玉 
泉 森 信 大 酒店 の 入口 か ら 乗車 し ます 。 2 号線 (\20: 1 
時 間 ) は 済 南 駅 と 長 距離 バス ター ミナ ル に 停留 所 が 設 
けら れ て いま す 。 市 街 地 か ら タ クシ ー に 乗る と 、 料 金 
は 約 \140、 配 車 ア プリ を 使う 方 が 経済 的 で す 。 また 、 
済 南 空港 長 距離 バス ター ミナ ル ( 流 南 机 協 胡 疹 客 法 
引 , ウ 0531 8208 6558 ) で は 泰山 、 港 坊 、 漁 博 、 東 営 
な ど を 往復 する 便 が 守 行 し て いま す 。 


路線 バス 

済 南 の 大 部 分 の 路線 は 乗車 券 が 無人 販売 で す の で 、 
旅行 者 は 小銭 を 用 意 す る か 、 電 子 交通 カー ド を 使う 必要 
が あり ます 。 13 の BRT (バス 高 球 輸 送 ) 路 線 が 済 南 の 市 街 
地 、 章 丘 、 葉 茜 な どの エリ ア を カバ ー し て いま す 。 BRT971 
( \8: 2 時 間 ) は 章 丘 バ スタ ー ミ ナル 行き で す 。 


地下 鉄 

泉 の 街 と 呼ば れる 済 南 の 特殊 な 地下 泉 脈 の た め 、 地 
下 鉄 の 建設 は 容易 で は あり ませ ん で し た 。 現在 計 3 路線 
が 運航 し て いま す が 、 旅 行者 に と っ て 最も 実用 的 な 路線 
は 2 号線 で し ょ う 。 

大 明 湖 、 済 南 長 距離 バス ター ミナ ル な ど に アク セス 
可能 で す 。 


堀 の 尋 覧 船 

済 南 の 堀 は 泉 の 水 が 集まっ た も の で 、 黒 虎 泉 か ら 
大 明 湖 、 突 泉 を 経て 青 竜 橋 に 至り ます 。 坦 頭 は 計 10 
か 所 、 全 長 は 6.9 キ ロ で す 。 伝統 的 な デザ イン の 鑑 覧 
船 に 乗り (0531 8609 2869: \10 よ り 、 最高 \100: 
ぐ 9:00-18:00 ) 、 順番 に 訪れ る こと が で きま す 。 


シェ アサ イク ル 

市 内 の あちこち で オレ ンジ 色 、 青 色 、 青 緑色 の シェ ア 
サイ クル を 目 に する こと が で きま す 。 対応 する アプ リ を 
ダウ ン ロ ー ド すれ ば 、 す ぐに 使用 で きま す 。 


タク シー 
緑色 の タク シー は 初乗り \9/3 キ ロ 、 青 色 は 初乗り 
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\12/3 キ ロ と な っ て お り 、 そ の 後 は いずれ も \1.5/ キ ロ 
で す 。 配車 アプ リ も 広く 使わ れ て いま す 。 


泰安 


泰安 は 泰山 に ちな ん で 名 付け られ た も の で 、 「 国 家 が 
安泰 で 人 々 の 暮らし ゃ 平穏 で ある | こと を 意味 し て いま 
す 。 泰 の 始皇帝 の 前 に 、 古 代 の 帝王 72 人 が この 地 を 中 心 
と し て 封 禅 の 儀式 を 行っ た と され て いま す 。 泰山 の 地位 
が 高く な る に つれ 、 泰 安 の 城跡 も 何 度 か 移転 し 、 宋 代 に 
泰山 の ふも と に 移り まし た 。 今 で は 大 部 分 の 旅行 者 が こ 
の 小さ な 街 を 疾 り 過ぎ て 、 ま っ すぐ 泰山 に 向かっ て いま 
す 。 た だ 、 少 し 時 間 に 余裕 お が あれ ば 、 市 街 地 の 倍 診 や 路 
地理 の 軽食 は 六 れ る 価値 が 十分 に あり ます 。 


観光 スポ ッ ト 

供 遍 寺院 
( 舎 店 : 泰山 区 東 岳 大 街 、 馬 天 街 口 : www.dai 

miao.cn: チケ ッ ト \20, ⑧3 月 1 日 -4 月 30 日 、 9 月 1 日 - 


10 月 31 日 7:50 -17:30、5 月 1 日 -8 月 30 日 7:50 -18:00、11 
月 1 日 - 翌 年 2 月 28 日 7:50 -17:00, 3]3 ) 舎 菩 に は 、 北 京 
の 故宮 太 和 殿 に 比 講 する クラ ス の 皇族 の 蔽 宇 が あり 、 巨 
大 な 石碑 に は 歴代 皇帝 が 寺院 を 拡張 し た 歴史 が 記録 さ 
れ て いま す 。 現在 は 、 古 い 寺 院 の 建物 が そびえ 立ち 、 古 
木 が 生い茂っ て いま す 。 

古代 の 帝王 の コー ス に 洛 っ て 、 ま ず は 遥 参 亭 で | 薄 く 


か ら 参 寿 」] を 行い 、 変 化 と 優美 を 兼ね 備え た 貸 遍 坊 を 皿 
り 、 正 陽 門 か ら 正式 に 境内 に 足 を 踏み 人 れ ま す 。 漢 柏 院 
内 に は 漢 の 武 間 が 植え た と され る 側 柏 (コノ ク テ ガ シワ ) 
が あり 、 浪 革 が 書い た | 第 一 山 ] の 石碑 が あり ます 。 寺院 
の 中 心 に ある 精 級 な 彫刻 が 施さ れ た 漢 白玉 の 高台 の 上 
が 天 過 殿 で 、 同 殿 の 前 の 吉祥 人 針 は 、 目 を 引く も の で は あ 
り ま せん が 宋代 の オリ ジ ナ ル で す 。 殿 内 の 壁面 の 巨大 な 
「 泰 山神 啓史 回 鐘 図 』 に は 、 泰 山の神 が 狼 幸 する 壮大 な 
シー ン が 描か れ て いま す 。 書 省 に 興味 の ある 方 は 、 東 側 
の 碑 廊 内 に ある 張 政 碑 、 衡 方 碑 と 孫 夫人 碑 を お 見 丈 し な 
く 。 貴 重 な 秦 二 世 泰山 刻 石 や 乾隆 帝 が 下賜 し た 玉 圭 、 沈 香 
獅子 、 地 芦 瓶 は いずれ も 東御 座 院 内 に 保存 され て いま す 。 
泰安 市 博物 館 は 、 倍 誠 と 西側 に いく つか の 展示 場 を 
設け て いま す 。 寺院 と 博物 館 の ガイ ド デ ス ク は 、 改 札 
で ある 正 陽 門 の 北 に あり 、 自 分 で 操作 する オー ディ オ 
ガイ ド (\20) か 、 解 説 員 (\100) か を 涯 ぶ こ と が で きま す 。 
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泰山 世界 遺産 
(0538 9600 8888, www.mounttai.com.cn: チケット 
115\、 午 遍 込 み 、3 日 間 有 効 : ② 紅 門 と 天外 村 終日 、 
桃花 内 7700-17:00 [513、68、 獲 3) 泰 の 始皇帝 が 紀元 
前 221 年 に 六 国 を 統一 し 、 古 代 の 帝王 に な ら っ て 封 禅 の 
の 

の 


儀式 を 行い まし た 。 それ 以降 、 泰 山 は 中 国 の 皇帝 が 
神 を 礼 り 、 神 の 天命 に 感謝 する 場所 と な り ま し た 。 世 


中 が 平和 で 繁栄 し て いな けれ ば | 天 に 功 債 を 報告 ] で 
き な い た め 、 登 頂 し て 封 祥 を 行い 、 そ れ を 認め られ た 皇 
帝 は わずか 6 人 し か 存在 せ ず 、 自 然 、 
する 石碑 を 残す よう に な り ま し た 。 歴代 皇帝 の 崇敬 の 念 
を 抱き 、 文 人 墨 客 が 次 々 に 足 を 泊 び 、 摩 崖 石 刻 や 後世 に 
伝わる 詩句 を 残す な ど 、 泰 山神 ( 東 岳 大 帝 、 碧 起 元 君 な 
ど ) は 広く 民間 の 信仰 を 集め まし た 。 主 に 花 賠 娠 で で き 
た この 山 で 2000 年 以上 に わた っ て 備 教 、 仏 教 、 道教 が 綾 
を な し て お り 、 「 泰山 に 登る ] こと は 名 実 と も に 聖地 狼 礼 
の 旅 と な っ て いま す 。 
泰山 に は 紅 門 (中 路 ) 、 天 糧 峰 (後山 ) 、 天 外 村 ( 
路 ) と 桃 窟 肉 と いう 計 4 つ の 入口 が あり ます 。 中 路 は 古代 
の 帝王 が 泰山 に 登る た め の 専 用 道 で あり 、 沿 首 に は 文化 
的 旧跡 が 数 多く 存在 し ます 。 最も 定番 の 登山 ルー ト で 、 
全長 は 9.5 キ ロ で す 。 四柱 三門 式 の アー チ が 設け られ た 
孔子 の 登 臨 処 か ら ス ター ト す る と 、 往 復 ?2 キ ロ を 余分 に 歩 
いて も 見 る 価値 が ある 経 石 略 の 岩 床 に 刻ま れ た 1400 年 
あま り 前 の 「 金 剛 般 若 波 蜜 経 」 が あり ます が 、 そ れ を 
除け ば 洗 中 の 見 所 は さほど あり ませ ん 。 中 天門 は 山 の 中 
腹 に あり 、 ケ ー ブ ル カー ( \100/ 往 復 : 4 月 1 日 -10 月 31 日 
月 - 金 6:30 -17:30 土 、 日 6:00 -17:30、 11 月 1 日 ~ 翌年 3 月 
31 日 8:00 ~-17:00: 15 分 ) に 乗り 換え る と 南天 門 に 二 行 
で きま す 。 た だ 、 こ れ で は 歴代 の すばらし い 摩 崖 石 刻 や 
陸 に し た だ け で 思わ ず 顔 が 引き つる 十 八 盤 を 見 丈 す こと 


に 
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泰山 、 十 八 盤 


に な り ま す 。 1600 段 の 切な 石段 は 、1 ユ キロ 足ら ず の 距離 で 
400 メ ー ト ル も の 高 さ を 登り ます 。 両側 の 削ら れ た よう な 
崖 が 最後 の 南天 門 の 険 唆 さ を 際 立た な せ て いま す 。 そ の 
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泰山 、 北 天門 の 紅葉 の 眺め 


泰山 、 天 街 


ント ラス ト を 描き 、 人 出 も 最も 多く な り ま す 。 ここ で 観光 
バス ( \30: 7:00-17:00 ) に 乗っ て 桃花 源 まで 行き 、 ケ ー ブ 
ルカ ー ( \100/ 往 復 4 月 1 日 -10 月 31 日 月 - 金 7.00-17:30 


後 、 雲 の 上 の 寺院 群 に 入り ます 。 北宋 時 代 に 建立 され た 


6:00-17:30、11 月 1 日 - 翌 年 3 月 31 日 8:00-17:00) 


碧 霞 誤 は 、 道 教 の 女神 で ある 碧 霞 元 君 の 寺院 で す 。 山頂 
に 向かっ て 10 分 ほど 歩き 、 ラ ンド マー ク の 五岳 独 租 石碑 
を 角 ぎ る と 、 泰 山 の 主峰 で ある 玉 皇 頂 に 到着 し ます 。 山 
頂 の 玉 皇 前 の 「 極 頂 石 」 (1545 メ ー ト ル ) が 泰山 の 最高 
点 と な り ま す 。 その 北西 側 に は 「 古 登 封 台 」 の 石碑 が あり 
ます 。 これ が 歴代 帝王 が 泰山 に 登っ た 際 、 祭 増 を 設け て 
天 を 祭っ た と ころ と な り ま す 。 

文 作 的 な 気配 が 濃厚 な 中 路 に 比べ る と 、 天 燃 峰 は 


HH 


に 乗り 換え て 南天 門 に 胡 行 する こと が で きま す 。 


東 岳 遍 会 祝 [ 

毎年 旧暦 月 28 日 に は 、 倍 褒 で 伝統 的 な 縁日 が 開催 さ 
れ ま す 。 元々 は 東 岳 大 帝 の 誕生 日 を 祝っ た も の で す 。 現 
に ょ 、4 月 か ら 5 月 に か け て 地元 の 休暇 期間 と 組み 合わ 
せ 、 祭 礼 参拝 、 封 禅 の 儀式 の パフ ォ ー マ ンス 、 武 術 の 


然 環 境 が 優勢 で す 。 断崖 と 巨 壁 の 峡谷 の 間 を 歩く と 、 古 
い 松の木 が 陰 を 作り 、 巨 石 が 洛 首 に 並び 、 四 季 の 景色 の 
変 任 に 感嘆 の 声 が 上 が り ま す 。 全長 は 5.4 キ ロ で す が 、 
首 が 険しい た め 、 登 頂 に は 少な く と も 3<4 時 間 か か り ま 
す 。 狼 中 、 後 石 培 ( 後 十 五 と 音 を か け て いま す ) を 肖 ぎ る 

、 こ こ か ら 山 頂 ま で 15 里 ある こと を 示し て いま す ( 実 際 
に は 3 キロ も な く 、 わ ず か 1.5 キ ロ ) 。 ケー ブル カー ( \20/ 
往復 , 4 月 1 日 -10 月 31 日 8:.00 -17:00 ) で 北 天門 に 行く こ 

と も で きま す 。 

天外 村 は 、 観 光 バ ス ( \30, 24 時 間 、30 分 / 往 復 , 30 
分 ) に 乗っ て 中 天門 へ 行く 専用 の 入口 と な り ま す 。 毎 年 、 
清明 節 の ころ に な る と 、 桃 花崎 は 桃色 の 花 と 緑 の 水 が コ 


デモ ンス トレ ーション 、 軽 食 の 提供 な ど を 行う 和 祭事 と 


な っ て いま す 。 関 建 情 報 は 、 事 前 に 泰山 の 公式 サイ ト で 

確認 で きま す 。 

封 禅 の 儀式 (オー マン ス 
天 粒 峰 の 入口 の 脇 が 封 禅 の 儀式 ( 封 禅 大 典 ) の 


パフ ォ ー マ ンス が 行わ れる 場所 で す 。 毎 年 3<1 月 の 夜 、 泰 
山 を バッ クス クリ ー ン と し て 、100 名 に 上 る パフ ォ ー マ ー 
が 封 禅 に まつ わる 帝王 の 物語 を 演じ ます 。 チ ケッ ト 購 入 
の 情報 や 公演 内 容 、 時 間 に つ いて は 、 公 式 サ イト (www. 
taishanfs.com/index.asp ) また は 同名 の ウィ ー チ ャ ッ ト 公 
式 ア カウ ント を ご 参照 くだ さい 。 
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> 守 泰山 の 日 の 出 
= を 見 る 


泰山 の 日 の 出 を 見 る 最良 の 時 期 と し て は 、 元 の 時 
代 に 「 三 旭 ] が まとめ られ て いま す 。 「 正 月 に 雨 が 
な く 、 海 呈 が 立ち 上 っ て いな い 時 を 一 胃 と する 。 晩 
秋 、 空気 が 澄み 、 雨 上 が り で 塵 が な い 時 を 二 利 と 
する 。 真冬 の 雪 の 後 、 明 け 方 に 雲 や 邑 が な い 時 を 
三 胃 と する | 。 つ まり 、 晴 れ て 爽やか な 秋 や 雲 の 少 
な い 上 厳 分 は 、 上 り ゆ く 太 陽 が 唆 険 な 泰山 を より は っ きり 
と 照ら し 出し ます 。 夏 の 晴天 時 、 山 頂 の 邑 が 濃く 、 
陽光 が も や に 嬢 られ て 和らぐ さま も また 別 の 趣 
が あり ます 。 泰 山 の 現地 旅行 部 門 の 統計 に よる と 、 
毎年 日 の 出 が 最も 早い 6 月 で 早朝 4:45 ご ろ 、 最 も 遅 
い 12 月 で 6:.59 ご ろ と な っ て いま す 。 

泰山 の 日 の 出 を 見 る 場合 、 山頂 に 宿泊 する こと 
も で きま す が 、 環 境 と コス ト パ フ ォ ー マ ンス は 市 中 
心 部 より 劣り ます 。 泰山 仙 居 ホテ ル (泰山 仙 居 宮 
念 , 必 0538 652 2888: 南天 門 定 館 を 右 に 曲がっ て 
100 メ ー ト ル 上 り ま す 。 スタ ンダ ー ド シン グル \600、 
スタ ンダ ー ド ツイ ン \300 ) 空調 と 24 時 間 給 湯 あ 
り 。 山頂 で キャ ンプ は で き な い た め 、 よ り 和 経済 的 に 
日 の 出 を 見 る な ら 夜 中 の 登山 で す 。 未明 に 天外 村 
の 観光 バス に 乗っ て 中 天門 に 直行 し 、 中 天門 か ら 
の 登山 は 約 3 時 間 か か り ま す 。 バス ター ミナ ル 付 近 
で は トレ ッ キ ング ポー ル や 懐 中 電灯 ( \5) が 売ら れ 
て いま す 。 冬季 、 天 外 村 付 氏 の ホテ ル 、 バ ス 乗 り 場 
の 道 の 脇 、 山 頂 に は ミリ タリ ー コ ー ト の レン タル が 
あり 、 価 格 は \10-40 と な っ て いま す 。 ⑯ 


泰山 国際 登山 祭 登山 祭 

9 月 初旬 に 行わ れる 泰山 登 項 レー ス は 、1987 年 に 始ま 
っ た も の で 、 毎 年 1 万 人 ほど が 参加 し ます 。 エン トリ ー や 
さら な る 情報 に つい て は 泰安 市 体育 局 (www.tyj.taian. 
gov.cn ) また は ウィ ー チ ャ ッ ト ア カウ ント 「 泰 安 本 地 宝 ] に 
アク セス し て くだ さい 。 


人 宿泊 

泰山 の 日 の 出 を 見 る の で な けれ ば 、 わ ざわ ざ 山 頂 に 和 宿 
泊 す る 必要 は あり ませ ん 。 泰山 の 紅 門 や 市 中 心 部 の 倍 遍 
付 折 に は 、 コ スト パフ ォ ー マ ンス に 優れ た 宿泊 施設 が た く 
さん あり 、 食 事 に も 便利 で す 。 


泰山 国際 ユー ス ホ ス テル コー ホス テル \ 

(泰山 国 陸 青年 旅 舎 , 0538 628 5196: 通 天 街 65 
号 : ベッ ド \45、 ス タン ダー ド シ ン グル / ツ イン \118 ) 
旧 役 場 の 古い 町 並み を 再現 し た エリ ア に あり 、 周 辺 に は 
軽食 の 屋台 が 数 多く あり ます 。 部 屋 と 浴室 は 古び て いま 
す が 、 広 く て 清潔 で す 。 ホー ル の 黒板 に は 旅行 情報 が 満 


泰山 、 東 岳 の 太極 台 


載 で 、 フ レン ドリ ー な スタ ッ フ も 気さく に 質問 に 答え て くれ 
ます 。 


ー 枝 蓮 ・ 泰 山 客 欄 旅館 \\ 

( 0538 822 3300 奈 河西 路 109 号 , スタ ンダ ー ド 
シン グル \200、 ス タン ダー ド ツ イン \178) 歩い て 5 分 で 
天外 村 に 着く た め 、 夜 に 泰山 に 登 ろ うと 考え て いる 和 勇者 
向き で す 。 部 屋 は こざ っ ぱり と し て いて 、 フ レン ドリ ー な オ 
ー ナ ー が 泰山 の コー ス の 段取り か ら 歴 史 的 な 故事 まで あ 
ら ゆ る お 役立ち 情報 を 提供 し て くれ ます 。 


《? 食事 


泰安 大 街 に は 瑞 幸 珈琲 、 マ ク ド ナ ルド と いっ た チェ ー ン 
の 飲食 店 が あり ます 。 旧 役 場 の 古い 町 並み を 再現 し た 
エリ ア 周 辺 に も 弟 (挽き 割り 引 ) 、 巻 餅 ( 具 を 巻い た 餅 
(ビン ) ) と いっ た 地元 の 伝統 的 な 軽食 を 販売 する 店 舗 
が あり ます 。 「 泰安 三 美 ] と 称 さ れる 泰山 の 泉 の 水 で 調 
理 し た 白菜 豆腐 は 、 大 部 分 の レス トラ ン で は メニ ュー に 
載っ て いな いも の の 、 ど の 店 で も 作っ て くれ ます 。 


国 華 符 館 軽食 \ 
( 国 年 徐 婚 |130 1178 8758, 全 福 街 1.3 号 , 1 人 平均 
13\: 〇 6:30-15:00) 路 地 裏 に ある 老舗 。 ま ず 敵 を 持っ て 
か ら 座 る 場所 を 探す よう に 、 店 員 が 親切 に 案内 し て くれ 


泰安 、 地 元 の 餃子 


泰安 、 三 白湯 


ます 。「 徐 ] は 鶏肉 、 牛 肉 を 煮込ん だ 端 で 、 さ ら に 卵 を 和信 
れ 、 さ ま ざ ま な 主食 ( 油 条 (揚げ パン ) 、 炉 餅 ( ネ ギ の 
入っ た 餅 (ビン ) ) な ど 、 無 料 ) を ひたし て 食べ ます 。 冬 は 食べ 
終わ る と 全身 が ポカ ポカ し ます 。 


福 興 源 家 庭 料 理 山東 料理 \\ 

( 福 ※ 源 家常 菜 , 133 4527 6799, 国 華 館 の は す 
向かい : 1 人 平均 45\: 10:30 -21:00 ) 出さ れる 家庭 料 
理 は 地元 の 人 も 太鼓 記 を 押す お いし さ で す 。 料理 の 量 が 
多く 、 看 板 料 理 の 泰山 炒 鶏 (鶏肉 の 炒め 物 ) は 一 羽 ま 
る まる の ボリ ュー ム で す 。 水 餃子 は 薄く 、 し っ か り し た 皮 に き 
め 細 か な 具 が 詰まっ て いま す 。 


《⑳ お 役立ち 情報 

泰山 の 中 天門 か ら 南 天門 へ の 路上 で は 、 平 ら な と こ 
ろ に 軽食 の 屋台 が 並び 、 麺 類 や 水 を 販売 し て いま す 。 泰 
山 山頂 の 天 街 や 玉 皇 頂 付 所 で は 、 多 く の レ スト ラン や 軽 
食 の 屋 全 で モバ イル バッ テリ ー の レン タル サー ビス を 提 
供し て いま す 。 天 煽 峰 の 路上 に は 基本 的 に 屋台 が な い 
た め 、 出 発 前 に 十分 な 携行 食 と 水 を 用 意 し て お いた 方 
が 良い で し ょ う 。 

「 泰 山 + 封 禅 の 儀式 」 は パス が お 得 で す 。 泰山 の 
チケ ッ ト セ ンタ ー、 各 大 手 旅行 会 社 、 ホ テル 、 場合 に 
よっ て は タク シー の 運転 手 か ら も 購入 で きま す 。 
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(@ 地元 の 人 に 煎餅 の 
食べ 方 を 学ぶ 

煎餅 (ジェ ン ビ ン ) を 食べ る に は 、 まず 「 巻 く 」 こ 
と を マス ター し な けれ ば な り ま せん 。 煎餅 を 開き 、 
具 を 入れ 、 筒 状 に 巻き ます 。 具 材 の 合わ せ 方 も 考え 
どこ ろ で 、 ベ ー ス は 切っ た ネギ と トウ バン ジャ ン 、 
そこ に 卵 、 ザ ー サ イ 、 干 し エビ な ど が 豪華 な 脇役 と し 
て 加わ り ま す 。 ネギ ニン ニク 派 の も う 1 つ の 佳作 が 
焼い た 豆腐 に お ろ し ニン ニク を 加え た も の で す 。 さ 
ら に 揚げ た 小 魚 、 近年 流行 し て いる 串焼 き や 軒 揚 
げ が あり 、 口 に 入れ る と 肉 と 野菜 に 加え 、 揚 げ 物 / 
焼き 物 の 香り が 立ち 上 っ て きま す 。 

地元 の 年 配 の 方 々 は より シン プル な 組み 合わ せ 
で いた だ きま す 。 煎 餅 に ラー ド と 醤油 (醤油 と 
ラー ド を 混ぜ 、 煎 餅 を つけ て 食べ ます ) を 合わ せ た 
り 、 白 砂糖 を 合わ せ た り する の で す 。 昔 は 十分 な 
餃子 が な か っ た た め 、 煎餅 を 分 け て し の ぐし か な 
か っ た の で す が 、 そ こ か ら 水 餃子 を 煎餅 で 巻く よ 
うに な り ま し た 。 そ れ が 現在 まで 伝わっ て いて 、 煎 
餅 で 油 条 (揚げ パン ) を 巻く よう な 主食 十 主 食 の 
スタ イル は 、 今 で も そこ ここ で 目 に する こと が で き 
ます 。 ⑯ 


@》 到着 と 出発 
列車 

泰安 に は 2 つの 駅 が あり ます が 、 名 前 が 似 て いて 混同 
し が ち で す 。 泰安 駅 ( 泰安 敵 : 桃花 源 路 ) は 特急 列車 の 
駅 で 、 泰 山 か ら 13 キ ロ の と ころ に あり 、 曲 阜 (20 分 ) 、 
北京 (2 時 間 ) 、 上海 (4 時 間 ) に 行く こと が で きま す 。 泰 
山 駅 (泰山 中 : 龍 路 南 段 ) は 、 泰 安 市 の 中 心 部 に 位置 
し 、 普 縛 列車 だ けが 停車 し ます 。 


長 距離 バス 

地元 の 人 か ら 旧 ター ミナ ル と 呼ば れる 泰安 バス 
ター ミナ ル (泰安 汽 年 皿 敵 , 必 0538 218 8777(24 時 間 ) 、 
wwWw.taqczz.com: 衣 路 125 号 ) は 泰山 駅 の 南東 に あ 
り ま す 。 ここ か ら 乗 車 す る と 済 南 (\29: 2 時 間 ) 、 曲 
阜 ( \23: 2 時 間 ) と いっ た 省 内 の 都市 に 向かう こと が 
で きま す 。 公式 サイ ト や ウィ ー チ ャ ッ ト の 公式 アカ ウ 
ント 「 泰 安 交 笑 伴 作 行 ] で は 時 刻 表 や 料金 を 確認 で 
きま す 。 付近 に は 泰安 バス ステ ーション (泰安 汽 年 
中 : 0538 218 8777, 泰山 大 街 60 号 ) が あり 、 旭 航 便 
は バス ター ミナ ル と 似 て いま す 。 


地方 交通 
空港 の 離発着 
泰安 に 空港 は あり ませ ん が 、 済 南 遥 培 国 際 空 港 行き 


の エア ポー トリ ムジ ン ( \70: 2 時 間 ) が あり 、 東 都 ホ テル 
( 都 実 坊 舎 宗 大 街 279 号 ) に 停留 所 が あり ます 。 


路線 バス 
バス の 料金 は 一 律 \2 で す 。 19 路 の バス は 紅 門 か ら 天 
畑 峰 行き で す (6:15-19:00、 戻り 最終 19:00 ) 。 


タク シー 
タク シー は 初乗り \6/3 キ ロ 、 市 街 地 か ら 泰 山 駅 へ は 
約 \13、 泰 安 駅 へ は 約 \35 で す 。 


曲阜 


牌 の 旧 市 街 に 足 を 踏み 人 れる と 、 ま る で 別世界 に 来 
た か の よう な 感覚 に と ら わ れ ま す 。 獲 り や 路地 の あちこち 
で 馬車 や 三輪 車 が 目 に 付き 、 南 門 の | 万 例 宮 増 」 で は 開 
城 の 儀式 が 毎朝 行わ れ て いま す 。 城壁 の 南西 に ある 孔 
府 や 孔 応 は いつ も 観光 客 で 賑わっ て いま す が 、 市 外 の 孔 
林 に は 静か な 時 間 が 流れ て いま す 。 夜 の 帳 が 下り た ら 、 
明代 の 古い 城壁 の 下 を 敵 歩 し 、 堀 の 静けさ を 楽し ん で は 
いか が で し ょ う 。 また 早朝 、 観 光 客 が 起き て くる 前 に 羊肉 
泡 弟 (羊肉 入り の か ゆめ ) を 食べ る の が 、 曲 阜 の 本 来 の 
リズ ム で す 。 


曲阜 、 孔 府内 の 石碑 


ぐ 観光 スポ ッ ト 


孔 遍 世界 遺産 
( 孔 店 : 浸 0537 471 2269, ウィ ー チ ャ ッ ト 公 式 
アカ ウン ト 曲阜 三 孔 景 区 : 明代 古城 の 南西 角 : 孔 遍 
\80、 孔 交 、 孔 府 、 孔 林 ( 三 孔 ) セッ トチ ケッ ト \140: 
②8:30-17:00, [SIK1.3.5 ) 孔子 が 亡くな っ た 際 、 孔 誠 に 
は 記念 の 納 朴 所 が 1 つ だ け あ り ま し た 。 漢 の 武 間 に よっ て 
偽 教 が 官学 と され る と 、 歴 代 皇帝 と 官僚 が 増築 を 続け 、 
明代 、 清 代 に な る と 現在 目 に こす る こと が で きる 長い 猛 路 
と 数 々 の 門 楼 を 備え た 「 九 准 七 院 ] と いう 帝王 クラ ス の 
規模 に まで 整備 され まし た 。 雇 内 に は 古木 が そびえ 、 石 
碑 が 建ち 並び 、 礼 法 を 厳格 に 守っ た 設計 に より 、 備 家 思 
想 を 学び 長 す 上 で 最良 の 場所 と な っ て いま す 。 
注意 深い 人 な ら 伝 統 的 な 古城 の 東西 南北 の * つ の 門 
の ほか 、 城 壁 の 南 門 の 西側 に も 孔 詳 の た め に 設け られ た 
「 第 5 の 門 ] 、 す な わ ち [万 飲 宮 増 」 が ある こと に 気付 く で 
し ょ う 。 旧 時 、 一 般 市 民 は 自由 に 出入 りす る こと が で きま 
せん で し た 。 今 日 で は 、 こ こ が 孔 誠 へ の 唯一 の 入口 と な っ て 
いま す 。 清朝 の 乾隆 年 間 に 建て られ た 四柱 石 坊 格 星 門 
は 、 皇 帝 が 孔 期 を 六 れ た 際 、 最 初 に 立ち 寄る 場所 と な 
り ま す 。 それ ぞ れ 異な る 意味 合い を 持つ 門 楼 は 、 中 心 に 
近づく ほど 、 建 竹 さ れ た 年 代 が 古く な り ま す が 、 残 念 な が 
ら 現 在 の 門 楼 は いずれ も 再建 され た も の で す 。 た だ 、 皇 
帝 が どの よう に 奥義 を 隙 し て いた か は 今 で も 見 て 取る こ 


ee 
曲阜 、 孔 誠 の 祭 宙 の パフ ォ ー マ ンス 
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曲 提 、 孔 林内 の 通路 


と が で きま す 。 同文 門 と 杏 壇 を 庭 の 中 央 に 建 閣 し 、「 
関 」 の 役割 を 果たさ せ 、「 九 准 ] は 「 九 院 ] で は な く 、 あ く 
まで | 七 院 ] と し て いま す 。 黄 宇 の 中 心 に は 、 孔 子 を 祭っ た 
壮 雇 な 大 成 典 が あり ます 。 大 殿 の 欄干 に は 美しく 彫刻 
が 施さ れ 、 瑠 璃 瓦 の 裳 階 ヒ レリーフ の ある 28 本 の 龍 柱 
に よっ て 堂々 た る 次 を 示し て いま す 。 殿中 に は 孔子 の 絹 像 
が あり 、72 人 の 弟子 が その 周り に 立っ て いま す 。 大 成 殿 の 
前 に は 二 層 の 飛 枚 を 持つ 方 形 の 東屋 査 壇 が あり ます 。 孔 
子 が 教え を 説い た と 伝え られ る 場所 に 建て られ て お り 、 
毎年 早春 に は 査 の 花 が 美しく 咲き 誇り ます 。 

セッ トチ ケッ ト の 有効 期間 は 7 日 間 で す 。 毎年 9 月 28 
は 、 孔 子 を 祭る 儀式 の た め 、 孔 期 は 開放 され ませ ん 。 


孔 府 世界 遺産 
( 孔 診 の 北東 角 , チケ ッ ト \60: @8:30-17:00) 孔 
記 は 聖人 を 祭る 厳 鹿 な 雰囲気 に 支配 され て いま す が 、 


壁 一 枚 を 隔て た 防府 に は 活気 が 満ち て いま す 。 実際 、 
孔 詳 の 周辺 は 孔子 の 子孫 が 代々 住ん で きた 場所 で す 。 
し か し 、 宋 の 時 代 に な っ て 、 孔 子 の 衣 系 の 子孫 (すなわち 
術 聖 公 ) の た め に 誠 を 建て る と いう 特別 な 勅 念 が 出さ れ 、 
後に 術 聖 公 府 と 呼ば れる よう に な り ま し た 。 千 年 以上 も の 
間 、 子 孫 が 孔子 貞 に 住ん を で きま し た が 、1937 年 に 最後 の 世 
代 の 術 里 公 が 曲阜 を 離れ まし た 。 
孔 府 の 門 を くぐる と 、 ぼ ぽつんと 重光 門 が あり ます 。 この 
門 は 孔 府 で の 大 規模 な 儀式 、 皇 帝 の 訪問 、 勅 書 の 読み 上 


げ 、 重 大 な 祭礼 が 行わ れる 時 だ け 開 か れ ま し た 。 孔 府 は 
東 、 西 、 中 の 三 路 に 分 け て レイ アウ ト さ れ て いて 、 東 路 は 
初 堂 (未開 放 ) 、 西 路 は 応接 室 と 術 聖 公 が 学習 する 場所 
と な っ て いま す 。 中 路 の メイ ン と な る 建物 は 前 方 の 役所 、 
後方 の 内 宅 に 分 か れ た 構 任 と な っ て いま す 。 役所 と 内 宅 
の 境界 部 分 に は 、「 戒 信 図 』 が 飾ら れ て いて 、 信 尊 の た め 
に 命 を 落と す 「3 食 」 (発音 は 「 食 ] に 同じ ) と いう 獣 が 
描か れ て いて 、 清 廉 潔白 で ある よう 孔 家の子 孫 を 戒め て 
いま す 。 最も 北側 は 孔 家 の 人 間 が くつ ろ い だ り 如 ん だ り し 
た 孔 府 花園 と な り ま す 。 
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孔 林 世界 遺産 
(城壁 比 門 か ら 比 に 1.5 キ ロ , チ ケット \10: 
ぐ ⑧8:30 -17:00 ) 死後 、 擬 子 は か つて の 骨 国 の 堀 一 一 泊 
水 河 の ほとり に 琴 ら れ 、 墓 地 は 「 墓 は 作っ た が 墳墓 は 設 
け な か っ た 」 と され て いま す 。 し か し 、 孔 子 の 地位 が 高 ま 
る に つれ 、 孔 林 の 規模 は 拡大 を 続け 、 現 在 の 2 平方 キロ 
メー トル 、10 万 基 以 上 の 墓 が ある 規模 と な り ま し た 。 
初め て 孔 林 に 入る と 、 古 木 が そびえ 、 緑 が 豊か な こと を 
まず 感じ る で し ょ う 。 これ は 、 孔 子 を 基 う 人 々 が 各地 か ら 
さま ざま な 木 の 種 を 持ち 寄っ て 槽 えた と いう 伝統 に よる 
も の で あり 、 孔 子 の 弟子 で ある 子 貢 自身 が 本 え た と され 
る 槽 樹 ( カ イノ キ ) の 幹 を 見 る こと も で きま す 。 深水 橋 の 
アー チ を 狗 ぎ 、 青 々 と し た 側 柏 ( コ ノ テ ガ シ ソ ワ ) の 古木 が 
立ち 並ぶ 神聖 な 道 に 入る と 、 い くら も 歩か な いう ち に 孔 


30 曲阜 


孔 垂 長 が 寄贈 し た 文化 財 も 含ま れ て いま す 。 
一 路 南 へ 、 展示 ホー ル は 新しく 、 広々 と し て いま す 。 春秋 時 代 の 
[P 春秋 か ら 近 代 ま で 銅器 や 明代 の 服飾 品 な どの 文化 財 に 模型 や イラ スト を 交 


0 え 、 孔子 の 生涯 や 備 教 の 思想 で ある 大 同 世 界 、 仁 、 礼 、 中 
山東 省 の 史跡 を も っ と ご 覧 に な り た いで すか ? 赦 の エッ セン ス が 詳し く 紹 介さ れ て いま す 。 館内 に は ネ * 


20 ス 証人 且 2 Ni ま 可 2 拝 の 手振り の 指導 、 ウ ィ ー チ ャ ッ ト で 孔子 に 質問 な ど 、 実 
故郷 で ある 卿 城 を 双 り ます 。 孔子 の 45 代 目 の 子 孫 に 興味 深い イン タラ クティ ブ な コン テン ツ が 数 多く 用 意 
で ある 孔 描 博 は 、 才 宋 時 代 に 主 府 、 宣 用 証 柱 の = され て いま す 。 妃 子 博物 館 へ の 入 問 を 「 三 孔 ( 孔 大 3 
建設 を 主導 し て お り 、 そ の 構成 は 曲阜 の 「 三 孔 ] に 府 、 防 林 ) | の 前 に 組み 込ん で お く と 、 防 遍 、 孔 府 、 孔 林 
な ら つ だ も の と な つ :G ぐ ます さら に 列車 に 乗っ て を 人 生 する 上 で の 予備 知識 が 得 ら れる で し ょ う 。 
南 へ 向かう と 膝 州 に 到着 し ます 。 有 州 漢 画像 石 博 
物 館 ( 輝 0632 561 5263: 棄 荘 市 府 前 東路 1 号 , www. 尼 山 聖 境 
tzhhxsg.comi 無料 , @9:00-17:00、 月曜 閉館 ) は 、 
漢代 の 画像 石 200 点 あま り を 展示 し て お り 、 彫 刻 の 
技法 は 単純 な 陰線 刻 か ら 複 雑 な 高 浮き 彫り まで 
揃っ て いま す 。 2000 年 前 の 漢代 の 人 々 の 実際 の 生活 
が 伺え る 絶好 の スポ ッ ト で す 。 腰 州 小 初 堂 の 画像 石 
は 特に 一 見 の 価値 が あり 、 多 層 の 立体 的 な 構図 、 
精 級 な 彫り の 技術 は 、 中 国 の ほか の 地域 で は 発見 
され て いな い タ イプ の 漢代 画像 石 で あり 、 こ の 種 の 
も の と し て は 最高 の も の と いえ ます 。 

最後 に 高速 鉄道 か 火車 で 東庄 に 着い た ら 、 台 
児 荘 古城 ( 台 作 庄 古城 : 0632 667 9038: 東 荘 

台 児 料 区 旭 河 大 道 と 運河 北岸 路 が 交わ る と こ 
ろ : www.tezgc.com: チケ ッ ト \160、3 日 間 有 効 
328:00-22:00 ) 明代 、 清 代 に 京 杭 大 運河 は 台 児 蘭 
に 繁栄 を も た らし 、 乾 隆 か ら 「 天 下 第 一 荘 」 の 栄 
准 を 賜っ て いま す 。 し か し 、1938 年 に 悲惨 な 戦役 に 
よっ て 台 児 荘 は 荒れ 果て た この 世 の 地 獄 と 化し ま 
す 。 2008 年 に 乗 荘 が 台 児 菩 の 再建 に 着手 し 、 よ う 

今日 有 目 に する この 江北 の 水 の 街 が で きま し た 。 

日 中 、 ま ず 天 后 宮 、 台 児 童 大 戦 彰 跡 な ど を 見 学 し 、 
夜 は 船 に 乗っ て 古都 を 巡り ます 。 灯火 が 尽き そう な 
と ころ は ムー ド た っ ぷり で す 。 ⑯ 


あー パー タ 
尼 山 茎 境 : 400 6882 323: www.chinanishan. 
comi 尼 山 ダム の 北 : チケ ッ ト \120 よ り : ⑦1 月 - 
4 月 8:30 -17:00、 5 月 -12 月 昼 8:30 -15:00 夜 15:00- 
21:00, S]29, K30 ) 孔子 の 出生 地 の 尼 山 は 、 曲 阜 の 旧 市 
街 の 南東 35 キロ に あり ます 。 現在 、 こ こ は 備 学 を 体験 す 
る イン タラ クティ ブ セ ン ター と し て 開発 され て いて 、 子 ども 
建 れ の ファ ミ AN 
入室 し て 服装 、 褒 語 を 読み 、 東 作 六 礼 に 至る ま 
5 ッ フ の 案内 が あり 、| 入門 し て 学 
ぶ 」 上 で の 完全 な 流れ と 礼 館 を 体験 し ます 。 同 エ リア は 
し っ か り と 設計 され て いて 、 荘 厳 で 開 記 な 大 学堂 は 特に 
印象 に 残る で し ょ う 。 毎月 講座 が あり ます が 、 事 前 の オン 
ライ ン 予 約 が 必要 で す 。 夜 の 最大 の 特徴 は ライ トシ ョ ー 
で す 。 ウォ ー タ ー ス クリ ー ン の 光 と 孔子 生 
尼 山 の 星 明か り が 入り 乱れ て 輝く 「 金 声 玉 振 」 を ご 覧 
に な る 場合 、 別 塗 チ ケッ ト を 購入 する 必要 が あり ます 
( \99) 。 
この エリ ア の 付近 に は 尼 山 書院 ホテ ル ( 尼 山 院 酒 
店 : 深 400 6882 323, 聖水 湖北 路 199 号 , スタ ンダ ー ド 
シン グル / ツ イン \585 ) が あり ます 。 部 屋 は 別荘 風 で 宿 
泊 客 に は 尼 山 聖 境 観光 エリ ア の 優待 が あり ます 。 
観光 客 が 集まる 中 心 部 に も 同 エ リア まで の 下 安 直通 
車 が あり 、 夜 の 部 を 見 る 旅行 者 に ぴっ た り で す 。 曲阜 か 
林 の 中 心 で ある 孔子 墓 に 到着 し ます 。 復元 され た 基 太 に ら タ クシ ー に 乗る と 月 首 約 \72 で す 。 
は 筐 書体 で 「 大 成 至 聖 文 宣 王 慕 ] と 書か れ て お り 、 そ の に 
面 脇 に は 孔子 の 息子 で ある 孔 骨 と 孫 の 孔 條 の 基 が 並ん (宮宿 泊 
で いま す 。 ユー ス ホ ス テル 、 ビ ジネス ホテ ル 、 デ ザイ ナー ズ ホ テル 、 
観光 バス (\20) も あり ます が 、 意 氏 一 族 の 傑出 し た 民泊 な ど 、 曲 阜 に は さま ざま な 和 宿 泊 施 設 が 揃っ て い 
人 材 の 僅 大 な 功績 を た どり 、 先 賢 に 思い を 馳せ る に は 、 ます 。 市 街 地 の 観光 スポ ッ ト は 明代 の 古城 に 集中 し て い 
青い 石 辿 を 気 の 向く まま に 歩く 方 が 良い で し ょ う 。 孔 林 る の で 、 旧 市 街 に 宿泊 する の が 最も 便利 で す 。 孔 遍 西側 
の 崩れ た 南 壁 は 、 現 存する 数 少な い 骨 城 の 一 部 で す の で の 住宅 街 に は 多く の 民泊 が あり ます が 、 外 国 客 に 対応 で 
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お 見 弥 し な く 。 き な い と ころ が ほとん ど で す 。 
孔子 博物 館 博物 館 曲阜 国際 ユー ス ホ ス テル ユー ス ホ ス テル \ 
( 必 0537 445 9088, www.kzbwg.cni 孔子 大 道 100 号 : (曲阜 国 陸 青 年 旅 舎 : 0537 411 8989, 鼓楼 北 街 北 


無料 : 9:00-17:00、 月 曜 閉館 : |S]B1 ) 2019 年 に 新た に 端 路 西 、 顔 遍 西 壁 外 : ベッ ド \55、 ス タン ダー ド シ ン グ 
オー プン し た 博物 館 で あり 、 収 蔵 品 は 孔 府 に 収め られ て いた ル / ツ イン \118 ) ロケ ーション に 優れ た ユー ス ホ ス テル 。 
品 が 中 心 で す 。 その 中 に は 、 同 年 に 也 子 の 古 系 の 子孫 で ある 2019 年 に リフ ォ ー ム を 行っ て いて 、 政 装 後 は ツイ ン ル ー ム 


曲阜 、 尼 山 聖 境 


と スタ ンダ ー ド ルー ム 中 心 と な っ て いま す 。 室内 の 壁面 に 
は 浄水 給水 機 が 設け られ て いま す 。 浴室 は 小さ めで す 。 
6 人 部 屋 は ドミ トリ ー で す が 、 ベ ッ ド の 間 は 木 の 板 で 仕切 
られ て いま す 。 3 階 の テラ ス に は テー ブル と 椅子 が あり 、 
没 を 眺め る こと が で きま す 。 


新 月 湾 デ ザイ ナー ズ ホ テル ホテ ル \\ 

( 新 月 湾 精 品 酒店 , ツウ |0537 319 5333, 矯 泉 路 356 号 : 
スタ ンダ ー ド シン グル \398、 ス タン ダー ド ツ イン 
\449 よ り ) 新しく オー プン し た ホテ ル 。 部 屋 は 広く 、 
クラ シッ ク な 中 華 ス タイ ル で まとめ られ て いて 、 茶 道具 や 毛 
筆 、 水 書 布 まで 用 意 さ れ て いま す 。 ト イレ と バス ルー ム は 
独立 し て いま す 。 旧 市 街 の 南 門 か ら 700 メ ー ト ル の と ころ 
に あり ます 。 湖 に 隣接 し て いて 、 賑 や か な 界隈 に あり な が 
ら 落 ち 着き を 感じ させ ます 。 


3 食事 


阜 の 旧 市 街 と その 周辺 に は 、 庶 民 的 な 下町 グル メ も 
あれ ば 、 高 尚 な 曲阜 料理 も あり ます 。 た だ 、 軽 食 の 食堂 
の 中 に は 気分 炊 第 で 閉店 時 間 が 決ま り 、 時 間 前 に 閉店 す 
る と ころ も あり ます 。 20:00 以 降 に 食事 を する 場合 、 あ ら 
か じ め 電 話し て お 店 に 確認 し て お いた 方 が 良い で し ょ う 。 
阜 獲 客 集 敵 中 心 (曲阜 観光 総合 サー ビス セン ター ) 本 
の 駐車 場 の あたり に も レス トラ ン が 固まっ て いま す 。 客 


ニュ 


曲阜 、 孔 府 博物 館内 の 展示 品 


人 と の 食事 で ここ を 訪れ る 地元 の 人 も 少な く あ り ま せん 。 


沙 記 弟 舗 軽食 \ 

( 沙 刀 皆 希少 153 7652 9599: 帰 徳 路 85 号 、 清真 寺 
の 北 30 メ ー ト ル , 1 人 平均 \15: ②5:00-8:30、 売 り 切 
れ 次 第 終了 ) 羊肉 泡 比 ( 羊肉 入り の か ゆ ) は た い へ ん 興 
味 深い 地元 の 朝食 で す 。 まず 小 碗 か 大 碗 の 「 紗 」] 、 す な 
わ ち 豆乳 と ライ スミ ルク を 混ぜ た 濃厚 な ペー スト を 選び 、 
その 上 に 肉 ( 羊 の モツ また は 壮 肉 ) を 散ら し ます 。 食欲 が 
あれ ば 油 条 (揚げ パン ) や 大 餅 (大 き な 餅 (ビン ) ) を 加 
えて も 良い で し ょ う 。 一 碗 食べ る と 、 昼 食 抜き で も 大 丈夫 
で す 。 


酒 肉 門 曲阜 料理 \\ 
( 酒 肉 「], 輝 0537 467 6789, 観光 客 セ ンタ ー 敷 地内 
の 美食 広場 東側 : 1 人 平均 \60, 9:00~ 区 日 2:00) 雰 
上 気 は 普 叉 で す が 、 熱 心 な 呼び 込み と 味 の 良 さ が 売 り で 
す 。 曲阜 料理 の 定番 で ある 豆腐 は 新鮮 で 来 ら か く 、 少 し 
酸味 が あり 、 ス モー キー で す 。 南 肉 (豚肉 の 者 込み) も 店 
の 特徴 で 、 香 辛 料 が きい た 濃厚 な 味わい で 、 塩 味 が 強め 
GR 


⑯ ショ ッ ピ ング 
阜 で は 「 論 語 ] や 「 孔 子 の 家 糸 図 」 は もち ちろ ん の こ 
と 、 碑文 の 拓本 、 性 山 の 碗 の ほか 、 戒 玉 、 巻 物 な ど 備 教 
文化 の 関 斬 グ ッ ズ が 揃っ て いま す 。 了 里 寅 舎 脇 の 商店 
街 、 孔 府 や 孔 診 の 観光 エリ ア 内 に も 屋台 が あり 、 複 数 の 
埋 語 の 看板 まで 出 て いま す 。 各種 特産 品 や 旅行 記念 品 は 
さま ざま な グレ ー ド が あり 、 価 格 も 異な り ます 。 

大 成 殿 前 に は 祈 裕 を する と ころ が あり 、 線 香 を 購入 
で きま す 。 定価 が 表示 され て いて 、 価 格 は \90<290 
で すま 。 


《⑳ お 役立ち 情報 
バス ター ミナ ル か ら バ ス に 乗っ て 孔 に 向かい 、 「 孔 


遍 南 門 停留 所 ] で 下車 し て 北 へ 400m 歩 く と 入口 に 着き 
ます 。 
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旅行 情報 

毎朝 8 時 、 孔 記 の 万 人 宮 培 大 門 で は 、 古 代 音 楽 や ダン ス 
な どの パフ ォ ー マ ンス を 含む 盛大 な 開城 儀式 が 行わ れ 
ます 。 敵 末 は 11 時 か ら 大 成 殿 で 祭 福 儀 式 の パフ ォ ー マ 
ンス も 行わ れ ま す 。 

「 三 孔 ] 観光 エリ ア に は さま ざま な 解説 方 法 が 用 
意 さ れ て いま す 。 最も 基本 的 な 案内 板 が ある ほか 、 
入口 で 「 公 式 携帯 電話 音声 ガイ ド 」 の 二 表 元 コー ド 
を 読み 取る こと も で きま すし 、 サ ービス デス ク で 機械 
を 借り る こと も で きま す 。 両者 の 費用 は いずれ も \30 
で 内 容 も 同じ で す が 、 機 械 は \200 の 保証 金 が 必要 
で す 。 携帯 電話 の 音声 と 機械 は 、 中 国語 の 解説 の み 
提供 し て いま す 。 中 国語 ガイ ドス タッ フ に よる 説明 は 
観光 エリ ア ご と に \100、 外 国語 は 観光 エリ ア ご と に 
\150 で す 。 


@⑳ 到着 と 出発 
列車 

曲阜 駅 (曲阜 火 年 敵 : 抽 全 東路 ) 市 街 地 か ら 東 へ 
約 5 キロ に 位置 し 、 高 球 鉄 道 で は な い 列 車 が 全国 各 
地 に 向かい ます 。 高 球 鉄 道 駅 曲阜 東駅 (曲阜 示 交 : 
孔 府 大 道 ) 郊外 の 南東 10 キ ロ あ まり の と ころ に あり 、 
素 荘 (25 分 ) 、 青島 ( 約 3 時 間 ) 、 北京 ( 約 2 時 間 ) 、 上 
海 ( 約 3.5 時 間 ) 行き の 複数 の 高 一 鉄道 が 之 行 し て い 
ます 。 


長 距離 バス 

曲阜 バス ター ミナ ル ( 曲阜 汽 年 敵 , 選 0537 441 
2557, 玉 蘭 路 と 裕 隆 路 の 交差 点 ) 泰山 な ど へ の 長 距 
離 バ ス や 随時 出発 の 衝 城 C609 ( \3、6:30 -18:30、1 時 
間 / 便 、1 時 間 ) な ど 済 室 管轄 エズ リア の 都市 間 バ ス が あり 
ます 。 


地方 交通 


曲阜 の ほとん どの バス は 裕 隆 路 - 静 軒 路 の 幹線 道路 
を 始 り 、 料 金 は \1 で す 。 タク シー の 初乗り は \7 で 、 相 乗 
り も あり ます 。 配車 アプ リ も 非常 に 普及 し て いま す 。 

曲阜 遊 客 集散 中 心 ( 静 軒 中 路 1 号 ) か ら 発車 する 在 安 
直通 車 (0537 442 6446: \30/ 人 / 日 ) は 、「 三 孔 」 観光 
エリ ア 、 高 速 鉄道 の 駅 と 一 般 の 鉄道 の 駅 を 行き 来 し 、 旧 
市 街 の 停留 所 は 主 に 孔 遍 南側 の チケ ッ ト 売 場 、 孔 府 裏 
門 と 孔 林 裏門 に あり ます 。 尼 山 聖 境 行き は 午後 16. 00 の 1 
便 の み (20:30 戻 り ) 、「 入 場 券 + 乗 車券 | の セッ トチ ケッ ト 
(\159) を 購入 し な けれ ば 乗車 で きま せん 。 

曲阜 に は 三輪 車 と 馬車 と いう 特徴 的 な 2 種類 の 旅客 
交通 機関 が あり ます 。 人 力 三輪 車 は 正規 で 番号 が 付い 
て いれ ば 、 旧 市 街 の 中 は 定額 の \10 で す 。 馬車 は 基本 
的 に 三 孔 観光 エリ ア を 回 る パッ ケー ジ 料 金 で 、 乗車 中 
は 馬 方 が 古城 の 歴史 を じっくり 解説 し て くれ ます 。 価格 
は \100 -150 で 、 あ な た の 交渉 力 次 第 で す 。 


滴 博 


漁 博 、 臨 満 、 張 店 …… 初 め て 訪れ る と 、 複 雑 な 区 や 県 
の 名 称 に めまい を 感じ る こと で し ょ う 。 幸い どの エリ ア も 
それ ぞ れ 特徴 が ある の で 、 張 店 は 滴 博 中 心 の 中 継 地点 、 
南側 の 洪 川 は 蒲 松 齢 が 務 斎 志 異 を 執筆 し た 故郷 、 東 部 
の 臨 滴 は か つて の 斉 国 の 古い 都 と いう こと だ け 覚 えて お 
きま し ょ う 。 夜 9 時 に は 喧騒 に 別れ を 告げ る この 工業 都市 
に も 少し ずつ 慣れ る こと で し ょ う 。 


め 観光 スポ ッ ト 
斉 都 文 化 城 公園 
( 滴 川 区 東側 、 太 公 湖 北岸 : 無料 : [S]78 ) 2016 年 に 
整備 され た 音 都 文化 城 は 大 型 の 博物 館 公 園 で 、 園 内 に 
は 芸術 、 骨 董 、 歴 史 を テー マ と し た 計 20 の 博物 館 が あり 
ます 。 ここ で の 一 番 の 目玉 は 音 文化 博物 館 ( 深 0533 717 
5778, 〇 8:00 -17:00、 月曜 閉 館 ) で す 。 先史 時 代 か ら 
漢 の 時 代 ま で の 斉 の 地 の 政治 、 経 済 、 哲 学 を 詳し く 紹介 
し て あり 、 博 物 館 の 宝物 で ある 金銀 象 陣 の 銅製 層 尊 は 戦 
国 時 代 の 本 物 で す 。 館内 で は Wi-Fi が 提供 され 、 公 式 ア 
カウ ント を フォ ロー する と 中 、 英 、 日 、 韓 国語 の 音声 ガイ ド 
を 無料 で 聞く こと が で きま す 。 


中 国 古 車 博物 館 博物 館 

(| 輝 0533 708 3310: 満 川 区 済 青 高速 道路 126 キ ロ の 
地点 , チケ ッ ト \40: ②9:00-17:00、 月 曜 閉館 , [5]73 ) 
展示 品 と 展示 場 が いずれ も 古めかしい 博物 館 。 1990 年 に 
済 青 公路 を 整備 する 際 、 こ の 春秋 時 代 の 車 馬 志 が 見 つか 
り 、 こ の 地 で 保存 する こと に な り ま し た 。 13 台 の 馬車 の 骨 
組み と 38 頭 の 馬の骨 が 今 も は っ きり と 残さ れ て いて 、 地 
下 室 で は 頭上 すぐ そこ を 走る 車 の 往来 が 聞こ えま す 。 展 
示 と 車 、 ど ちら が 忘れ が た いか 問わ れる と 難し いと ころ 
で す 。 


⑮ 宿泊 

漁 博 市 の 駅 周辺 の ホテ ル は どこ も 老朽 伯 し て いま す 
が 、 少 し 歩け ば バス に 乗っ て 臨 滴 、 肘 斎 城 に 頁 行 で き 
る の が 利点 で す 。 駅 広場 前 の ロー ズ ホ テル [ 政 環 大 酒 
店 , 選 0533 206 7999: 金 晶 大 道 } 号 、 ス タン ダー ド 
シン グル / ツ イン \188 よ り ) 古い ホテ ル を リフ ォ ー ム し て お 
り 、 室 内 は 明る くき れい で す 。 ホテ ル 周 辺 に は 広場 と 3 つ 
の ナイ トク ラブ が あり 、 静 か な 環境 を 望む 場合 は 上 層 階 
を 洗 べ ます 。 少し 半 い で す が 、 張 店 ハン プ ト ン ・ バ イ ・ ヒ 
ルト ン ( 歳 店 希 示 融和 所 朋 酒 店 , 0533 319 36665 市 府 
東 一 街 15 号 :, スタ ンダ ー ド シン グル / ツ イン \368/388 
より ) は 、2020 年 に オー プン し た チェ ー ン の ホテ ル で 、 現 
代 的 な 部 屋 は 広く 快適 で す 。 

滴 博 張 店 エリ ア の 飲食 店 は 駅 と 共 青 団 路 周辺 に 固まっ て 
いま す 。 篤 友 商 (悪友 帝 , 当 0533 289 5789, 興 学 街 60 
号 , 1 人 平均 \55, ⑦10:30 -14:00、16:30-21:00 ) は 老舗 


満 博 、 斉 都 文化 城 


の チェ ー ン 店 で 、 出 され る 山東 料理 は 本 格 的 で お いし く 、 
地元 の 人 に も 人 気 で す 。 臨 次 区 の 三 篤 徳 羊 湯 ( 0533 
712 0111: 斉 園 路 64 号 : 1 人 平均 \35, @10:00 -14:00、 
16:30-21:00) 看板 メニ ュー の 羊 の スー プ は 純白 で 香り 
か 。 羊肉 も 柔らか く 仕 上 が っ て いま す 。 


@ 到着 と 出発 
列車 

滴 博 は 区 ご と に 駅 が あり ます 。 張 店 区 の 洪 博 駅 ( 溢 
博 中 : 張 店 区 杏 園 東路 1 号 ) と 滴 博 北 駅 ( 溢 博 北 問 : 
斉 風 大 道 ) に は 済 南 (30 分 か ら ) や 煙台 ( 2 時 間 か ら ) 
と の 間 を 往復 する 高速 鉄道 が 数 多く 運行 し て いま す 。 
これ ら の 便 は 清 常 、 臨 漁 区 の 臨 満 駅 ( 竹 漁 問 : 満 城 
路 319 号 ) と 臨 沙 北 駅 ( 褒 沙 乾 問 : 307 郷 道 ) も 経由 し 
ます 。 


長 距離 バス 

深 博 は 区 ご と に それ ぞ れ 長 距 離 バ スタ ー ミ ナル が あ 
り 、 省 内 外 の 大 都市 に 向かう 場合 は 、 一 般 に 溢 博 客 運 
中 心 ( 少 0533 520 2588, www.zbqczz.coi 張 店 区 の 西 九 
路 と 昌 国 路 の 交差 点 の 東 ) を 選 ぶ こと に な り ま す 。 


@ 地方 交通 
帝 恒 の 区 や 県 の バス ター ミナ ル は いずれ も 駅 周辺 に 
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池 守 Go! 
= 三 いざ 黄河 の 河口 へ 

黄河 は と うと うと 東 へ 流れ 、5000 キ ロ あ まり を 
経た 後 、 東 営 で 終 の 棲家 へ と 静か に た どり 着き ま 
す 。 黄 河 は 、 湖 海 へ と 毎日 土砂 を 吐き 出し 続け 、 毎 
年 約 2000-2600 ヘ クタ ー ル の 土地 を 生み 出し 、 
中 国 本 土 で 最も 成長 が 早い 天然 の 湿地 を 作り 出し 
て いま す 。 毎年 春 と 秋 の 渡り 鳥 が 飛来 する 季節 に 
は 、 数 百 万 羽 も の 鳥 た ち が こ こ で 餌 を 取り 、 羽 を 休 
め 、 飛 翔 し ます 。 秋 に な る と 、 黄 河 河 口 の 砂浜 は 何 
キロ も 続く 浜松 菜 で 彩 ら れ 、 赤 い 結 の よう に 湿地 
が 覆 わ れ ま す 。 黄 河 の 水量 、 潮 の 満ち 引き の 時 間 、 
天候 な ど 複 数 の 要素 が 絡み 合う た め 、 黄 河 が 海 に 
流れ 私 む も う 一 つの 奇 景 一 一 黄色 と 青色 の 河 と 海 
の くっ きり と し た 境界 線 を 見 る に は 運 が 必要 と な り 
ます 。 

黄河 入 海口 観光 エリ ア ( 黄 河 入 海口 景 区 : 
ウ 400 1662 158: チケ ッ ト 4 月 -11 月 \90、12 月 - 翌 
年 3 月 \60: ②8:30 -16:00 ) 新設 され た 展 詞 台 は 黄 
河 河 口 の ラン ド マ ー ク で 、 屋上 か ら は 湿地 全体 を 
見 渡す こと が で きま す 。 ここ は 、 観 光 用 港湾 の 科 橋 
で 乗船 ポイ ント ( \100 ) で も あり 、 約 1 時 間 で 実際 
の 黄河 の 河口 に 到着 し 、 船 上 か ら [赤い 編 和 銘 ] を 見 
の je の MG き ) ま 59 計 

黄河 の 河口 に 行く に は 、 車 を 運転 する か チャ ー タ ー 
する の が 一 番 で す 。 東 営 か ら チ ャ ー タ ー し た 場合 
は お よそ \330、 吾 利 か ら は お よそ \280 か か り ま 
す 。 観 光 エ リア の 入口 か ら 乗 船 ポ イン ト ま で は さら 
に 20 キ ロ ほ ど あ る た め 、 運 転 手 に は っ きり と 目的 地 
を 伝え まし ょ う 。 小型 車 が 観光 エリ ア に 入る 場合 、 
\10 の 通行 料 を 支払 う 必 要 が あり ます 。 観 光 エ リア 
の 次 覧 車 は \25/ 人 で 、 発 車 時 間 が 大 きく 変動 する 
た め 、 事 前 に 聞い て お きま し ょ よう 。 

漁 博 と 臨 沙 の バス ター ミナ ル か ら 東 営 の バス 
ター ミナ ル ま で は 、 随 時 発着 の バス が 毎日 出 て いま す 。 
市 街 地 に 着い た ら 、173 路 (\5: 8:00、15:00) か 30 
路 (\7: 8:00、 週 末 は 15:30 に 増便 ) に 乗り 換え 、 黄 
河 入 海口 停留 所 で 下車 する と チケ ッ ト 売 場 が あり 
ます 。⑯ 


あり 、 区 ・ 県 の 交通 機関 と 区 内 の 交 通 機関 は すべ て 各 
ター ミナ ル か ら 発 車 し て いま す 。 満 博 駅 か ら 20 路 の バス 
( \5, 6:00 -19:00、 戻り 最終 18:00: 1 時 間 ) に 乗る と 
臨 沙 駅 に 着き ます 。 溢 博 の 各区 ・ 県 の タク シー の 初乗り 
は \7.5-8 で 、 外観 に は っ きり し た 衝 い は あり ませ ん 。 

張 店 の 市 街 地 に は 、 さ ま ざ ま な 色 の シェ アサ イク ル が あ 
ちら こち ら に あり ます 。 


洪 坊 、 峰 博物 館内 の 外 生 装 飾 
洪 坊 


洪 坊 は 凪 が 有名 で 、 |「 凪 の 都 」 と 呼ば れ て いま す 。 た 
だ 、 清 朝 の 乾隆 年 間 に は 「200 基 の 炉 、3000 人 の 銅 や 鉄 
の 鍛冶 職人 、9000 の 刺繍 機 、10 万 の 矢 機 」 を 擁し 、 中 国 
北部 で 最も 重要 な 手工 業 都 市 と な り 、 |「 南 の 魅 州 、 北 の 
港 坊 」] と 衝 さ れ て いま し た 。 支 効 園 の 築山 や 薄 池 、 楊 家 
埋 の 木版 年 画 が 残さ れ て いる だ け で な く 、 朝 天 鍋 (惣菜 
を 餅 ( ビ ン ) で 巻い た 料理 ) や 和楽 (麺類 ) 、 肉 火 焼 
(ミー ト パ イ ) に 代表 され る 港 坊 グル メ も あり ます 。 続け て 
へ 准 む と 、 か つて 山東 の 省 都 で あっ た 青州 に 到着 し ま 
す 。 石 辿 の 古い 街並み は か つて の 繁栄 を 物語 り 、 龍 興 寺 
の 仏像 は 博物 館 の 柔らか な 照明 の 下 で 、 千 年 の 時 を 超え 
て も 変わ ら ぬ 彩り と 微笑 み を 混 え て いま す 。 


ぐ 観光 スポ ッ ト 


洪 坊 世界 凪 博物 館 博物 館 

( 準 坊 世界 凡 筆 博物 借 : 光 0536 825 1752, 行政 街 66 
号 , 無料 , 9:00-17.00、 月 曜 閉館 , [S]10.48) 館内 に 入る 
と 、 半 光 型 の ホー ル に 童 頭 映 豆 の 3 つ 建 息 が 広げ られ 、 
ユニ ー ク な 表情 を 見 せ て くれ ます 。 館 内 で は 港 坊 と 中 国 各地 
の 凪 の 趣 源 、 流 派 、 種 別 、 技 術 が テー マ 別 に 紹介 され て い 
て 、 想 像 を 超え る 多様 な デザ イン が 展示 され て いる ほか 、20 
年 以上 前 の 契 コ ンク ー ル の 入賞 作品 も 見 る こと が で きま す 。 


ら 


港 坊 、 楊 家 埋 の 職人 が 凪 を 製作 中 


また 、No.3 の 「 世界 の 折 の テー マ 」 ホ ー ル で は 、2002 年 の 韓 
国 ワ ウー ルド カッ プ の スポ ー ツ カイ ト を 見 る こと も で きま す 。 


十 交 園 博物 館 
( 十 張 因 : 少 0536 832 1749: 胡 宜 坊 街 49 号 : 
チケ ッ ト \22, ②5 月 1 日 - 9 月 30 日 8:30 -17:15、 10 月 1 
日 - 翌 年 4 月 30 日 8:30-17:00 ) 十 多 園 は 、 清 代 に 洪 坊 
県 で 最も 裕福 な 人 物 で あっ た 丁 山 房 の 邸宅 で あり 、「 交 
10 本 分 の 土地 し か 占め な か っ た こと か ら そ の 名 が 付け 
られ まし た 。 北方 の よく ある 四 合 院 建築 の よう に 見 えま 
す が 、 構 想 は 実に 優れ て いま す 。 家主 は 江南 の 庭園 を 好 
ん で いた た め 、 意 図 的 に 中 心 軸 、 す な わ ち 客人 を も て な す 
た め の 十 誠 草 堂 と 書物 を 収蔵 する た め の 克 香 楼 の 間 に 、 
築山 、 池 、 回 廊 を ちり ば め た 小さ な 庭 を 設計 し 、 築 山 を 昔 

に し た 静か な 庭 に 自ら の 住ま い 碧 雲斎 を 暫 き まし た 。 
チケ ッ ト 購 入 後 、 敷 地 に 入る と 庭 は 西側 に 位 加 し て いま 

す 。 東側 の 帳場 、 厨 房 、 舞 台 な どの 部 屋 は 展示 ホー ル に 改 

築 さ れ 、 丁 氏 の 家族 の 歴史 と 事跡 が 紹介 され て いま す 。 


に 


楊 家 協 民間 芸術 大 観 園 遊園 地 

(柳家 埋 民 同 光 木 大 濁 因 , 0536 292 7319: 湖 海路 
と 富 亭 街 の 交差 点 の 北西 角 , チ ケッ ト \60, ②8:00- 
17:00 ) 楊 家 埋 は 浴 坊 の 北東 約 15 キ ロ の と ころ に あり ま 
す 。 港 坊 の 凪 の 発祥 の 地 で す 。 明 の 時 代 か ら 、 こ の 地域 
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坊 、 青州 古 城内 の 住民 、 減 坊 、 青 州 博物 館内 の 展示 品 


で は 正月 の 木版 画 が 製作 され て いた た め 、 不 も 「5 人 の 息 う 昔 な が ら の 外観 を 残し て いま す 。 偶 園 街 が 新 し す ぎる と 
子 が 準 士 に 合格 | な どの 緑 起 の 良い 物語 が 主 な 題材 と さ 感じ た ら 、 古 城 の 城壁 外 東側 に ある 昭 徳 古 街 こそ が 正 真 
れ ま し た 。 正 銘 の | 古い 町 並み ] となり ま す 。 ここ は 青州 回 導 の 主 な 

広大 な 面積 を 持つ 民間 芸術 大観 園 は 、 楊 家 壇 の 旧 凪 工 居住 地 で 、 中 段 に ある 昭 徳 闘 ( 外 部 か ら 見 る こと し か で き 
場 を 改築 し て 拡張 し た も の で す 。 明 代 、 清 代 の 古い 街並み ませ ん ) に ちな ん で 名 付け られ まし た 。 旧 市 街 周 辺 の 
や 古い 工房 は 、 港 県 の 古い 街並み の 様式 で 修築 され て い イス ラム 食品 は 特色 豊か で 、 中 で も 隆盛 菓子 (隆盛 様 点 : 
て 、 時 代 劇 に も 数 多く 登場 し て いま す 。 同 園 の 目玉 は 、 清 代 寺門 山南 路 3218 号 ) は 150 年 あま り の 歴史 を 誇り ます 


光緒 年 間 の | 天下 十 八 省 」 で 年 画 博物 館内 に あり ます 。 地 古城 西側 を 西 に 1 キロ 行く と 、 青 州 博物 館 (0536 
元 の 職人 が 3 年 の 時 間 を 費やし て 彫り 上 げた も の で す . 326 1550, 江 公 亭 西 路 1 号 : 無料 : ⑦5-9 月 9:00 - 
港 坊 駅 の 21 路 と 北 駅 の 43 路 が 走 疾 で ここ まで 来 て い 17:00、10 月 ~- 翌 年 4 月 9:00 -16:30、 月 曜 閉館 ) に 着き 
ます ます 。 龍 興 寺 の 潰 跡 か ら 出土 し た 、 薄 く 壮 ける よう な 衣 
で 体 を 才 っ た 青州 仏像 は 、 こ の 博物 館 に 収め られ て いま 
青州 古城 成 す 。 こ の ほか 、 明 代 の 万 歴 26 年 の 状 元 で ある 直 束 思 の 
青州 は か つて の 山東 省 の 省 都 で あり 、 前 漢 、 後 漠 の 時 殿 吉 の 巻物 、 東 漢 「 官 子 除 ] の 玉 壁 、 戦 国 時 代 の 玉 人 な 
代 か ら 明代 初め まで 続き まし た 。 往年 の 繁栄 ぶり は 宮 え と 、 国 室伏 と 呼ぶ に ふさ わし い 収 蔵 品 ば か り で ます 


な いも の の 、 青 い 石 の 道 、 独 特 の スタ イル の モス ク や 
会 が 今 も 残っ て いま す 。 400 体 以上 の 仏像 が 発掘 され 
た 龍 興 寺 は 、 山 東 省 の 仏像 の ミッ シン グリ ンク を 埋め る 洪 坊 国際 凪 フェ ステ ィ バ ル 日 
存在 で す 。 例年 4 月 に な る と 、 港 坊 の 空 は ひと きわ 賑やか に な り ま 
青州 古城 (無料 ) の 古い 町 並み は 南北 約 2 キ ロ に わた す 。1 麺 間 ほ どの 間 、 各 国 の 手 が 同じ 枠 で 競い 合う だ 
り 、 中 心 に 位置 する 偶 園 街 は 改修 を 経て 広々 と し た 麺 り け で な く 、 毎 年 、 港 坊 市 内 の さま ざま な 地域 で や フォ ー マ 
が 整備 され て いま す 。 大 消 芸 が 行わ れ て いる ほか 、 昔 の ンス が 行わ れ ま す 。 具体 的 な 時 間 や 内 容 、 参 加 方 式 は 、 
衣装 を 着 た 無形 文化 引 産 の パフ ォ ー マ ー が 行き 来 し ます 。 ウィ ー チ ャ ッ ト 公 式 ア カウ ント 「 港 坊 本 地 宝 ] を チェ ッ ク 
画 側 の 路地 内 の 建物 は 青 レ ン ガ と 黒 瓦 、 木 製 の 戸 と い し て くだ さい 。 


蒙 山 


世界 地質 公園 


『 


芝 山 は 泰山 に 似 た 花岡 岩 の 岩 山 の 姿 を し て いま 


す 。 山 東 で 2 番目 の 高峰 が ある 山並 み で も あり ます 。 
その 昔 、 孔 子 が 亀 蒙 頂 に 登っ た と され 、 今 の 亀 蒙 山 
観光 エリ ア ( 旬 栖 山 景 区 , 0539 440 6289: www. 
ymslyq.cn 平 邑 県 柏 林 鎮 か ら 東 へ 6 キロ : チケ ッ ト 
\65: ⑨8:30-16:30 ) で も 「 東 山 に 登り 角 国 の 小さ 
さ を 知 る ] の 威 慌 が 湧い て きま す 。 万 寿 宮 か ら 山 頂 ま 
で は 、 徒 歩 や 観光 バス (\50/ 人 / 月 道 , 9.00-17:00: 
20 分 ) を 音 ぶ こと が で きま す 。 中 、 山 の 中 腹 に 着く 
と 張 家 界 の 石柱 に 似 た 鷹 富 蜂 が 見 えま す 。 山頂 近く 
に は 長 さ 約 3000 メ ー ト ル 、 山 の 地勢 に 合わ せ て 設け 
られ た 断崖 の 機 道 が あり 、 険 し いと ころ で は 山々 を 足 
元 に 見 下ろ うす こと が で きま す 。 機 道 を 抜け て さら に 準 
むと 主峰 の 亀 蒙 頂 (海抜 1156 メ ー ト ル ) に 到着 し ます 。 
高 さ 218 メ ー ト ル の 寿 星 の 巨大 な 友 刻 は 、 西 側 の 蒙 山 
の 岩肌 に 彫 ら れ て いま す 。 巡 く か ら 見 る こと が で きる 
寿 寿 台 は 、 主 蜂 か ら さ ら に 歩い て 30 分 か か り ま す 。 
亀 蒙 山 観光 エリ ア へ の 交通 手段 は 、 高 速 鉄道 で 
可 山 駅 か 平 邑 駅 まで 行き 、 バ ス で 東城 の 乗り 換え 
ステ ーション まで 行き 、 大 窪 の 車 ( \7, 40 分 ) に 乗 
っ て 万 寿 宮 で 下車 する の が 一 番 便利 で す 。 高速 鉄 
道 の 駅 か ら 観光 エリ ア ま で は タク シー で 約 \50、 行 
程 は 約 30 分 で す 。 ⑯ 
亀 蒙 山 観 光 エ リア 


(5 外泊 
市 中 心 部 に は 数 多く の 宿泊 施設 が あり ます 。 老舗 の 四 
つ 星 ホテ ル 基 飛 ホテ ル ( 音 《 酒 店 : 0536 602 0066: 
四 平 路 31 号 :, スタ ンダ ー ド シン グル / ツ イン \429/379 
より ) は 凪 広場 の 向かい に あり 、 部 屋 は リフ ォ ー ム され 、 
明る く 現 代 的 で す 。 富 カ プル マン ホテ ル ( 富 力 委 人 明 酒 
店 : レツ 0536 709 9999, 福寿 東 街 6636 号 ] 号 楼 : スタ ンダ 
ー ド シン グル / ツ イン \746 よ り ) お そら く 港 坊 で 最高 の 
ホテ ル で す 。 万 建 購 物 広場 (ワン ダー プラ ザ ) に 隣接 し 、 


記 ) 


H 


食事 に も ショ ッ ピ ング に も 便利 で す 。 


3 食事 

済 南 の 山東 料理 の 宴席 や 脱 東 半島 の 豪華 絢 交 な 海鮮 
の 宴 と は 異な り 、 洪 坊 グ ル メ は 軽食 が 主 と な り ま す 。 朝 
天 鍋 (惣菜 を 餅 ( ビ ン ) で 巻い た 料理 ) 、 鶏 鴨 和 楽 ( 鶏 
肉 や 鴨 肉 入り の 麺類 ) 、 肉 火 焼 ( ミ ー ト パイ ) な ど 、 名 前 
だ け で は どん な 料理 か 想像 が つか な い 美 味 が チャ レン ジ 
ャ ー を 待っ て いま す 。 老 城 障 遍 肉 火 焼 ( 老 城 陣 店 肉 火 
焼 : ウ 151 5366 9906 肉 火 焼 \4/ 個 : 園 小区 22 号 楼 
110: 〇 6:00-13:30 ) 豚肉 を さい の 目 に 切り 、 ネ ギ の み 
じん 切り 、 茶 碗 閑 し 、 キ クラ ゲ と 合わ せ て 具 材 と し 、 小 放 
粉 、 油 で 生地 を 作り 、 黄 金 に 色づき 、 サ クサ ク に な る まで 
焼き 上 げ ま す 。 一 口 食べ れ ば 外 は サク サク 、 中 は 新鮮 で 
す 。 韓 邦 朝 天 鋼 ( 埋 邦 朝 天 窟 , 0536 825 2036: 文化 
路 南 段 東 側 301 号 , 1 人 平均 \55, 7:00~-21:30 ) 明る い 
店 内 に は 、 豚 肉 の さま ざま な 部 位 を 首 て いる ふた の な い 
大 鍋 が あり 、 か つて 車 夫 が 群がっ た ソウ ルフ ー ド ー 一 大 
餅 
を 


拉 巻 肉 ( 大 き な 餅 (ビン ) で 肉 な どの 具 材 を 巻い た も の ) 
提供 し て いま す 。 「 本 場 」 の 標準 的 な 具 材 (さま ざま な 
豚肉 と 内 臓 を 混ぜ た も の ) の ほか 、 ベ ジ タ リ アン 向け も 
意 さ れ て いま す 。 鍋 の 中 の 「 ス ー プ 」 は 無料 で す 。 


| ショ ッ ピ ング 

凪 博物 館 、 楊 家 井 、 十 効 園 文 侍 街 区 に は 凪 の 販売 店 
が あり ます 。 価格 は 主 に 手作り か 印刷 か と 、 凪 の サイ ズ 
に よっ て 異な り ま す 。 基本 的 に 手作り の 不 の 価格 は 、 最 
低 で \120 以 上 と な り ま す 。 正月 用 の 木版 画 に 興味 が ある 
場合 は 、 楊 家 幸 で も 購入 で きま す 。 


《 惨 着 と 出発 
飛行 機 

港 坊 南 苑 空港 (0536 852 0568 ) は 軍用 の 空港 を 改 
築 し た も の で 、 市 街 地 の 南側 10 キ ロ に 位置 し ます 上 海 、 
広州 、 履 門 、 大 建 な ど へ の 便 が 毎日 運行 し て いま す 。 


列車 
脱 東 半島 に 入っ た 列車 は 、 い ずれ も 洪 坊 駅 ( 洪 坊 癌 : 
和平 路 1 号 ) を 経由 し 、 毎 日 100 以 上 の 高速 鉄道 が 済 
(1 時 間 ) 、 青 島 (1 時 間 ) 、 北京 (3.5 時 間 ) 、 上 海 (5.5 時 
間 ) と 行き 来 し て いま す 。 


長 距離 バス 

洪 坊 の 主要 な 道路 旅客 輸送 ハブ は 、 駅 の 東側 に あ 
る 洪 坊 バス ター ミナ ル ( 準 坊 汽 年 癌 : 0536 9510 
5123, www.wfqcz.com: 健康 東 街 529 号 ) で 、 青 州 行き の 
便 が あり ます ( \20, 2 時 間 ) 。 港 坊 バ スタ ー ミ ナル で は 
多く の 便 が 運行 し て いて 、 山 東 省 の 主要 都市 を カバ ー し 
て いま す 。 ター ミナ ル は ウェ ブサ イト と ウィ ー チ ャ ッ ト 
公式 アカ ウン ト を 設け て いて 、 バス の 時 刻 表 と 料金 を 確 
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認 で きま す 。 


9 地方 交通 


空港 か ら 洪 坊 市 街 地 まで は 36 路 と 39 路 の バス 〔\1: 
約 1 時 間 左右 ) が あり 、 い ずれ も 駅 を 経由 し ます 。 タク シー 
の 初乗り は \8 で 、 市街 地 か ら 空 港 ま で タク シー に 乗 
る と 約 \25 か か り ま す 。 洪 坊 市 内 は バス 路線 が 発 填 し 
て お り 、 病 常 の バス は \1、K で 始ま る エア コン バス が \2 
で す 。 市 内 の いた る と ころ で さま ざま な 色 の シェ アサ イ 
クル を 目 に する こと が で きま す 。 


青島 


20 世 紀 に 都市 の 主導 権 争い が 繰り 広げ られ た 青島 は 、 
現在 、 実 に 包容 力 の ある 誠 を し て いま す 。 旧 市 街 で は 
ドイ ツ 式 の 赤 瓦 の 古い 建物 が そこ ここ に 見 られ 、 瓦 の 下 に は 
文学 歴史 、 哲 学 の 書店 、 ロ ー カ ル な 海鮮 レス トラ ン 、 は 
た また 博物 館 が 隠れ て いる 可能 性 が あり ます 。 長い 海浜 
は 木 首 で つなが れ 、 岸 辺 に は 文学 的 な カフ ェ が あり 、 ビ 
ー チ に は ウォ ー ミ ング アッ プ 中 の 海水 浴 客 の 次 が 見 られ 
ます 。 町 に 明か り が と も る ころ 、 中 山路 の 欧風 建築 と 五 
四 広 場 の 折 代 的 な ビル が 黄海 に 照ら し 出さ れ ま す 。 

ビー ル を 痛 飲 し 、 海 鮮 を 味わう ほか 、 旧 市 街 の 曲がり 
くね っ た 、 ア ッ プ ダウ ン の ある 首 を 敵 策 す る の が 、 こ の 多 


彩 な 宝箱 を 開く 一 番 の 方 法 と な る で し ょ う 。 青島 、 表 島 ビ ー ル 博物 館 
ぐ ② 観光 スポ ッ ト ゴー ジャ ス で す 。2 人 の ドイ ツ 総 督 が 前 後 し て ここ で 暮らし まし 
青島 ビー ル 博 物 館 博物 館 た 。1934 年 、 国 民 党 政 府 が 青島 を 接収 し た 後 、 こ こ は 笑 

( 青島 虹 酒 博物 偏 : 0532 8383 3437: 登 州 路 質 館 と され 、1949 年 の 中 華人 民 共 和 国 の 成立 後 は 国 の 汗 


56 号 : チケ ッ ト \60 よ り : ⑦1 月 - 4 月 と 11 月 -12 月 脳 や 外国 の 貴 綿 を も て な す 重 要 な 場所 と な り 、1999 年 に 
8:30-16:30、5 月 - 6 月 と 9 月 -10 月 8:00-17:30、7 近代 建築 財 跡 の 博物 館 と し て 対外 的 に 開放 され まし た 。 
Hー8 月 7:30 -18:30: |S]217、 IM 人 民 会 堂 ) 博物 館 は 2 内 は 撮影 団 止 で す 。 

つの 部 分 で 構成 され て お り 、 動 線 に 溢 っ て 1903 年 の 


ゲル マン ドイ ツ の 旧 工 場 に 入る と 、100 年 前 の モー ター が 現在 機 橋 歴史 的 建造 物 
も スム ー ズ に 動作 し て いる ほか 、 生 き 生 き と し た 映写 の デ (無料 ⑦24 時 間 , [|S]25, 304、 IM 青 品 問 ) 機 橋 は 中 


モン スト レー ショ ン も 行わ れ て いま す 。 その 後 、 密 閉 さ れ 山路 の 延長 の よう に 、 南 に まっ すぐ 青島 へ と 伸び て い 
た 高架 橋 の 學 路 に 入り 、 現 代 の ビー ル 生 産 現場 の 仕事 の ます 。 美 し い 眺 め を 目 の 前 に する と 、1892 年 に 建設 され 
様子 を 垣間見 る こと が で きま す 。 チケ ッ ト で ビー ル が 試 た 当初 、 物資 の 積み な 下ろ し に 使わ れ て いた と は 思え 
飲 で きる 特典 も あり ます 。 ませ ん 。 1904 年 に 大 港 第 一 井 頭 が 建設 され る と 、 機 橋 は 
徐々 に その 機能 を 失っ て いき まし た 。 機 橋 の 長 さ が 440 
青島 ドイ ツ 総 督 楼 旧 蹴 博物館 歴史 的 建造 物 メー トル に な り 、 先 端 に 海 を 見 渡せ る 回 潤 閣 が 作ら れ た こ 
( 青 品 徳 国 忌 督 楼 旧 直 博 物 値 , 泌 0532 8286 8838: と で 、 観 光 ス ポッ ト と な り ま し た 。 冬 に カモ メ に 餌 を 与え 
www.qdybg.comi 龍山 路 26 号 : チケ ッ ト 4 月 -10 月 る 場所 と し て 、 今 も ゃ 地元 の 人 た ち に 愛さ れ て いま す 。 
\20、11 月 - 翌 年 3 月 \13, ハイ シー ズン 8:30- 
17:30、 オ フシ ー ズ ン 8:30 -17:00、 月 曜 閉館 : 小 青島 公園 
IS]220,217、 IM 利 津 路 ) 衝 損 館 と も 呼ば れ て いま す 。 信 ( 琴 岩 路 26 号 :, チケ ッ ト \5 ⑳8:00-17:00: 
号 山 の ふも と に ある 旧 ド イツ 総督 の 官邸 で す 。 建物 は 4 階 |S!223.304、 |W 人 民 会 堂 ) 機 橋 か ら 南 東方 向 を 堂 む と 、 
建て で 、 大 小 の 部 屋 が 30 室 あり ます 。 水晶 製 の クロ ー ゼ ッ ト 灯台 が 建て られ た 小島 が 見 えま す 。 それ が 小 青島 で す 。 
の 鏡 、 宝 石 を あし ら っ た カラ ー シ ャ ン デ リア が あり 、 1988 年 まで は 軍用 の 島 で し た が 、 公 園 と し て 開放 され て 
建物 の 内 部 か ら 外 観 に 至る まで 全体 が お 城 の よう に か ら は 、 内 陸 部 か ら 長い 防波堤 を 歩き 、 滴 内 に 停泊 し て 


青島 の 
海水 浴場 
青島 に は 大 小 の 入り 江 が あり 、 い た る と ころ に 快 痛 

な ビー チ が ある の で 、 夏 は 泳い で 暑 さ を 区 れ た り 、 ビ 
ー ル を 飲ん だ り 、 海 を 眺め た りす る の に ぴっ た り で す 。 
機 橋 か ら 東 に 向かっ て 大 麦 島 まで 25 キ ロ の 海岸 線上 
に は 、 ま ず 第 六 海水 浴場 が あり ます 。 多 く の 人 が 青島 
で 最初 に 目 に する 砂浜 と 小石 の 浜 で 、 満 潮時 に は 水 
没 し ます 。 続 いて 第 一 、 第 二 、 第 三 海水 浴場 が あり 、 
それ ぞ れ 隆 泉 湾 、 八 大 関 、 江 山 湾 に あり ます 。 こ の うち 
第 二 海 水浴 場 は 権力 者 の プラ イベ ー ト ビー チ だ っ た と 
ころ で 、 第 三 海水 浴場 は 青島 CBD 五 四 広 場 の ビル 群 
の 夜景 を 見 る の に 最 六 の 場所 で す 。 一 番 癌 い 石 老人 
海水 浴場 は 剛 山 に 近く 、 地 下 鉄 が 直 六 し て いま す 。 海 
上 の 「 石 老人 を 東 に 見 る こと が で き 、 こ この 波 の 高 さ 
は ボディ ボー ド に 向い て いま す 。⑯ 
青島 、 第 一 海水 浴場 


@ Shandong Provincial Department of Culture and Tourism 


いる 軍艦 を 間 折 に 見 る こと が で きま す 。 

島 を 一 周 す る の に か か る 時 間 は わずか 10 分 強 で す 。 夜 
は 小 青島 と 灯台 が ライ ト ア ッ プ され 、 機 橋 か ら 眺 め る と 夜 
空 に 浮か ぶ 仙 境 の よう で す 。 


中 国 海軍 博物 館 博物 館 

(0532 8287 6888: 葉 陽 路 8 号 : 無料 : ⑦ 火 曜 か ら 
日 曜 9.00-17:00。 |S]223.304。 MM 人 民 会 堂 ) ミリ タリ ー 
ファ ン な ら 2021 年 に 拡張 が 終わ り 、 グ レー ドア ッ プ し た こ 
の 博物 館 を 見 壮 す わけ に は いき ませ ん 。 館内 に は 3 つの 
埋 頭 が あり 、 根 役 し た 小型 艦艇 が 停泊 し て いる ほか 、 水 
陸 両 用 戦車 、 ミ サイ ル な ど が 展示 され て お り 、 こ れ ら は ど 
れる も 本物 で す 。 さら に 木製 の 外装 を 持つ 高 球 魚 雷 艇 や 中 
国 初 の 国産 原子 力 潜水 艦 ま で あり ます 。 最後 は 、 小 青島 
港 区 に 停泊 し て いる 銀 役 軍艦 に 乗り 込み 、 そ の 輝かしい 
物語 に 耳 を 傾け まし ょ う 。 


洒 江 路 カ トリ ッ ク 教 会 教会 
( 洒 江 路 天 主教 堂 : 光 0532 8286 5960, 洒 江 路 15 


ーー ーー ー 


0 ーー キモ 人 WA 


青島 、 江 蘇 路 キ リス ト 教 会 


号 : チケ ッ ト \10: 〇 月 曜 か ら 土 曜 8:30-17:00、 日 曜 
10:00-17:00: |S!2, 8 ) 青島 の ラン ド マ ー ク 的 な 建築 物 
の 1 つ で す 。 1934 年 に 完成 し た 教会 は 、 学 校 や 病院 と し て 
使用 され 、 第 二 次 世界 大 戦中 は 貧し い 人 々 や 傷病 者 の 救 
済 活動 に も 携わり まし た 。 教会 は 大 きく 破損 し て いま し た 
が 、1981 年 か ら 少 し ずつ 修復 され まし た 。 「 聖 書 」 の 物語 
を 下敷 き と し て 描か れ た ステ ンド グラ ス や 祭壇 の ドー ム の 
大 き な 聖 像 壁画 が 再現 され て いま す 。 

2020 年 10 月 か ら は 夜 18:00 <20:00 に 教会 が ライ ト ア ッ プ 
され 、 特 別 な 光景 を 楽し め ま す 。 


江蘇 路 キ リス ト 教 会 教会 

( 江 氷 路 基 督 教 堂 : グ 0532 8388 0285, 江蘇 
路 15 号 : www.qingdaochurch.com: チケ ッ ト \10: 
⑲8:30 ~16:30: |S]217.220: (WM 人 民 会 堂 ) 丘 の 上 に ある 
教会 は 、 鐘 楼 と 礼拝 堂 の 2 つの 部 分 か ら な り 、1910 年 に 完 
成 し ま し た 。 鐘楼 の 頂部 に は め 込 まれ た 緑色 の 銅 月 は 、 
シン プル で あり な が ら 荘 厳 な 印象 を 与え ます 。 鐘楼 に 登 
り 、 大 鐘 の 真下 で 百年 前 の ドイ ツ 製 機械 式 時 計 の ムー ブ 
メン ト を 鑑賞 する こと が で きま す 。 今 も 正確 に 時 を 刻ん 
で いて 、 半 時 と 正 時 に な る た びに 大 小 の 鐘 を 操っ て 異な 
る 音色 を 出す 様子 を 見 る こと が で きま す 。 


中 山 公園 公園 
( 文 登 路 28 号 , 無料 , ②24 時 間 , [S]202.223, I 生 中 


青島 、 八 大 関 、 花 石 楼 


山 公 因 ) 中 山 公園 は 、 青 島 で 最初 に で きた 公園 で す 。 
1890 年 代 来 か ら 1910 年 代 初め にかけ て 、 ド イツ 人 が 世界 
各地 か ら 170 種 類 以 上 の 拭 や 革 木 を 持ち 込み 、 中 山 公園 
に 試験 的 に 本 えた こと で 、 中 山 公園 は | 森林 公園 ] と な 
り 、 ド イツ 人 官僚 の 狩猟 場 と な り ま し た 。 20 世 紀 初 に は 、 
園内 に 多く の 桜の 木 が 西 え られ まし た 。 中山 公園 は 、 今 も 
旧 市 街 で 最も 美しい 公園 で 、 春 に は 桜 や 海 党 、 秋 に は 銀 
査 や 紅葉 が 楽し め ま す 。 


青島 市 美術 館 美術 館 

( 恨 0532 8288 8886: 大 学 路 7 号 : 9:00- 
17:00、 月 曜 閉館 , |S|25.223, IW 人 民 会 堂 ) イン フル エ 
ン サ ー た ちの 撮影 の 聖地 と な っ て いる 大 学 路 の 赤い 壁 


宿泊 39 


2 吹き 誇る 花 と 舞 い 落ち る 葉 に 
ムイ 季節 を 知る 

3 月 か ら 4 月 に か け て 、 泰 安 肥 城 の 劉 全 桃花 源 と 泰 
山桃 花 内 で は 色とりどり の 花 が 満開 と な り ま す 。 青 
市 八大 関 の 憲武 関 路 の ピン ク と 白 の 海 栄 、 そ し て 中 山 
公園 の チュ ー リ ッ プ や ピン ク と 白 の 桜 も 次 々 と 咲き 乱 
れ ま す 。 4 月 か ら 5 月 に は 、 荷 沢 の 牡丹 園 、 天 香 公園 な 
どの 牡丹 が 池 や か に 開き 、 煙 合 の 梨 の 花 が 山間 に 咲 
き 誇 り ま す 。10 月 か ら 11 月 は 、 青 島 八 大 関 の 居 誠 関 路 
の 銀杏 や 済 南 の 山間 部 の 白熊 (ハグ マ ) の 木 が 花 が 
落ち た 後 の 静 寂 を 引き 継ぎ 、 山 道 や 首 路 に 黄金 色 や 
樽 赤色 の 編 称 を 敷き 詰め ます 。⑯ 


八大 関 街区 

(第 二 海水 浴場 比 , 無料 人 24 時間, [S|202, 304: IM 
中 山 公団 ) 街区 の 道路 は 長城 の 関門 に ちな ん で いる た め 、 
地元 の 人 々 か ら 「 八 大 関 」 と 呼ば れ て いま す 。 第 一 炊 世界 
大 戦後 、 こ の エリ ア は アメ リカ 、 日 本 、 ロ シア の 要 人 や 豪商 
が 私 邸 を 建て る た め の 「 特 別 建設 区 」 と し て 計画 され ま 
し た 。 各 建物 の 様式 は 個人 的 な 特色 を 持つ こと が 求め ら 
れ 、 同 じ 稀 り に 同じ スタ イル の 建物 が あっ て は な り ま せん で 
し た 。 彼 ら が 建物 の 設計 を 国内 外 の 著名 な 建築 家 に こ ぞ 
っ て 依頼 し た こと で 、 八 大 関 は 洋館 が 美 を 競い 合い 、 中 国 
と 西洋 の 要素 が 融合 し た 地域 と な り ま し た 。 

今 で も 八大 関 の 建 物 は 、 そ の 多く が 私 邸 や オフ ィ ス と 
され て いて 、 建 く か らし か 見 る こと が で きま せん 。 内 部 を 
学 で きる の は 、 旧 ロシア 貴族 の 古城 の よう な 別荘 拒 石 
楼 (黄海 路 18 号 , チケ ッ ト \8.5: ②9:00-18:30 ) に 限ら 
れ 、 そ の 円 塔 の 最上 層 は 睡 泉 滴 と 太平 湾 を 見 渡せ る 絶好 
の スポ ッ ト で す 。 この ほか 公主 楼 ( 居 誠 関 路 10 号 , チケ ッ ト 
\20 ) な どい くつ か 建物 が あり ます 。 


⑮ 癒 泊 

山東 省 で 最も 人 気 の あ る 観光 地 で ある 青島 は 、5 月 や 
10 月 の 建 休 、 夏休み な どの ハイ シー ズン に は 宿泊 施設 の 
争奪 戦 と な り ま す の で 、1 ヶ 月 前 に は 予約 し た 方 が 良い で 
し ょ う 。 8 月 の ビー ル 和 祭り の 際 の 宿泊 料 は 、 年 間 を 至 じ て 


か ら 、 美 術 館 に 足 を 踏み 人 れる と と て も 清浄 な 印象 を 受 
け ま す 。 前 方 の 高い 柱 の ある ロマ ネス ク 様 式 の 建物 は 、 

「 世界 紅 万 字 会 」 の 旧跡 で す 。 現在 は 美術 館 に 改装 され 
て お り 、 館 内 中 央 の 白 と 黒 が 交錯 する 凌 形 の フロ ア は ガ 
ラス ドー ム の 天井 に 面 し て お り 、 そ の 周り を 正方 形 の 展示 
場 が 囲ん で いま す 。 続け て 弟 へ 准 む と 、2 つ 目 の 中 庭 に 


最も 高く な り 、 少 な く と も 1.5 僅 に 跳ね 上 が り ま す 。 旧 市 街 
の 海辺 に こだわ り が な けれ ば 、 東 部 の 学 山 か ら 石 老人 浴 
場 に 設備 の 新しい ホテ ル が 数 多く あり ます 。 


疫 越 旅館 ヨー ス ホ ボ ステ ル \ 
(中 越 旅 嬉 : 0532 8284 5450:, 済 室 路 31 号 : ベッ ド 


阜 の 孔 応 を 棋 し た 中 国 の 宮殿 建築 が あり 、3 つ つ 目 の 中 
に は アラ ベス ク 様 式 の 建物 が あり ます 。 最新 の アー 
画展 は 、 ウ ィ ー チ ャ ッ ト 公 式 ア カウ ント | 青島 市 美 木 貸 」 
で 発表 され ます 。 


陸 骨 


\60、 ス タン ダー ド シ ン グル / ツ イン \177 よ り ) ユー ス 
ホス テル は 旧 市 街 の 住宅 街 に あり ます 。 ド イツ 式 の 教会 
を 改 策 し て いて 、 夜 は 静か で す 。 各階 の 共有 ラウ ンジ 
エリ ア は コン パク ト に まとまり 、 快 六 で す 。 部 屋 は 広く 
科 素 で 、 洗 面 設 備 は 新しく 清潔 で す 。 フレ ンド リー な 


ペリ ン こっ 


会 喝 


青島 の 東 28 キ ロ に 位置 する 剛 山 は 、 古 木 と 古 
寺 、 巨 石 と 入り 江 が 調和 し た スポ ッ ト で す 。 観光 
エリ ア の 面積 は 広く 、 時 間 の な い 旅行 者 に 最 注 な 
の は 南 線 景 区 (0532 96616、www.qdlaoshan. 
cn: チケ ッ ト 4 月 ~-12 月 \150、1 月 -3 月 \120、 観 
光 バ ス 科 み 、2 日 間 有 効 、②3 月 -6 月 と 9 月 -11 月 
7:00 -17:30、7 月 -8 月 6:00-19:00、12 月 - 翌 年 月 
7:30-17:00 ) で 、 チ ケッ ト は 大 河東 尋 客 中 心 で 購入 
し ます 。 巨峰 、 太 清 、 仰 口 、 華 厳 と いう 4 つの エリ ア 
を 含み 、 最 高峰 の 巨峰 (海抜 1133 メ ー ト ル ) に 登れ 
る だ け で な く 、 太 清宮 を 見 学 す る こと も で きま す 。 
巨峰 の 山頂 は 軍事 管理 区 と され て いる た め 、 入る こ 
と は で きま せん 。 し か し 、 幾 重 に も 重なる 岩石 を 抜 


テル の 1 階 に は 洋食 レス トラ ン 錦 時 (鎖国 , グ 0532 8280 
8544: 1 人 平均 \105, 8:00 -21:00 ) が あり ます 。 薄 焼 
き の お いし い ピ ビザ が 食べ られ 、 和 宿泊 客 に は 割引 が あり 
まう 。 


民国 ホテ ル ホテ ル \\ 
( 民国 酒店 , 汐 0532 8288 6616: 中 山路 31 号 : た た 
の み 部 屋 \320、 ス タン ダー ド シ ン グル / ツ イン \400 よ 
り ) 賑 や か な 中 山 人 剃 に あり 、 各 観光 スポ ッ ト に 歩い て アク セス 
で きま す 。 古い 建物 を 改築 し て いる た め 、 部 屋 は 狭く 、 
特に た た み 部 屋 の バス ルー ム は 1 人 し か 入れ ませ ん 。 
た だ 、 防 音 は し っ か り し て いて 、 加湿 器 や 金庫 も あり 、 
気配 り が 行き 届い て いま す 。 1 階 入口 は 民国 海鮮 餃子 楼 
( 有 0532 8288 6606, 1 人 平均 \80, @9:00-21:30 ) に 
結 し て いて 、 食 事 時 は いつ も 行列 が で きま す 。 


無 他 民宿 民泊 \\ 

( 元 他 民宿 : 必 157 1279 0100: 金品 一 路 41 号 , スタ ン 
ダー ド シ ン グル / ツ イン \468/568 よ り ) 角 魏 公園 北側 
の 丘陵 の 住宅 街 に あり ます 。 か わい らし い 小 さ な 庭 が あ 
り 、 管 理 人 が 毎日 建 う 朝食 を 用 意 し て くれ ます 。 客室 は 
シン プル で 温か み が あ り 、 窓 か ら は 赤い 瓦 、 緑 の 木々 、 紺 
着 の 海 、 才 い 空 が 見 えま す 。 


3 食事 


青島 で の 美食 の 旅 は 朝市 か ら 始 まり ます 。 西 康 路 < 台 
H 紳 四 路 に か け て の 団 島 朝 市 や 泊 水 路 の 朝市 で は 火 


け 、 2 番目 に 高い 霊 旗 峰 に 登り 、 黄 海 を 見 渡す と 、 
起伏 の ある 山々 が 海 に 油 り 入 む よう な 壮大 な 景 
が 広がっ て いま す 。 宋 朝 の 太 祖 で ある 救 が 建て た 
太 清宮 (チケ ッ ト 別 燈 \27 ) は 、 旧跡 を 訪ね る こと 
が 難し い 状態 で す が 、 金 席 の 小説 で 知ら れる 丘 鹿 
機 が か つて この 地 で 修行 を 積ん で いて 、 そ の 名 を 慕 
っ て 多く の 人 が 訪れ ます 。 境内 に は 樹齢 生年 も の 銀 


焼 ( パ イ ) や 果物 を 購入 で きま す 。 昼 は 旧 市 街 の 麺 り に 
ある 庶民 的 な 食堂 や こざ っ ぱり し た 店 を 因 び ます 。 老舗 
の 多く は チェ ー ン 店 を 出し て いて 、 味 が 安定 し て いる 上 、 

野 境 も 以前 に 比べ れ ば 向上 し て お り 、 商 業 施 設 で 見 か 
ける こと も あり ます 。 夜 は 台東 の ビア ハウ ス ゃ 二 嘩 一 条 
街 の 大 き な 屋 台 で 地元 の 人 と と も に ビー ル を 楽し み ま 
じょう 。 


査 や 側 柏 ( コ ノ テ ガ シ ワ ) が 生 い 茂 り 、 山 官 典 の 前 
に は 樹齢 約 600 年 の 椿 が 2 本 あり 、 秋 か ら 冬 に か け 
て は 黄葉 や 紅白 の 花 が 点々 と ちり ば め ら れ 、 目 を 楽 
し ませ て くれ ます 。 余力 が あれ ば 、 同 じ く 宋 の 太 祖 
で ある 表 が 建て た 仰 口 の 太平 宮 と 華厳 の 仏 寺 に も 
足 を 伸ばし まし ょ う 。 4 つの 観光 エリ ア は 、 基 本 的 
に 2 日 見 て お か な けれ ば 回 りき れ ま せん 。 
市 街 地 か ら は 、 バ ス 104、305 に 乗る こと が で き 
ます 。 青 島 駅 か ら は 観光 バス 1 路 や レト ロ な チン チン 
電車 に 乗る こと が で き 、 贈 山 (大 河東 ) 遊 客 服務 中 
心 で 下車 すれ ば OK で す 。 ⑯ 
贈 山 、 太 清宮 


@ Shandong Provincial Department of Culture and Tourism 


フロ ント で は 観光 スポ ッ ト 、 交 通 、 食 事 な ど 、 あ ら ゆ る 
アク ティ ビ テ ィ に つい て 情報 を 提供 し て いま す 。 ユ ー ス ホス 


青島 は 開港 が 比較 的 早かっ た 上 、 日 本 や 韓国 に も 
近く 、 日 本 料理 、 韓 国 料理 、 ド イツ 料理 、 フ ラン ス 料 理 
な ど 異 国 の 料理 が 本 場 の 味 を し っ か り 再 現し て いて 、 
試し て みる 価値 大 い に あ り で す 。 


名 も 無き 地元 グル メ 山東 料理 \ 

( 元 名 小史 : 深 0532 8287 5949: 曲阜 路 14 号 , 1 人 平 
均 \55, ⑦10:30 -14:30、16:30 -21:00 ) 名 前 こそ あり ま 
せん が 、 地 元 の 人 々 の 口コミ で 高く 評価 され て いま す 。 ご 
夫婦 で 営む 家庭 料理 の 小さ な 店 は 、 煮 た り 、 蒸 し た り 、 
炒め た り と さま ざま な 調理 法 で 海鮮 料理 を 出し て くれ ま 
す 。 食事 時 に は 行列 が で きま す 。 


隆 喜 元 魚 湯 包 海鮮 \\ 
( 隆 喜 元 急 湖 包 , 恨 0532 6865 8559, 寧夏 路 147 
号 G 棟 102, 1 人 平均 \95, @10:00-14:30、16:30 - 


21:30 ) 新しく スタ イリ ッシュ な 内 装 を 施し た 老舗 店 。 全 家 
福 湯 包 (スー プ 入 り の 肉まん ) は 、 カ ニ 、 エ ビ 、 イ カ 、 シ タビ ラメ 
と 豚肉 と いう 5 種類 の 具 材 を 一 度 に 味わう こと が で き 
ます 。 せ いろ を 開け る と 、 さ ま ざ ま な 色 の 湯 包 か ら 濃 厚 の 
海鮮 の 香り が 立ち 上 り 、 大 い に 食欲 を そそ られ ます 。 


赤 暖 謙 日 本 料理 \\ 

( 赤 暖 鶴 , ウ 133 0532 3192, 澄 海 一 路 19 号 , 1 人 平均 
\155: Ci11:00 -14:00、 17:00 - 翌日 2:00 ) の れん を く < く ぐ 
れ ば 、 そ こ は お な じみ の 居酒屋 スタ イル で す 。 日 本 語 
メニ ュー を 手 に 好み の 焼き 物 や 揚げ 物 を 注文 し . そ れ に ビー ル 
を 合わ せ し ょ う 。 居合 わせ た 日 本 人 客 と 青島 の あれ こ 
れ を 話す の も 旅 の 醍醐 味 で す 。 


⑥ カフ ェ と ナイ トラ イフ 


独 崖 加 理 カフ ェ 

( 必 0532 8899 5678: 温 山 五 路 3 号 , 1 人 平均 \65: 
〇 月 曜 - 金 曜 9.30 -23:00、 末 は 24:00 ま で ) 看板 の 
な い カ フェ 。 第 三 海水 浴場 南西 角 の 別荘 地 に 隙 れ て いま 
す 。 お いし い コ ー ヒ ー や チョ コレ ー ト を 提供 する だ け で な 
く 、 店 の 前 の 広い テラ ス と 大 き な フ ラン ス 窓 の お か げ で 、 
五 四 広 場 の 海 の 街 の 夜景 を 心ゆく まで 楽し r こ と が で き 
ます 。 


『 


ヨ 


薩 布 隆 カ フェ バー カフ ェ / バ ー 

(本 布 隆 嘱 唱 酒 叩 : ウツ 186 6976 6631, 太平 角 一 路 
23 号 , 1 人 平均 \75: @10:30-23:00 ) 元 ベ ルギー 領 
館 を 改築 し た カフ ェ バ ー で 、 夜 は さら に 雰囲気 が 増し ま 
す 。 この 店 の ベル ギー クラ フト ビー ル は 麦 の 香り が 濃厚 
で 、 揚げ た て の フラ イド ポテ ト と 相性 抜群 で す 。 


ショ ッ ピ ング 

青島 の 旧 市 街 に は い 独 立 系 ブッ クス ト ア や 
雑貨 店 が た くさ ん あり ます 。 竹 間 雑 貨 店 ( 竹 同 奈 次 
店 , 180 5446 0558: 大 学 路 8 号 院 子 里 , ②10:00- 
9:00 ) で は 麦わら 帽子 や スト ラッ プ 、 小 さ な ブ ロー チ な 
ど 、 店 主 自 ら が セレ クト し た 、 あ る い は 手作り し た 小物 を 
反 売 し て いま す 。 時 光 印 記 活 字 印 刷 (| ツ 156 6679 8661: 
南京 路 100 号 創意 100 園 区 123 室 : ⑦9:00 -17:00、 月 
揚 定 休 ) 活字 印刷 体験 (90 =120 分 、\99/ 人 ) と グッ ズ 、 
USB と いっ た 活字 印刷 の 関 建 商品 を 提供 し て い 
ます 。 

崎山 の 緑茶 は 、 わ ざわ ざ ぎ 候 売 市 場 に 行か な く て も 、 贈 
山 ふ も と の 農家 で 買う こと が で きま す 。 地元 な ら で は の 
剛 山 コー ラ 、 高 没 シ ロッ プ と いっ た 飲み 物 や お 菓子 は 、 
シン プル で ユニ ー ク な お 土産 に な り ま す 。 


⑳ 到着 と 出発 
飛行 機 
青島 膨 東国 際 空 港 (0532 96567, www.qdairport. 
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com ) は 、 2021 年 より 運用 が 開始 され た 青島 の 新 空港 で 
あり 、 中 国 の 主要 都市 、 香 港 や 台 比 へ の 便 が 頻繁 に 行 
き 交 い 、 国際 便 は ソウ ル 、 仁川 、 東 京 、 ト ロン ト な ど に 
就航 し て いま す 。 


列車 

青島 に は 2 つの 駅 が あり ます 。 市 中 心 部 に 位置 する 青 
島 駅 (青島 癌 , 泰安 路 2 号 ) と 市 中 心 部 か ら 比 に 15 キ ロ 
の 青島 北 駅 (青島 北 駅 : 静 楽 路 1 号 ) で す 。 どちら の 駅 に 
も 特急 列車 と 高速 鉄道 が 走っ て いま す が 、 後 者 の 方 が 
本 数 が 多い で す 。 煙台 (1 時 間 ) 、 済 南 (1.5 時 間 ) 、 泰 安 
(3 時 間 ) へ は どちら も 便利 で す 。 


長 距離 バス 

旅行 者 に と っ て 、 最 も 便利 な 長 距 離 バ スタ ー ミ ナル 
は 青島 長 距離 バス ター ミナ ル ( [青島 長 塗 汽 年 敵 : ノア 】 
0532 96650, 温州 路 2 号 ) で す 。 青島 の 大 部 分 の バス が 
この ター ミナ ル か ら 出 発し て いて 、 即 墨 ( \10, 1 時 間 ) 、 
枚 菜 ( \78, 4 時 間 ) と 東 営 (\100, 5.5 時 間 ) な ど へ の 
便 が あり ます 。 ウィ ー チ ャ ッ ト 公 式 ア カウ ント 「 青 点 交 
活 行 ] で バス ター ミナ ル の 最新 の 時 刻 表 や 料金 が 確認 
で きま す 。 


青島 の 独立 系 
ブッ クス ト ア 
青島 の 独立 系 ブッ クス ト ア は 本 の チョ イス 、 レ イ 
アウ ト 、 雰 囲 気 に それ ぞ れ 特色 が あり ます 。 


我 億 書店 ( 136 0896 6084: 市 比 区 昌 楽 路 1 号 天福 
文化 新天地 3 楼 D3, 10:00 -18:00 ) 主 に 特別 価格 
の 文学 、 歴 史 、 社 会 科学 系 の 書籍 を 扱 っ て いて 、 市 
場 で は 入手 困難 な 良書 が 数 多く あり ます 。 


不 是 書 店 ( 133 4123 7842, 泰 叶 路 19 号 WFC 協 信 
中 心 星光 里 1 楼 , 10:00-20:00 ) 街 の 文学 青年 が 
集まる 場所 で 、 い くつ か 支店 が あり ます 。 本 だ け で 
な く 、 コー ヒー や 手工 芸 品 も 販売 し て いま す 。 

良 友 書 坊 ( 必 0532 8286 3900, 安 微 路 5 号 : 
9:30-18:30 ) 1 階 と 4 階 は どちら も カフ ェ ・ ブ ッ ク 
バー と な っ て いて 、 開封 さ れ て いる 本 で あれ は 無料 
で 読む こと が で きま す 。 1 階 で は 絵画 や 写真 の 常設 
展示 が 行わ れ 、4 階 で は サロ ン 形 式 の 講座 が 不定 
期 で 開催 され て いま す 。 

荒島 書 坊 (| ノウ 186 6181 5872: 黄 県 路 12 号 、 老 舎 旧 居 
の 北側 : ②10:00-17:00、 金 曜 、 土 曜 定休 ) この 小 
さ な 書 店 で は 、 コ ー ヒ ー は 売っ て お ら ず 、 オ ー ナ ー 
が 涯 ん だ 老 舎 、 角 乱 、 落 氏 な どの 作品 集 や 世界 各 
地 か ら 集 め た 古い 雑貨 だ けが 並ん で いま す 。 ⑯ 


@⑳ 地方 交通 
空港 の 離発着 

新た に 用 が 開始 され た 青島 騰 東 国際 空港 は 、 同 
様 に 複数 の 空港 バス 路線 が あり 、 電 話 (| ツ 0532 8480 
6788 ) に て 問い 合わ せ が 可 能 で す 。 空港 か ら 市 街 地 ま で 
は タク シー で 約 \70、1 時 間 半 か か り ま す 。 


路線 バス 

青島 の 公共 交 馬 機 関 は 非常 に 発 半 し て お り 、 剛 山 の 
景勝 地 、 西 海岸 金 沙 灘 な どの 観光 エリ ア の よう な 離れ 
た と ころ に も 下 到 の バス が あり ます 。 チ ケッ ト は 馬 常 \1 
で 、 無 人 販売 で す 。 路線 が 長い バス は 区 間 ご と に 料金 
が 徴収 され 、 ス タッ フ が チケ ッ ト を 販売 し ます 。 そ の た 
め 、 琴 島 馬 (|IC カ ー ド ) を 申し 私 むと あれ これ 考え ず に 
済み ます 。 


レト ロ な チン チン 電 
青島 市 内 に は レト ロ な チン チン 電車 の 路線 ( 0532 

8381 1283 ) が 2 つ あ り ま す が 、 発 車 の 頻度 は ば ら つ き が 
大 きく 、 15 分 -1 時 間 は 見 て お いた 方 が 良い で し ょ う 。 G1 
( \5: 9:00-16:00 ) 青島 駅 部 城 路 駅 と 極地 海洋 世界 
を 行き 来 し 、 機 橋 、 角 乱 公 園 、 八 大 関 、 五 四 広 場 な どの 
観光 スポ ッ ト を 経由 し ます 。 G2 (5\: 9:00-16:00 ) は 、 
青島 郊 城 路 駅 と 贈 山 を 行き 来 し 、4-10 月 の み 運行 し 
ます 。 


地下 鉄 

青島 の 地下 鉄 ( 浸 0532 5577 0000 ) は 、 現 在 1 号 、 2 
号 、3 号 、11 号 な ど 6 つ の 路線 が 開始 し て いて 、 初 乗り は 
\2 で す 。 営業 時 間 は 6 時 か ら ス ター ト し 、 22:30 前 後に 
終電 が 出 て 、 23 時 過ぎ に 終了 し ます 。 


シェ アサ イク ル 
旧 市 街 は 丘陵 で 起伏 が あり 、 道 路 が 狭い た め 、 今 の 
と ころ シェ アサ イク ル サ ー ビ ス は あり ませ ん 。 


タク シー 

普通 タク シー の 初乗り 料金 は \10/73 キ ロ 、 黒 色 ( リ 
ムジ ンタ クシ ー と も ) の 初乗り 料金 は \12/3 キ ロ 、 そ の 
後 、 普 罰 車 は \2/ キ ロ 、 リ ムジ ンタ クシ ー は \2.5/ キ ロ 
と な り ま す 。 配車 アプ リ も 広く 使わ れ て いま す 。 青島 の 
朝晩 の ラッ シュ は 和 避け る よう に し まし ょ う 。 


煙台 


煙台 の 旧 稼 は 受 味 で す 。 明 の 時 代 、 公 窓 の 襲来 を 防ぐ 
た め 、 煙 で 警告 を 伝え る た め の 基 台 を 義 山 に 設け た こと 
か ら 、 「 煙 台 市 ] と いう 名 前 が 生ま れ ま し た 。 1861 年 、「 天 
津 条 約 」 に より 麺 商 港 と な り 、 赤 い 屋 根 と 白い 璧 の 折 代 
的 な 欧風 建築 群 が 、 殺 風景 だ っ た 街 に 異国 情緒 を 吹き 
込み まし た 。 

現在 の 煙台 は 、 仙 境 の よう な 送 菜 開 や 煙台 山 の エ キ ゾ 
チッ ク な 建築 物 が ある ほか 、 海 辺 で リン ゴ を か じ り 、 昼 
間 か ら ワ イン を 味わう こと が で き 、 丘 陵 と 海辺 が 融合 し 
た 生活 の 中 に 魅力 が 隠さ れ て いま す 。 


め 観光 スポ ッ ト 

煙台 山 公園 歴史 的 建造 物 
( 以 0535 686 8200: 歴 新 路 7 号 : 無料 , ②5 月 

日 -10 月 31 日 7:00 -17:30、11 月 1 日 - 翌年 4 月 30 日 


8:00-17:00: [5|32 ) 14 世 紀 の の ろ し か ら 、 イ ギリ ス 、 
プ メ リカ 、 ド イツ 、 フ ラン ス 、 日 本 、 デ ンマ ー ク の 6 カ国 が 領 
館 や 官邸 を 建て た 1861 年 の 煙台 開城 まで 、 煙 台 山 に は こ 
の 街 の 600 年 以上 の 歴史 が 宿っ て いま す 。 

現在 、 煙 台 山 は 都市 の 奥 庭 に その 次 を 変え て いま す 。 
木陰 を 敵 策 し な が ら 、 デ ンマ ー ク 領事 館 や 入口 の 人 急 
像 な ど び 、 そ ここ こ で 100 年 前 の が 残さ れ た 西洋 建築 
を 鑑賞 する こと が で きま す 。 官邸 を 改築 し た 煙台 開港 
展示 館 ( 畑 台 井 協 際 列 填 , いずれ も 無料 : ⑦9:00- 
17:00 ) な どの 展示 館 を 見 学 す る こと も で きま す 。 山頂 に 
は 忠烈 筒 、 の ろ し 台 と いっ た 明代 や 清 代 の 満 跡 が あり ま 
す 。 清 代 に 建設 が 始ま っ た 煙台 山 灯台 (8:30-17:30 ) 
は 、1986 年 に 取り 壊さ れ て 再建 され まし た 。 最上 階 の 11 
階 に 登る と (チケ ッ ト \10 ) 、 煙 台 港 や 煙台 市 の 風景 を 
望 で き 、 冬 で あれ ば 閉館 前 に 旭 び や か な 夜景 を 見 る こと 
も で きま す 。 


紀 


o 


台 民 俗 博物 館 (福建 会 館 ) 博物 館 

(|0535 686 8200: 南大 街 257 号 : 無料 : ②5 月 
1 日 -10 月 31 日 9:00 -17:00、 11 月 1 日 ~ 翌年 4 月 30 日 
9:00~-16:30、 月 曜 休館 , [S]43 ) 福建 省 泉 州 の 商人 が 海 
路 で レン ガ 、 瓦 、 木 材 、 石 材 を 煙台 まで 輝 び 、1884 年 か 
ら 92 年 の 歳 月 を か け て 建設 し た 正真正銘 の 南 福 建 式 婚 
祖 誠 を ご 覧 くだ さい 。 期 宇 内 の 洗練 され た 木 や 石 の 彫刻 
は 、 い ずれ も ゃ 地元 の 職人 が 彫っ た も の で す 。 現在 で も 、 
毎年 旧暦 月 23 日 の 婚 祖 の 誕生 日 に は 盛大 な セレ モニ ー 


煙台 山 灯 人 台 


が 行わ れ て いま す 。 ふだん 寺院 は 、 煙 台 博 物 館 の 拡 
張 展示 ホー ル と し て 使用 され て いて 、 東西 の 建物 を 使っ 
て 福建 会 館 や 娘 祖 文化 を 紹介 し て いる ほか 、 婚 礼 用 の 
篤 籠 や 銅製 の 灯り な ど 煙 台 の 民俗 文 任 財 を 展示 し て い 
ます 。 


に 


張 裕 酒 文化 博物 館 歴史 的 建造 物 

( 履 0535 663 2892, 大 馬路 56 号 , チケ ッ ト \80 よ 
り 、 解 説 \120, つ 5 月 1 日 -10 月 31 日 8:00 -17:30, 11 月 
1 日 - 翌 年 月 30 日 8:00~-17:00: [3S]3 ) 19 世 紀 末 、 愛 国 
的 な 芋 代 で ある 張 強 士 氏 が 「 実 業 で 国 を 繁栄 させ る | と 
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煙台 の リン ゴ を 食べ る と 、 そ の 味 が 日 本 の 富士 に 
きわ め て 近い こと に 気付 く で し ょ う 。 事実 、 煙 台 棲 霞 
の リン ゴ 技 術 は 、 日 本 人 の 菅井 功 氏 に よっ て 導入 さ 
れ ま し た 1920 年 代 に 生ま れ た 菅井 功 氏 は 、 第 二 次 
世界 大 戦中 、 溢 陽 に 派遣 され て いま し た 。 大 病 を 患 
っ た こと で 、 自 身 を 治療 し て くれ た 中 国 の 地元 の 人 々 
と の きず な が 生ま れ ま し た 。 そ し て 、1985 年 に 中 国 に 
戻っ た 彼 は 、 数 十 年 に わた る リン ゴ 栽 培 の 経験 を 生 
か し 、 リ ン ゴ 栽培 に 最適 な 地域 の 調査 を 始め ます 。 
山西 省 、 河 北 省 、 了 西 省 、 山 東 省 の 果樹 園 を 調査 し 、 


いう 夢 を 実現 する た め 、 煙 台 に | 張 裕 醸 酒 公 司 」 を 設立 
し 、 中 国 の ワイ ン 醸 洗 の 歴史 が スタ ー ト し まし た 。 現在 の 
張 裕 酒 文 化 博物 館 は 、 そ の 旧 醸 汗 所 を 改築 し た も の で 
す 。 工 場 建造 初期 の 七 大 な 3 つの オー ク 樽 は 、100 年 経っ た 
今 も 館内 地下 の ワイ ン セ ラー に 残さ れ て いま す 。 見 当 


終了 後 は 、 チ ケッ ト で 赤ワイン と 白 ワ イン を 1 杯 試飲 で き 
ます 。 
第 一 / 二 海水 浴場 海水 浴場 


(無料 : ②24 時 間 : [5]3, 17 ) 煙台 の 種 や か な 砂浜 と 
外 き 下っ た 海 は 、 毎 年 夏 に な る と (そし て 冬 に な っ て も ) 
泳い だ り 、 砂 洛 び を し た りす る 人 た ち が 数 多く 六 れ ます 。 
第 一 海水 浴場 ( 浜 海 北 路 ) は 古い 海水 浴場 で 、 煙 台 山 か 
ら わ ず か 2km の と ころ に あり 、 足 の 洗い 場 、 シ ャ ワー、 医 
務 室 、 サ ン シ ェ ルター な どの 施設 が 充実 し し いま す が 、 同 
計 に 最も 混雑 し て いま す 。 第 二 海水 浴場 ( 海 昌 魚 人 二 頭 
H 側 ) は 市 街 地 か ら や や 離れ て お り 、 ビ ー チ は 小さ いで 
す が 、 比 較 的 人 が 少な く 、 関 御 施設 も 充実 し て いま す 。 毎 
年 7 月 1 日 か ら 9 月 20 日 まで 、 海 水浴 場 の 殺 泳 エリ ア に は 
サメ 防止 の ネッ ト が 張ら れ ま す 。 


⑮ 欠 泊 

煙台 の 古い ホテ ル は 駅 の 近く に 集中 し て いて 、 最 新 か 
つ オ ー シ ャ ン ビ ュー の ホテ ル は 十字 街 や 海水 浴場 の 周辺 
に 集中 し て いま す 。 


2Y 


2 本 


最終 的 に 煙台 を 富士 リン ゴ の 栽培 拠点 に 選び まし 
た 。 同 時 に 枝 の 勇 定 、 葉 摘み 、 摘 果 、 袋 か け な ど の 
技術 を 地元 の 農家 に 少し ずつ 教え て いき まし た 。 長 
年 に わた る 改良 を 経て 、 山 東 省 煙台 棲 起 の リン ゴ は 
その 鮮やか な 色 、 歯 触り の 良い 食 感 、 程 良い 甘 さ で 
広く 国内 に 知ら れる よう に な り ま し た 。 ⑯ 


煙台 アジ アホ テル ホテ ル \\ 
( 並 彼 普 大 酒店 , 以 0535 658 8888, 南大 街 116 号 


スタ ンダ ー ド シン グル \367 よ り 、 ス タン ダー ド ツ イン \359 
より ) リ フォ ー ム され た 老舗 の 四 つ 星 ホテ ル で 、 駅 、 バ ス 
ター ミナ ル .、 魚 幸 頂 公園 が 徒歩 剛 内 の 交通 至便 な 場所 に あり 
ます 。 客 室 は 明る く 広々 と し て いて 、 自 分 で 沸か すこ と が で 
きる 浄水 栓 が 取り 付け られ 、 環 境 に 配慮 し て いま す 。 


ヒル トン 煙台 ホテ ル \\\ 
( 世 茂 希志 頭 : | 光 0535 679 8888, 大 馬路 53 号 : スタ 
ンダ ー ド シン グル \692 よ り 、 ス タン ダー ド ツ イン \665 
より ) ホテ ル は 煙台 で 最も 高い ビル に あり 、 オ ー シ ャ ン 
ビュ ー が 広がり ます 。 絶好 の ロケ ーション に 位 加 し 、 十 字 
街 、 煙 台 山 と 第 一 海水 浴場 へ 歩い て すぐ で す 。 子 ども 建 
れ で 和 宿泊 する と 、 子 ども 用 の スリ ッ パ と 歯ブラシ を 用 意 し 
て くれ ます 。 


で = 着 業 開 

中 国 の 東海 仙山 の 伝説 で は 、 落 菜 は 神仙 が 住む 
5 つの 仙 島 の 1 つ で あり 、 秦 の 始 皇 や 漢 の 武帝 な 
ど 古 代 の 皇帝 が 薬 を 求め て 仙人 を 訪ね た と され て 
いま す 。 仙人 探し は 失敗 に 終わ り ま し た が 、 湖 海 に 
隣接 する この 小 都市 は 、 漢 の 時 代 か ら 「 葉 ] と い 
う 地 名 を 冠 す る よう に な り ま し た 。 帝 王 が 登っ た こ 
と も ある 丹 崖 山 で は 、 宋 嘉 佑 6 年 (1061 年 ) に 北 葉 
閣 が 建て られ 、 正 式 に 人 間 界 に お ける 仙 界 の 連絡 
事務 所 と な り ま し た 。 膝 王 閣 、 黄 鶴 楼 、 岳 陽 楼 に 局 
を 並べ る 中 国 四 大 名 楼 の 1 つ で す 。 八仙 が 海 を 渡っ た 
と いう 伝説 、 そ し て 参拝 に 訪れ る 官 更 や 市 民 に よ 
っ て 、 こ こ は 差 葉 開 、 天 后 宮 、 林 五 宮 な ど 6 つ の 寺 
院 か ら な る 古代 建築 群 へ と 区 第 に 発展 し 、 文 人 墨 
客 が ここ に 無数 の 対 障 、 碑 文 と いっ た 墨 跡 を 残し ま 
し た 。 この うち 蘇 公 で は 蘇 の 真 筆 を 目 に する こ 
と が で き 、 見 交 せ ませ ん 。 

現在 の 勤 葉 閣 観 光 エ リア ( ノ 0535 564 3012: 北 
関 路 と 西 関 古 街 交 差 点 の 北東 角 , チケ ッ ト \100: 


3 食事 


山東 料理 の 三 大 流派 の + つ で ある 煙台 「 福 山 料理 ] は 、 
海鮮 料理 を 得意 と し て いて 、 あ っ さり と し た 味付け で 素材 
本 来 の 味 が 味わえ ます 。 青島 の 人 も 海鮮 を 食べ る た め に 
わざ わざ 足 を 痺 ぶ ほど で す 。 環 山 路 の 南 、 紅 旗 中 路 の 北 
に ある 上 訂 西 路 美 食 街 は 、 海 鮮 や バ ー ベ キュ ー を 食べ る 
の に も っ て こい の 場所 で す 。 張 裕 酒 文仁 館 に 隣接 する 十 
字 街 で は 、 ハ イシ ー ズ ン に 夜市 が 開か れ ま す 。 


栄 祥 海鮮 \\ 

( 菜 祥 : 0535 327 7708: 自民 街 25-1 号 、 老 海 関 街 
近く : 1 人 平均 \100, 210:30-14:30、15:30 -21:30 ) 奥 
まっ た 路地 に あり な が ら 、 評 羊 の 料理 を 求め る 客 で いつ 
も 賑わっ て いる 老舗 。 リ ニュ ー ア ル 後 、 食 事 の 環境 が 大 き 
く 改善 され まし た 。 オー ナー は 長年 に わた っ て 地元 の 漁 
師 と 密接 な 関係 を 築い て お り 、 そ の 場 で し め て 料理 する 
海鮮 は 、 新 鮮 な こと は も ちろ ん 、 多 彩 な 料理 法 で 味 准 を 
わし づか み に し ます 。 


《⑳⑩ お 役立ち 情報 
旅行 情報 

駅 と バス ター ミナ ル の 出口 (駅 か ら は 出 ませ ん ) に 
は 、 観 光 案 内 所 (400 6369 369, @7:00 -17:00 ) が 
設け られ 、 豊富 な 情報 と バス の 時 刻 表 を 提供 し て い 
ます 。 煙台 山 の 南 門 に も 煙台 ツー リス トイ ン フ ォ メ ー 
ショ ン セ ンタ ー ( 159 6656 7590, 7:00-17:00 ) が 設 
けら れ 、 実 用 的 な 中 、 英 、 日 、 韓 国語 の 旅行 情報 ハン ド 
ブッ ク を 提供 し て いる ほか 、 観光 エリ ア 証 行 チ ケッ ト 、 
狼 葉 、 龍 口 南山 な ど 日 帰り ツア ー の サー ビス も あり 
ます 。 


9 到着 と 出発 


@⑧5 月 1 日 -10 月 31 日 6:00 -18:30、11 月 1 日 ~ 翌年 
4 月 30 日 7:30 -17:00 ) に は 2 つの エリ ア が 含ま れ 
て いま す 。 城壁 内 の 薄 菜 閣 古 代 建 築 群 、 水 城 ( 古 
登 州 港 ) と 古 船 博物 館 な ど 、 そ し て 城壁 外 の 
田 横 山 と 黄海 と 湖 海 の 教会 座標 ( 黄 湖 海 分 界 和 
柄 ) で す 。 チ ケッ ト は 再 入場 が で き な い た め 、 不 
用 意 に 城壁 の 入 旭 場 を し な いよ うに 注意 し まし 
届 ヲ 。 

煙台 バス ター ミナ ル と 空港 で は 、 薄 菜 バ スタ ー ミ 
ナル ( ノ 0535 335 9287 ) 行き の バス が 順次 発車 し 
て いて 、 そ の 後 バ ス (4/5/7/ 北 q 葉 西 専用 路線 ) また 
は タク シー ( 約 \12 ) に 乗り 換え て 落葉 閣 に 向かい 
ます 。 済 南 、 青 島 に も 下 通 の 高 球 鉄 道 と 特急 列車 が 
あり ます が 、 便 数 は 多く あり ませ ん 。 ⑯ 
煙台 、 基 菜 閣 


飛行 機 

煙台 難 菜 国際 空港 (0535 629 9999:wwwytairport. 
com.cn/) は 葉 と 煙台 の 間 に あ り 、 北 京 、 上 海 、 大 旭 、 済 
南 、 天 津 に 向かう 便 の ほか 、 国際 線 は 香港 、 マ カオ 、 台 
湾 、 日 本 、 韓 国 へ の 下行 便 が 就航 し て いま す 。 


列車 

台 に は 、 市 中 心 部 に ある 煙台 駅 ( 畑 台 問 : 
み 0535 9510 5105: 受 累 屯 路 ) と 市 中 心 部 か ら 南 に 13 
キロ の 煙台 南 駅 ( 畑 台 南 敵 : 菜 山区 山海 南路 、 栄 鳥 高 
束 そ ば ) と いう 2 つの 駅 が あり ます 。 どちら の 駅 に も 特 
急 列 車 と 高速 鉄 道 が だ 走っ て いま す が 、 後 者 の 方 が 本 数 
は 多い で す 。 成海 ( 約 30 分 ) 、 済 南 (2 時 間 ) 、 青 島 (1 時 
間 ) へ は どちら も 便利 で す 。 行程 や 時 間 の 短い 列車 は 、 
ハイ シー ズン に な る と 即 完 売 し ます 。 
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長 距離 バス 

旅行 者 に と っ て 、 最 も 便利 な 長 距離 バス ター ミナ ル 
は 煙台 バス ター ミナ ル ( 需 台 汽 年 忌 問 : 光 400 6369 
369: 西 大 街 36 号 ) で す 。 煙台 の ほとん どの バス が この 
ター ミナ ル か ら 出 て いて 、 北 葉 (28\: 6:50-18:00、40 分 / 
便 , 1.5 時 間 ) 、 龍口 (35\, 5:40 -18:10、 40 分 / 便 : 2 時 
間 ) 、 威海 (30\, 6:00~-18:00、1 時 間 / 便 , 2 時 間 ) に 向 
か う バ ス は 、 全 行程 高 球 道路 を 走り ます 。 ウィー チャ ッ ト 
公式 アカ ウン ト 「 畑 台 汽 年 癌 ] で バス ター ミナ ル の 
最新 の 時 刻 表 と 料金 を 確認 で きま す 。 


@⑳ 地方 交通 
空港 の 離発着 

煙台 建 菜 国際 空港 に は 、 エ アポ ー ト リム ジン の 路 [PF 龍口 南山 
線 を 複数 設け て いて 、 煙台 バス ター ミナ ル ( \23 ) 、 北 
葉 バ スタ ー ミ ナル ( \25) や 龍口 黄 城 バ スタ ー ミ ナル 
( \35 ) に 衣 行 し て いま す 。 行程 は いずれ も 1-1.5 時 間 
で す 。 栄 成 、 福 山 な ど へ の 直通 バス も あり ます 。 電話 で 
( 400 6369 369 ) 問い 合わ せ 可 能 で す 。 


雑 菜 か ら 車 で 1 時 間 の 龍口 に は 、 世 界 最大 と 言 
われ る 鈴 青 銅 鋳造 の 釈 迎 牟 眉 学 像 が あり 、 龍口 南 
山 (400 0535 998, 竜 口 市 の 南西 9 キロ : チケ ッ 
ト \120: @7:30 -18:00 ) に 位置 し て いま す 。 観光 
エリ ア は 南山 全体 を 覆っ て いて 、 い くつ か の エリ ア に 
別れ 、 そ れ ぞ れ 10 キ ロ あ まり 離れ て いま す 。 そ の た 
め 、 釈 名 牟 尼 学 像 を 参拝 し た 後 、 続 け て 南山 南側 
の 玉 仏 典 に 向かい 、 中 国 最大 の 玉 仏 を 見 た い 場 合 
は 、 電 動 自 転 車 ( \25) に 乗る の が 一 番 で す 。 

煙台 か ら 龍 口 へ の バス に 乗り 、 先 に 龍口 東 


の ー 、 パス ター ミナ ル ( 黄 城 ) で 下車 し ます 。 5 路 、10 路 の 
タク シー の 初乗り 料金 は \9 で 、 市 街 地内 の 各 観光 バス に 乗り 換え て 南山 博 商 障 物 中 心 で 下車 し 、 観 光 


スポ ッ ト へ は 馬 常 \15 前 後 で 行け ます 。 空港 まで の エリ ア の シャ トル バス に 乗る か 、 息 接 タク シー( 約 


路線 バス 
市 内 の バス 路線 は 非常 に 多く 、 市 内 の 各 観 光 ス ポッ ト 
へ 行く の に 便利 で す 。 料金 は すべ て \1 で す 。 


タク シー は 約 \50、 煙 合 南 駅 へ は 約 \40 で す 。 \35 ) に 乗っ て 南山 禅 寺 大 門 へ 向かい ます 。 ⑯⑮ 
南山 祥 寺 
@F@ 劉 公 島 シェ アサ イク ル 
煙台 東側 の 海域 約 70 キ ロ の と ころ に ある 劉 公 煙 合 の いた る と ころ で さま ざま な 色 の シェ アサ イク ル を 
島 ( 記 公 島 : 以 0631 528 7807: WWW.liugongda0. 目 に する こと が で きま す 。 最低 料金 は \1.5 で す 。 市 内 は 上 
com.cn: チケ ッ ト \122、 往 復 の 乗船 券 入 み , り 坂下 り 坂 が 多い の で 、 走 行 に は 注意 し まし ょ う 。 


⑫8:00-16:30 ) は 、 海 上 の 森林 公園 や 歴史 的 な 旧 
跡 が ある 小島 で す 。 ニ ホン ジ カ や パン ダ が 木陰 に く 
つろ ぎ 、 清 代 の か つて の 北洋 海軍 提督 署 と 水 師 学 
堂 が 甲 午 戦 争 博物 院 に 改築 され て お り 、1894 年 の 
甲 午 戦争 、 日 本 で は 日 清 戦 争 と 呼ば れ 、 そ の 前 線 の 
戦況 を 在 観 的 に 理解 する こと が で きま す 。 最高 
の 旗 頂 山 に は 100 年 前 の 大 砲 が 今 も 残っ て いて 、 海 
岸 に 打ち 寄せ る 波 を 眺め る の に うっ て つけ の 場所 で 
も あり ます 。 

煙台 か ら 列車 で 威海 に 向かい 、 バ ス か タク シー 
に 乗り 換え て 劉 公 島 観光 エリ ア 用 坦 頭 (海浜 北 路 
101-2 号 ) か ら 船 で 向かい ます 。 ⑯ 
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日 本 国民 が 中 国 大 陸 に 旅行 に 行 
く 場合 、 中 国 ビ ザ 申 請 サ ービス セ 
ンタ ー (www.visaforchina.org ) に て 
L 観 光 ビ ザ を 申請 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 日 本 各地 の 中 国 の 額 事 館 
は ビザ の 申請 は 受け 付け て いま せ 
ん 。 2020 年 8 月 1 日 以降 、 中 国 ビ ザ 
の 申請 は 、 オ ン ラ イン フォ ー ム へ の 
入力 と オン ライ ン で の 予約 の 後 、 
最寄り の ビザ セン ター (東京 、 大 
阪 、 名 古屋 に 拠点 あり ) に て 申請 を 
提出 する 必要 が あり ます 。 ビザ に は 
3 か 月 の シン グル また は ダブ ル 、 お 
よび 6 か 月 の マル チ 、 1 年 マル チ の 4 
種類 が あり ます 。 ビザ 発行 まで の 所 
要 時 間 は 、 一 般 に 2-4 営 業 日 で す 。 
発行 され る ビザ の 種類 と 所 要 時 間 
に 応じ 、 申 請 費 用 は 日 本 円 8000 円 
か ら と な り ま す 。 

この ほか 、 日 本 の 観光 客 は 当 人 
の 有効 な 国際 旅行 証明 書 、 お よび 
144 時 間 内 の 日 時 と 座席 が 確定 済 
み の 第 三国 (地域 ) へ の 乗り 継ぎ 航 
空 券 また は 乗船 券 を 所 持 し 、 青 島 
か ら ト ラン ジッ ト で 第 三国 (地域 ) 
へ 向かう 場合 、144 時 間 以 内 の トラ 
ンジ ッ ト で あれ ば 、 ビ ザ の 手続 き は 


免除 され ます 。 


領事 館 


日 本 国 駐 青島 総領 事 館 ( 0532- 
8090 0001, 青島 市 香港 中 路 59 
号 青 島国 際 金 融 中 心 45F: www. 
qingdao.ch.emb-japan.g0.jDi 
@9:00-11:00、13:00-17:00 ) 


保険 

中 国 の 安全 状況 に 問題 が な いと 
し て も 、 保 険 へ の 加入 は 旅行 計画 
の 重要 な 要素 で す 。 保険 の 種類 、 
期間 、 補 償 額 は 、 旅行 プラ ン や 旅 
行 時 期 に 応じ て 手配 ・ 刀 択 す る こ 
と が で きま す 。 都 市 部 で の 観光 や 
ショ ッ ピ ング だ け で あれ ば 傷害 保 
険 で 十分 で す が 、 ダ イ ビ ン グ や サイ 
クリ ング な ど 自 然 環 境 の アク ティ ビ 
ティ を 多く 予定 し て いる 場合 は 、 事 
故 や 緊急 時 の 救援 や 医療 を 含む 旅 
行 保険 に 加入 する こと を お 勧め し 
ます 。 出発 前 に 、 ま ず は 必ず レス キ 
ュー 会 社 の オフ ィ シ ャ ル サ イ ト を チ 
ェ ッ ク し 、 サ ービス 内 容 の 条項 ・ 規 
定 、 お よび 国外 レス キュ ー 会 社 の 水 
準 を 確認 し まし ょ う 。 

現地 ツア ー の 費用 に は 、 常 、 
旅行 会 社 の 賠償 責任 保険 が 含ま れ 
て いま す が 、 こ うし た 保険 は 旅行 
会 社 の 廻 失 に よっ て 旅行 者 に も た 
ら さ れ た 損失 の み カ バー し 、 事 故 や 
旅行 者 自身 の 旭 失 に よる 損失 は 含 
まれ ませ ん 。 長 距離 バス の チケ ッ 
ト は 通常 、 保 険 付き で 販売 され ま 
す が 、 旅 行者 に は 拒否 する 権利 が 
あり ます (チケット 購入 時 に あら か 
じ め 申 し 出 て お いた 方 が 良い で し ょ 


食事 ・ 宿 泊 の 価格 

分 類 食事 の 代金 の 範囲 宿泊 料 の 範囲 
\( エ コノ ミー ) 人 民 元 50 元 以下 人 民 元 100 元 以下 
\\( ミ ドル クラ ス ) 人 民 元 50~-150 元 人 民 元 100~-400 元 
\\\( ハ イク ラス ) 人 民 元 150 元 以上 人 民 元 400 元 以上 


う ) 。 また 、 チ ケッ ト 自 体 に 輸送 請 
負 業 者 の 保険 責任 が 含ま れ て いま 
す の で 、 書 面 は 大 切 に 保管 し て お き 
まし ょ う 。 


地図 


4G、 さ ら に は 5G ネ ットワーク の 
普及 に より 、 旅行 者 は 基本 的 に 道 
端 の 売店 で 地図 を 買う 必要 が あり 
ませ ん 。 事前 に 高徳 や 百度 と いっ た 
地元 の 電子 地 較 ア プリ を ダウ ン ロ 
ー ド し て お くだ け で 、 目 的 地 ま で の 
各種 交通 手段 や 時 間 を 調べ る こと 
が で き 、ios シ ステ ム に 付属 し て いる 
地図 も 利用 で きま す 。 トレ ッ キ ング 
が お 好き な ら 、 ア プリ 「 六 只 」 で 地 
元 の トレ ッ キ ング ルー ト を 数 多く 確 
間 で きま す 。 


税関 条例 


以下 は 、 旅 行者 と 密接 に 関係 する 
税関 申告 規定 で す 。 心 に 留め 、 市 民 と 
し て 法律 を 守る こと で 、 大 き な ト ラブ ル 
を 和 避け る こと が で きま す 。 

入国 する 旅客 が 免税 で 持ち 科 
め る タバ コ と 酒類 の 量 は 、 酒 2 本 
(0.75 リ ッ ト ル ) 、 タ バ コ 400 本 が 
上 限 で 、 旅行 客 は 20 歳 以上 で な け 
れ ば な り ま せん 。 超 狗 分 は 税金 の 
申告 を し な けれ ば な り ま せん 。 

中 国 か ら 出 国 す る 際 、 単 価 が 
\2000 以 上 の 物品 や 電化 製品 は 、 
出国 時 に 申告 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 中 国 大 陸 へ の 出入 国 の 際 の 
税関 申告 義務 に つい て は 、 中 華人 
民 共和 国税 関 総 緒 の ウェ ブサ イト 
(www.customs.gov.cn ) を ご 参照 く 
だ さい 。 


宿 : 

山東 省 で 快 注 な ベッ ド を 見 つけ 
る の は 難し いこ と で は あり ませ ん 。 
ユー ス ホ ス テル 、 民泊 、 漁 業 体験 
型 の 宿泊 施設 か ら 星 付 き ホ テル や 


高級 リゾ ー ト まで 、 あ ら ゆ る も の が 
揃っ て いま す 。 周 末 、 祝 日 、 夏 休み 、 

冬休み の 期間 は 、 山 東 省 に お ける 
観光 の ハイ シー ズン で 、 宿 泊 料 が 
全体 に 上 昇 し ます の で 、 特 に 脱 東 
半島 で は 1 週間 以上 前 に 予約 し た 


場 で す 。 部 屋代 に は 、 宿 泊 料 と 朝 人 
が 含ま れ ま す 。 農業 / 漁 業 体験 型 の 
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オン ライ ン で ホテ ル を 予約 する 
と か な り の 割引 が あり ます 。 ブ ラン ド 


宿泊 施設 は 、 料 金 が 比較 的 安く 、3 
付き の 場合 も あり ます 。 怒 常 は 人 数 
に 応じ て 宿泊 料 と 食事 代 が か か り ま 
す 。 一 人 旅 の 旅行 者 に 対し 、 こ うし た 


方 が 良い で し ょ う 。 5 月 や 10 月 の 建 
休 、 旧 正月 な どの 休暇 期間 は 、 部 
屋 が まだ 空い て いる か どう か を 確 
認 し た 上 で 、 列 車 や バス の チケ ッ ト 、 
航空 券 を 購入 する こと を お 勧め 
| 賜 まお 9 

オン ライ ン 予 約 で の 価格 は 、 一 
般 に フロ ント で の 予約 より も 安く 、 
寺 々 アク セス し て みる と 上 邊 き の 1 
格 が 出 て いる こと も あり ます 。 中 国 
の 大 手 ホ テル 予約 サイ ト に は 携 程 
旅行 綱 (95010: ctrip.com ) 、 芸 
竜 旅行 網 ( 用 4009-33 3333, elong. 
com ) な ど が あり ます 。 


ユー ス ホ ス テル 
青島 、 威海 、 煙 台 、 済 南 、 曲 阜 な 


宿 で は 1 人 部 屋 の 割増 料金 を 取る こ 
と が あり ます 。 

民泊 と 農業 / 漁 業 体験 型 の 宿泊 
施設 は 、 ハ イシ ー ズ ン や 休 祝 日 に お 
ける 部 屋 の 供給 源 が 入 泊 し 、 料 金 
の 上 げ 幅 が 少な く と も 倍 に な り ま す 
の で 、 行 程 が 決ま っ た ら 早 め に 予 
約 する 必要 が あり ます 。 


チェ ー ン の ビジ ネス ホテ ル 

山東 争 で は ビジ ネス ホテ ル チ ェ 
ー ン が 広く 展開 され て いま す 。 如 
家 、 錦 江 之 星 、 漢 許 と いっ た 全国 
チェ ー ン の ブラ ンド が ほとん どの 県 
級 都 市 に 代 出 し て お り 、Ibis な どの 
国際 ホテ ル チ ェ ー ン も 山東 省吾 
島 や 済 南 な どの 主要 都市 に 誰 出 し 


どの 観光 都市 を 中 心 に 、 山 東 省 に 
は バッ ク パ ッ カ ー 向 け の ユー ス ホ ス 
テル が 数 多く あり ます 。 駅 、 バ スタ 
ー ミ ナル や 人 気 の 観光 スポ ッ ト 、 

ビジ ネス 街 の 周辺 に ある こと が 多い 
er ジグ (の 過 ( 計 ララ 2R ラ 4 


て いま す 。 宿泊 施設 の 半 択 肢 が 少 
な い 小 都市 や 還 り 廻 ぎる だ け の 大 
都市 で は 、 信 頼 で きる 滞在 場所 と 
な が る pl 界 ら 同 呈 の ジョ レン が 駅 3 
商業 施設 に 近く 、 価 格 も 比較 的 安 
い 上 、 設 備 や サー ビス も 一 定 の 基 


ショ ン 内 に 設け られ て いて 、 化 粧 室 
や 清潔 さ は さま ざま で す 。 また 、 
こう し た ユー ス ホ ス テル は 基本 的 に 
外国 人 客 に 対応 し て いま せん 。 
ベッ ド の 料金 は お お むね \45 か ら 
\80 で す 。 
民泊 と アグ リ テ イ ン メン ト 
山東 省 に は 多く の 民泊 や 農業 体 
験 が で きる 宿泊 施設 が あり ます 
が 、 両 者 の 最大 の 半 い は 立地 と 内 


準 に 建 し て いま す 。 公式 サイ ト を 確 
語 する と 、 割 引 が ある こと も あり ま 
す 。 チ ェ ー ン ホテ ル の 平均 価格 は 
\150-250/ 日 の 間 で 、 青 島 、 済 南 
な ど 大 都市 で の 価格 は も う 少 し 高 
く な り ま す 。 
星 付 き ホ テル 

つま り 、 ホ テル で す 。 山東 省 の 少 


し 発展 し た 街 に は 、 星 付き の ホテ ル 
が あり ます 。 済 南 、 青島 は 特に 多い 


装 で す 。 前 者 は 台湾 や 日 本 の 民泊 
の コン セプト に な ら っ た も の で 、 後 
者 は 地元 の 村人 が 経営 し 、 農 家 の 
料理 や 農家 の 田園 を 楽し むこ と に 
人 煙台 、 威 海 な 
の 治 海 地域 に は 、 漁 業 体験 が で 
生生 R の S 
オー ナー が 調理 し た 新鮮 な 海産 物 
を 味わう こと が で きま す 。 
民泊 の 料金 は 、\120-\150/ 日 、 
高級 な 民泊 は \500-\600/ 日 が 相 


で す 。 2 つ 星 か ら 3 つ 星 の ホ テル は 
一 般 に \200-\300、4 つ 星 の 
トド ホテル は \300-\500/ 日 、5 つ 星 の 
ホテ ル は \500/ 日 か ら と な っ て い 


| 
| 


ドジ | の 2EWe の 2( 代 に つの 2 の 人 り 過 
ウィ ー チ ャ ッ ト 公 式 ア カウ ント な ど を 
チェ ッ ク す る と 、 限 定 割引 や 宿泊 
プラ ン が ある 場合 も あり ます 。 


ホテ ル 式 アパ ー ト 

基本 的 に は 済 南 、 青 島 、 煙台 
に 集中 し て お り 、 料 金 は \400- 
\600/ 日 、 ブ ロー ドバンド 、 テ レビ 、 
キッ チン 、 洗 濯 機 な どの 家庭 用 
設備 が 付い て し ます 。 より お 得 な 短 
期 賃 貸 も 提供 され て いま す 。 


荷物 


駅 や バス ター ミナ ル に は 荷物 預 
け サ ービス ( \10 よ り ) を 提供 し て 
いま す が 、 ホ テル や ユー ス ホ ス テル 
に 預け た 方 が 安心 で す 。 博物 館 は 、 
基本 的 に 無料 で 荷物 台 け サー ビス 
を 提供 し て いま す 。 


ショ ッ ピ ング 

山東 省 は 各地 に 名 産品 あり ます 
が 、 剛 山 や 日 照 の 緑茶 を 除き 、 脱 
東 半島 の 海産 物 や 徳 州 抽 鶏 ( 鶏 の 
丸焼き ) 、 新 鮮 で お いし い リ ン ゴ や 
サク ラン ボ 、 ナ シ 、 モ モ な ど は 、 馬 
常 は 買っ て も 持ち きれ ませ ん 。 し か 
し 、 山 東 省 の 伝統 的 な 手工 芸 品 は 
種類 が 多く 、 済 南 や 滴 博 の 瑞 里 祥 
で は 絹 布 を 泌 ん で 服 を 作る こと が 
で き 、 泰 安 の 大 小さ ま ざ ま な 店 で は 
か わい い 、 ず ん ぐり と し た 泰山 石 敢 
堂 (魔よけ の 石 標 ) を 選ぶ こと も で 
きま す 。 また 、 博 山 や 満 川 は 歴史 的 
に 有名 な 陶磁 器 の 産地 で あり 、 こ 
こ で 購入 する 陶磁 器 や 瑠璃 の 製品 
は 、 持 ち 帰 っ て 飾る の に ぴっ た り で 


ます 。 国際 的 な 老舗 高級 ホテ ル は 、 
REP ま 


す 。 溢 坊 に ある 世界 凪 博物 館 と 楊 
家電 芸術 大 観 園 で は 、 族 っ た 作り 


す 。 一 方 、 新しく オー プン し た 3 つ 星 
Ne 内 装 を 施し て か ら 10 年 が 

経 則 し た 4 つ 星 ホテ ル に 比べ 、 よ り 
快適 な 志 択 肢 と な る 可能 性 が 高い 
で す 。 


の 凪 や 正月 の 木版 画 を 購入 する こ 
と が で きま す 。 

地元 の 名 産品 だ け で な く 、 文 学 
好き の 旅行 者 な ら 青 島 に ある 多く 
の 独立 系 ブッ クス ト ア が 見 壮 せ ませ 
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ん 。 常 は 手 に 入ら な い 良 書 を 買 
い 求め る こと が で きま す 。 


現金 と 電子 決済 

山東 省 の 県 級 以上 の 都市 に は 、 四 
大 国有 銀行 の 支店 や ATM が あり ま 
す 。VISA や Master な どの マー ク が 付 
いた クレ ジッ トカ ー ド や デビ ッ ト カ ー ド 
で あれ ば 、 主 要 銀 行間 で 使え る よ 
うに な っ て いて 、 お 金 を 引き 出す の に 
便利 で す 。 さ ら に 離れ た 地域 に 行く 
場合 は 、 事 前 に 十分 な 現金 を 用 意 し 
て お く と 良い で し ょ う 。 
国際 的 に 流 六 し て いる VISA や 
Master な どの クレ ジッ トカ ー ド は 、 
大 都市 で は 広く 利用 され て いま す 
が 、 電 子 決済 の 普及 に より 、 カ ー ド 
決済 機 は 大 型 観光 エリ ア や 星 付き 
ホテ ル 、 デ パー ト 、 一 部 の レス トラ ン 
な ど に し か 設置 され て いま せん 。 
事前 に 携帯 電話 番号 (国際 的 な 番 
号 で も 中 国 の 番号 で も 可 ) で アリ ペイ 
SO5/ 王 9 た SC の) pg ん KS 
申請 し 、 ク レジ ッ ト カ ー ド (手数 料 
3% ) を ひも 付け る と 、 より スム ー ズ 
な 支払 い が 可 能 に な り ま す 。 


中 国 に は 移動 、 障 遂 、 電 信 と いう 
三 大 信 事業 者 が あり 、 山 東 省 の 
大 部 分 の エリ ア で 携帯 電話 の 電波 


川 NZ4I2A ウ 2 く クコ 王 計上 の 
レス トラ ン が Wi-Fi を 提供 し て いま 
す 。 4G ネ ットワーク は 、 一 部 の 山奥 
を 除き 、 山 東 省 の すべ て の エリ ア を 
カバ ー し て いま す 。 済 南 、 青 島 、 煙 
台 な どの 16 都 市 は 、 す で に 5G ネ ッ ト 
ワー ク の フル カバ ー を 実現 し て お 
り 、2022 年 に は 都市 周 巡 の 県 級 市 
まで カバ ー エ リア を 拡大 で きる 見 
私 み で す 。 


電圧 と コン セン ト 


中 国 の 一 般 家庭 の 照明 や 小型 器 
具 の 電圧 は 220V、 周波 数 は 50Hz 
で す 。 電化 製品 を 持ち 入 む 場合 は 
まず 電圧 と 周波 数 を 確認 し な けれ 
ば な り ま せん 。 プ ラグ 変換 アダ プター 
を 用 意 し まし ょ う 。 

中 国 で 最も よく 使わ れ て いる の 
は 、 平 ら な ピン 2 本 の コン セン ト 
で 、 日 本 、 ア メリ カ と 似 て いま す 。 
この ほか 、 平 ら な ピン 3 本 の 三角 型 
も あり 、 一 般 的 に は コン ピュ ー タ や 
大 型 家 電 に 使用 され て いま す 。 


営業 時 間 

観光 スポ ッ ト 基本 的 に 年 中 無休 
で 、 営 業 時 間 は 8:00-17:00 で す 。 
博物 館 通常 は 月 曜 閉 館 で す 。 
海水 浴場 至 常 6-9 月 の 夏 と 秋 は 、 


主 な 祝日 


中 国 の 休 祝 日 は 、 通 常 で も 旅行 
の ハイ シー ズン で す が 、「 建 休 + 適 
未 ] の 場合 は 特に 混み 合い ます 。 こ 
の 時 期 に 出かけ る 場合 、2 週 間 -1 
か 月 前 倒し で 宿泊 と 交 馬 の 準備 を 
し て お か な けれ ば な り ま せん 。 


元旦 1 月 1 日 


旧 正 月 1 月 下旬 -2 月 中 旬 
清明 節 4 月 5 日 前 後 

メー デー 5 月 1 日 

端午 節 6 月 中 - 下 旬 

中 秋 節 9 月 中 - 下 旬 

国 慶 節 10 月 1 日 

気候 


中 国 天気 網 (www.weather.com. 
cn ) 山東 省 各 県 ・ 市 の 天気 の 状況 を 
確認 で きま す 。 3~15 日 の 天気 予報 
が 出し て いま す 。 


旅行 情報 

旅行 情報 に つい て は 、 好 客 山 東 
網 (www.sdta.cn/welcome.html ) が 
充実 し て お り 、 日 本 語 と 韓国 語 の 
イン ター フェ ー ス も 用 意 さ れ て いま 
す 。 青島 、 済 南 、 威 海 、 煙台 の 旅行 


を キャ ッ チ で きま す 。 町 級 の 地区 
で あれ ば 、 基 本 的 に これ ら 通 信 事 業 
者 の 営業 所 が あり ます 。 旅行 期間 が 
長い 場合 や 頻繁 に 痛 話 する 場合 、 
市 街 地 の 営業 所 で 、 治 常 1 か 月 有効 
の 話 と イン ター ネッ ト 接 続 を 含む 
プリ ペイ ドカ ー ド の パッ ケー ジ を 申 
し 六 むこ と が で きま す 。 空港 の 商業 
施設 で も プリ ペイ ドカ ー ド は 販売 さ 
れ て いま す が 、 活 常 は 割高 で す 。 


イン ター ネッ ト 接 続 
省 都 や 人 気 の 観 光 エ リア 、 ホ テ 


ビー チ に ライ フ セ ー バ ー ガ が 配置 され 
て いる た め 、 こ の 期間 に 洪 び に 行く 
方 が より 安全 で す 。 

飲食 店 通常 は 11:00-14:00 と 
17:00 ~-21:00 で 、 旧 正月 の 期間 は 
家族 経営 の 一 部 の 食堂 が お 休み と 
な り ま す 。 
百貨 店 と 商業 施設 至 
22:00 で す 。 
銀行 と 郵便 局 一 般 的 に は 9:00- 
17:.00 で す 。 


常 は 10:00- 


局 は 、 旅 行者 が イン スピ レー ショ ン 
を 得 ら れる よう に 、 ウ ィ ー チ ャ ッ ト 
公式 アカ ウン ト の 運営 に 力 を 入れ 
て いま す 。 

ほとん どの 星 付き ホテ ル や ユー ス 
ホス テル 、 民泊 で 旅行 情報 や 各種 地 
図 を 無料 で 入手 する こと が で き 、 公 
式 で は あり ませ ん が 役立ち ます 。 
日 本 や 韓国 の 旅行 局 の 中 国 コー 
ナー に も 、 量 は 少な いも の の 山東 
省 関連 の 旅行 情報 が 掲載 され て い 
ます 。 中 国 の 地元 の フォ ー ラ ム や 豆 
癌 (SNS) の グル ー プ で は 、 食 べ て 
飲ん で 半 ん で 楽し むための 実用 的 
で 信頼 で きる 情報 が 数 多く 提供 さ 
れ て いま す 。 座 羽 (www.doyouhike. 


net) 、 緑野 (www.Ivye.cn ) と いっ た 
有名 な アウ トド ア の ウェ ブサ イト に 
は 、 ア クティ ブ な 旅行 愛好 者 が 提供 
する 客観 的 な 評価 が 掲載 され て い 
ます 。 


健康 と 医療 


出発 前 に 下痢 止め 、 消 炎 剤 、 風 
邪 薬 、 酔 い 止 め の 薬 、 絆 創 語 な どの 
常備 薬 の 用 意 を お 忘れ な く 。 ぜ ん そ 
く 、 ア レル ギー が ある 場合 は 、 エ ピ 
ペン 、 吸 入 型 の 気管 支 拡張 薬 、 経 
ロス テロ イド 、 抗 ヒス タ ミ ン 剤 な ど 
の 急性 アレ ルギー 発作 用 の 薬 を 用 
に た IL2SS)8 

緊急 医療 救助 を 必要 と する 場合 、 
救急 車 の 番号 120 に 電話 し て くだ さ 
い 。 山 東 省 内 の 優れ た 三 級 甲 等 病院 
(最上 位 の 病院 ) を ご 紹介 し ます 。 
山東 大 学 斉 角 医院 [ ノ 053182169305: 
済 南 市 文化 西 路 107 号 ( 総 院 区 ) ) 
山東 省 立 医院 ( 0531-8793 8911: 
済 南 市 経 五 緯 七 路 324 号 ) 
青島 大 学 附属 医院 (( ツ 0532-8291 
1847: 青島 市 江蘇 路 16 号 ( 総 院 区 ) ) 


旅行 の 安全 

全体 的 に 見 て 、 山 東 省 は 旅行 者 
に 優し いと ころ で す 。 た だ 、 外出 時 
に 細心 の 注意 を 払う こと は 決し て 悪 
いこ と で は あり ませ ん 。 


客引き 
観光 客 風 の 人 が 青島 、 煙台 、 威 
海 な どの 空港 、 駅 、 バ スタ ー ミ ナル 
に 到着 する と 、 客 引き に わ ず ら わ さ 
DOeC3VK/dSODR(GMI ラ SOC 中 に に 
BA 彼ら が 提供 


計 台 は 記 き ませ 7 四 駅 や パス ター ミ 
ナル 、 バ ー で グラ ス を 傾け な が らく 
つろ いで いる 時 も 身の回り の 品 や 
財布 か ら 目 を 離さ な いよ うに し 、 持 
ち 物 を な くし た 場合 は 、 速 や か に 
110 番 至 報 し て 警察 に 助け を 求め て 
くだ さい 。 

また 、 比 較 的 大 き な 観 光 都 市 
で は 、 特 に ハイ シー ズン に 旅行 者 
を 狙っ た 詐欺 行為 が 発生 する 可能 
性 が あり ます 。 出発 前 に 、 よ く あ る 
で っ ち 上 げ や 恐 喝 の 手口 を 知っ て 
お きま し ょ う 。 旅先 に 無料 の 神 食 は 
存在 し ませ ん 。 ち ょ っ と し た 利益 の 
た め に 大 損し な いよ うに 注意 し まし 
ょ う 。 一 部 の 有名 な 寺院 で は | 線香 


代 」 を 要求 する 手口 に 注意 が 必要 
992 
島 の 潮汐 


海 で の 水泳 と プー ル で の 水底 び 
は 別物 で す 。 安全 に 注意 し 、 泳 ぐ 際 
は 岸 か ら 離 れ す ず ぎ な いよ うに し まし 
よう 。 泳 ぐに し て も 、 磯 で 半 ぶ に し 
て も 、 潮 汐 に 注意 する 必要 が あり ま 
す 。 磯 で 和美 ん で いた 観光 客 が 時 間 を 
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旅行 シー ズン 

ハイ シー ズン 7 月 て 10 月 夏 休 
み と 10 月 の 連休 時 は 混雑 し 、 
宿泊 料 が 高騰 する た め 、 事 前 に 
宿 の 手配 を し て お か な けれ ば な 
り ま せん 。 夏 は ビー チ で 暑気 払 
いし 、 思 う 存 分 ビー ル を 楽し む 
こと が で き 、10 月 は 青島 の 建築 
物 、 泰 山 や 内 山 の 紅葉 を 楽し む 
の に ぴっ た り の 時 期 で す 。 9 
の 海 開き 後 は 海産 が 最も お い 
し い 時 期 で す 。 

オフ シー ズン 11 月 て 翌 3 月 観 
光 ス ポッ ト や 宿泊 の 料金 が い ず 
れ も 比 較 的 安く 、 人 混み を 避け 
られ る 上 、 節 約 に も な り ま す 。 
青島 、 威 海 な ど 沿海 地域 の 雪 
景色 は 、 寒 さ を 我慢 し て も 行く 
値 が あり ます 。 各 地 の 博 物 館 
や 古い 建築 物 は 季節 の 影響 を 
ほとん ど 受 けず 、 特 に 前 者 は 寮 
さか ら 逃 れる の に も っ て こい の 
場所 で す 。 

レギ ュ ラ ー シ ー ズ ン 4 月 て 6 月 


、 


忘れ 、 潮 で 立ち 往生 する 事件 が 例年 
数 件 起き て いま す 。 ゴ ム ボ ー ト や へ 
リコ プター で 救助 され る 様子 を 
ニュ ー ス で 流さ れ た く な いな ら 、 事 前 に 
地元 の 潮 の 満ち 引き の 時 間 を 確認 


泰山 、 中 山 公園 、 八 大 関 な ど は 、 
4 月 か ら 花 の 海 が 広がり 、1 年 の 
中 で も 景色 を 楽し む の に 最高 の 
季節 と な り ま す 。 気候 が 穏やか 
な の で 、 ト レッ キン グ を し た り 、 


する よう に し まし ょ う 。 煙 台 、 青 島 の 


本 地 宝 と いう ウィ ー チ ャ ッ ト 公 式 
アカ ウン ト で 確認 で きま す 。 


ー 人 旅 


山東 省 で の 一 人 旅 は 、 安 全面 で 
それ ほ と 心 配 する 必要 は あり ませ 
ん 。 観光 エリ ア は よく 整備 され て お 
り 、 警 戒 、 注 意 を 怠ら な けれ ば 、 半 
常 の NGI 居 書 ウ 


する 交通 、 宿 泊 、 ツ アー な どの 
誠一 TSDV 
きっ ぱり と 断り し 、 妹 や か に その 場 
を 評 れ まし ょ う 。 


病 盗 と 詐欺 
た と え 治 安 の 良い 山東 省 で 
あっ て も 、 人 混み に お ける スリ を 避け る 


こと は あり ませ ん 。 交 退 機 関 や 宿 
泊 施設 は は と て も 便利 で 、 Ra 
も 難度 は 高く あり ませ ん 。 

た だ 、 折 半 す る 旅 の 仲間 が いな 
いた め 、 宿 泊 費 や 交 馬 費 が それ な 
り 高く な り 、 ト ライ で きる 山東 料 


海 に 出 た りす る な ど 各 種 ア ウト 
ドア 活動 が 楽し め ま す 。 清明 節 
や 5 月 の 連休 を 除け ば 、 宿 泊 料 
は 安定 し て いて 、 列 車 の チケ ッ ト 
は 切な 予約 で も 取れ ます 。 


れる ヨー ス ホ ス テル は 、 一 人 旅 に 
と っ て 宿泊 費 を 節約 し な が ら コ ミュ ニ 
ケー ショ ン を 深め られ る 場所 で す 。 
また 、 庶 民 的 な 店 で 食事 を する 際 
は 、 少 し 積極 的 に な っ て テー ブル を 
シェ ア する と いう ユニ ー ク な 体験 を 
試し て み ま し ょ う 。 

一 人 旅 の 間 は 、 友 人 や 家族 に 自 
分 の 行き 先 や 状況 を 随時 知ら せ て 
お き 、 バ ッ ク パ ッ ク や 財布 に は 、 万 
が 一 に 備え て 自分 の 建 絡 先 や 緊急 


理 、 特 に シー フー ド の 範囲 も 相応 に 
狭く な り ま す 。 ベッ ド を 提供 し て く 


旭 絡 先 を 入れ て お く と 良い で し ょ 
う 。 また 、 笑顔 は 一 人 旅 の 人 が 見 知 
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ら ぬ 人 と 交流 する た め の ツ ー ル で も 
あり ます 。 


体 が 不 自由 な 旅行 者 

山東 省 の 大 都市 と 成熟 し た 観光 
エリ ア で は 、 体 の 不 自由 な 旅行 者 
の た め に バリ アフ リー の 洗 路 や 観 
光 バ パス が 用 意 され て いま す 。 また 、 
多く の 博物 館 で は パリ アフ リー 設 
備 が 充実 し て いま す 。 た だ 、 大 多数 
の 都市 は 交通 秩序 が すばらし いと 
は 吉 え ず 、 一 人 で は トラ ブル に 見 舞 
われ る 可能 性 が ある た め 、 体 の 不 
自由 な 旅行 者 が 山東 旅行 に 出かけ 
る 際 は 、 親 頻 や 友人 方 に 付き 添っ て 
も ら っ た 方 が 良い で し ょ う 。 旅行 
会 社 に 連絡 し て も 、 障 害 者 に 満足 
いく サー ビス を 提供 し て くれ る と は 
限り ませ ん 。 
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山東 省 へ 


便利 な 国際 便 に 加え 、 中 国 の 各 
大 都市 (北京 、 上 海 、 深 区 な ど ) か 
ら は 、 済 南 、 青 島 な ど 山 東 省 の 主要 
都市 へ の 飛行 機 や 高速 鉄道 が 頻繁 
に 軒 行 され て いま す 。 また 、 周 巡 の 
省 の 都市 (徐州 、 衡 水 な ど ) か ら 
バス に 乗り 、 列 車 の 本 数 が 少な い 、 
ある い は 列車 で は アク セス で き な い 
山東 省 の 県 へ 向かう の も 良い で 
(Las う a 
飛行 機 
空港 
済 南 毅 増 国際 空港 (TNA: 96888: 
www.jnairport.com ) は 、 山 東 省 で 最 
も 重要 な 玄関 口 の 1 つ で す 。 ソ ウル 、 
仁川 、 大 阪 、 シ ン ガ ポー ル な ど に 直 
行 便 が あり ます 。 
青島 膨 東 国際 空港 (TA0, ツウ 96567: 
www.qdairport.com ) は 、 山 東 省 最 
大 の 航空 ハブ で す 。 就航 都市 は 五 
大 陸 を 網羅 し 、 韓 国 の 仁川 、 釜 山 、 
日 本 の 東京 、 大 阪 、 福 岡 、 名 古屋 、 
そし て シン ガ ポ ー ル 、 フ ラン ク フ ル ト 、 
回 届 あ 2 きら 2 ルン シル ンジ | 
へ の 航路 が あり ます 。 
煙台 薄葉 国際 空港 (YNT: 選 629 
9999: www.ytairport.com.cn ) 煙台 
と 落 業 の 間 に 位置 し 、 ソ ウル 、 大 阪 
な ど へ の 便 が あり ます 。 


威海 大 水 泊 国 際 空 港 (WEH: 0631- 
864 1172, www.airwh.com ) は 、 脱 東 
の も う 1 つ の 国際 空港 で 、 台 比 や ソ 
ウル へ の 便 が あり ます 。 

済 憲 曲阜 空港 (」JNG: 0537-666 
6666: www.jinqfairport.com ) は 、 済 
寧 市 の 南西 側 に あり 、 現 在 北 京 、 上 
海 、 広 州 、 成 都 な ど 国 内 都市 へ の 
便 が 就航 し て いま す 。 

港 坊 南 苑 空港 (WEF, 0536-852 


0568 ) は 、 軍 民 共 用 の 空港 で 、 主 に 
上 海 、 広 州 、 族 門 と 大 巡 へ の 便 が 
就航 し て いま す 。 


航空 会 社 

日 本 、 韓 国 と いっ た 国 と 行き 来 
する 航空 会 社 は 非常 に 多く 、 毎 日 
東京 、 ソ ウル か ら の 便 が 山東 省 の 
各 大 都市 を 結ん で いま す 。 現在 、 営 
業 し て いる 主 な 会 社 は 以下 の 靖 り 
GE 局 

全日 本 空 幸 (400 8828 888: www. 
ana.co.jp ) 日 本 か ら 青 島 、 煙 台 、 済 
へ の 下行 便 が 数 多く あり ます 。 


山東 航空 ( グ 95369: www.sda.cn ) 
は 、 山 東 省 内 に 青島 、 済 南 、 煙 台 と 
いう 3 つの 運営 拠点 を 持ち 、 山 東 省 
を 離発着 する 複数 の 国際 航路 を 有 
し て いま す 。 


中 国 国際 航空 ( 選 95583, www. 
airchina.com.cn ) 毎日 多く の 便 が 香 
港 や 台湾 と 山東 省 の 主要 都市 を 行 
き 来 し で いま す 。 


東方 航空 ( 羽 95530, www.ceair. 
com ) 毎日 多く の 便 が 香港 や 台湾 と 
山東 省 の 主要 都市 を 行き 来 し て い 
ま 9e 


族 門 航空 ( 選 95530j www.xiame 
nair.com/zh-cn/ ) は 、 ア ジア 航路 を 
主として お り 、 馬 比 、 香 港 、 東 京 に 
山東 省 の 各 主 要 都 市 と 行き 来 す る 
便 が あり ます 。 


航空 券 

航空 会 社 の 公式 サイ ト で 主 接 航 
空 券 を 照会 ・ 予 約 す る と 、 よ り 安 い 
割引 や 特別 料金 の チケ ッ ト を 入手 
で きる か も し れ ま せん 。 割 引 や 特 
別 料金 の チケ ッ ト の 情報 を いち 早 
く 受 け 取 る た め 、 各 航空 会 社 の ウ 
エ ェ ブ サイ ト 会 員 に 登録 する こと も 
で きま す 。 代 理 店 の サイ トド で チケ 
ッ ト を 注文 する 場合 、 携 程 (www. 
ctrip.com ) 、 天 巡 (www.skyscanner. 
com ) 、 Expedia ( www.expedia.ch ) 
で チケ ッ ト を 予約 する こと が で きま 
す 。 日 本 や 韓国 の 都市 の 大 手 旅行 
会 社 も チケ ッ ト 予 約 を 提供 し て い 
ES で 記 


省 内 の 交通 機関 

山東 省 で は 、 交 洗 手 段 と し て 飛 
行 機 、 列 車 、 特 急 列 車 、 高 潮 鉄 道 と 
長 距離 バス が いずれ も 非常 に 便利 
で す 。 高速 鉄道 の 駅 の 多く は 市 街 
地 か ら 少 し 際 れ て いま す が 、 そ れ で 
も 省 内 で 飛行 機 に 乗る より は は る 
か に 便利 で す 。 


列車 

せわ し な く 行 き 来 す る 北京 上 海 
間 の 高 副 鉄 道 が 開 罰 し た こと で 、 
山東 省 区 部 の 徳 州 か ら 済 南 、 泰 
安 、 曲 阜 を 経て 山東 省 南部 の 東庄 
同 条 <@ 計 と が で きる まう 合 な が ! り 周山 
東 省 中 部 の 旅行 者 は 旅 の 手配 が 
と て も し や すく な り ま し た 。 脱 東 半 
島 と 山東 省 中 部 、 お よび 洪 坊 一 煙 
台 区 間 を 結ぶ 高速 鉄道 の 開 に 伴 
い 、 済 南 か ら 青 島 へ の 所 要 時 間 は 
最短 1.5 時 間 と な り 、 煙 台 へ 最短 2.5 
寺 間 と な り ま し た 。 青島 か ら 煙 台 、 
威海 へ の 時 間 も そ れ ぞ れ 1-1.5 時 
間 に 短縮 され て いま す 。 

中 国鉄 道 で は 実名 制 を 導入 し て 
お り 、 ほ か の 国 や 地域 か ら の 旅行 
者 は 、 退 行 証 や パス ポー ト を 提示 し 
て 現地 で チケ ッ ト を 購入 する 必要 
が あり ます 。 事 前 に 中 国鉄 道 の 公 式 
サイ ト (12306.cn ) また は 代理 店 サ 
イト 携 程 (www.ctrip.com ) に 登録 し 
て お け ば 、 オ ン ラ イン チャ ネル や 携 
帯 ア プリ で チケ ッ ト を 購入 する こと 
が で きま す 。 列車 の チケ ッ ト は 最大 
30 日 前 か ら 予 約 可能 で 、 先 行 販売 
期間 の 日 数 に は チケ ッ ト 購 入 日 も 含 
まれ ます 。 た だ し 、 秋 の 置 休 や 旧 正 


回 は あり 、 中 国 の 第 2 世代 の 身分 証 
を 持っ て いる 旅行 者 で な い 場 合 、 
有人 の 経路 を 双 ら な けれ ば な り ま 
せん 。 


長 距離 バス 

山東 省 の 主要 都市 間 の 長 距 離 
バス は 、 コ スト を 抑え る た め に 国道 や 
省 道 の み を 走行 する こと が 多い で 
す 。 運 行 本 数 は 多い で す が 、 車 の 
コン ディ ショ ン は そこ そこ で 、 災 中 で 
止ま っ た り 準 ん だ り し て 、100 キ ロ 
の 行程 に 3-4 時 間 か か る こと も し 
ば し ば で す 。 予 定 還 り 到着 する こと 
は あま りな いた め 、 快 六 で 書い 列 
車 を 選ん だ 方 が 良い で し ょ う 。 

長 距離 バス で より へ ん びな 田舎 
町 に 行く 場合 、 バ ス の 時 刻 表 の 一 
時 的 な 調整 を 回 避 す る た め 、 最 初 
に バス の 状況 を そ は っ きり と 確認 し て 
お き 、 運 転 手 の 電 話 番号 を も ら っ 
て お いた 方 が 良い で し ょ う 。 最 終 の 
バス は 待た ず 、 帰 り は 時 間 に 余 裕 
を 持っ て 行動 する こと を お 勧め し 
ます 。 

ウェ ブサ イト の 携 程 、Bus365 
(www.chuxing365.com ) また は 各 
都市 の バス ター ミナ ル の ウィ ー チ ャ ッ ト 
公式 アカ ウン ト で 運航 便 と 料金 
を 確認 する こと が で きま す 。 


地元 の 交通 機関 


目的 地 に 到着 し た 後 は 、 路 線 
バス 、 タ クシ ー、 自 転 車 な ど が 移動 手 
段 と な り ま す 。 た だ し 、 臨 泊 、 港 坊 
と いっ た 都市 の 市 街 地 は 面積 が 広 
く 、 滴 博 、 東 荘 の 各 管轄 区 は 千 く 離 
れ 、 目 的 地 が 分 散 し て いま す 。 妖 勤 


H な ど 鉄 道 輸送 の ピー ク 時 に は 、 事 
前 に 調整 が 行わ れる こと も あり ま 
す 。 山東 省 中 部 、 山 東 省 南 西部 は 出 
稼ぎ 労働 者 の 数 が 多い た め 、 ピ ー ク 
時 は 列車 の チケ ッ ト を 事前 に 購入 し 
て お く 必 要 が あり ます 。 
2020 年 初頭 か ら 、 入 行 証 や パス 
ポー ト を 持っ て いる 旅行 者 は 、 切 
符 を 受け 取ら な く て も 証書 が あれ 
ば 駅 に 入れ る よう に な り ま し た 。 駅 
に 入る に は 実名 制 の 改札 が 最低 2 


の ピー ク の 時 間 帯 に ぶつ か る と 、 同 
じ 都 市 間 の 交通 機関 も 便利 と は 吉 
えま せん 。 


路線 バス 
山東 省 の ほとん どの 都市 (県 級 


市 を 含む ) に は 路線 バス が あり 、 そ 
の ほとん どの チケ ッ ト 販 売 は 無人 
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電子 交通 カー ド と 
琴 島 

山東 省 の 各 県 級 市 の 公共 交 
通 機 関 に は 、 二 座 元 コー ド を 
スキ ャ ン し て 支払 い を 行う 機器 が 
設置 され て いま す 。 アリ ペイ ま 
た は ウィ ー チ ャ ッ ト で の 実名 認 
証 後 、 電 子 交 馬 カ ー ド を 開設 で 
きま す が 、 認 証 は 地元 の 銀行 カ 
ー ド の 口座 を 持っ て いる 人 に 限 
られ 、 旅行 者 に は 向い て いま せ 
ん 。 馬 常 、 チ ケッ ト 販 売 が 無人 
の 車両 は お つり が 出 な い の で 、 
事前 に 小銭 を 用 意 し て お く と 恨 
いで し ょ う 。 

青島 の 電子 交通 カー ド は 琴 
島 馬 と 呼ば れ 、 再 行 証 や パス 
ポー ト の ユー ザー は サポ ー ト し 
て お ら ず 、 実 際 に チャ ー ジ する 
カー ド を 購入 する し か あり ませ 
ん 。 青 島 北 駅 、 青 島 駅 、 市 内 に 
は 手動 式 と セル フ 式 の カー ド 販 
売 / チ ャ ー ジ ポイ ント が あり 、 カ 
ー ド の 作成 手数 料 は \12 で す 。 
払い 戻し は 、 ス タッ フ が いる カス 
タマ ー サ ービス で 行う 必要 が あ 
り 、 カ ー ド 残高 の み 払い 戻し する 
こと が で きま す 。 青島 市 葬 島 通 
カー ド 股 倍 有 限 公司 (0532- 
83089999 ) に 電話 で 問い 合わ 
せ す る こと が で きま す 。 


線 も あり ます 。 県 級 市 郊外 の 観光 
エリ ア は 、 一 般 の 路線 バス で は 
の 2 クレ ラス で き / お 3N 思 ろば 
す 。 観光 エリ ア に 行く に は 、 退 常 、 

バス ター ミナ ル か ら 都 市 部 と 郊外 
を 結ぶ バス に 乗る 必要 が あり ます 。 

こう し た 農村 部 の 公営 バス は 田舎 
町 まで カバ ー し て いま す 。 中型 バ ス 
が 中 心 で 、 車 両 の 状態 は それ な り で 
す 。 地元 の 人 々 が 自分 で 廊 て た 農 
作物 を 担い で バス に 乗る 次 を よく 
見 か け ま す 。 バス の 車掌 に さま ざま 
な ロー カル 情報 を 聞く こと が で き 
ESE 記 


と な っ で て お り 、 始 常 \1-2 で す 。 腰 
東 半島 の 治 岸部 の 都市 で は 、 旅 行 
者 の た め に 設け られ た 都市 観光 路 


済 南 、 溢 博 、 東 荘 な ど 、 管 轄 区 が 
分 区 し て いる 都市 で は 、 都 市 間 の 
路線 間 バ ス や BRT( バ ス ・ ラ ピッ ド ・ 
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トラ ンジ ッ ト ) が 頻繁 に 行き 来 し て 
いま す 。 た だ し 、 い わ ゆ る BRT は 専 
用 レー ン が ある の が 市 の 中 心 部 に 
限ら れ 、 郊 外 に は な い 上 、 停 留 所 が 
多い た め 、 や は り 相 当 の 時 間 が か か 
り ま す 。 


地下 鉄 

現在 、 山 東 省 で は 済 南 と 青島 に 
地下 鉄 が 開 始 し て いま す 。 取材 時 、 
青島 で は 地下 鉄 6 路線 が 開 輝 し 、 青 
島 区 駅 、 鉄道 駅 、 五 四 広 場 、 石 老人 
浴場 な ど を 結ん で お り 、2021 年 初 
頭 に は 1 号線 と 8 号線 の 北側 区 間 が 
開 還 し 、 地 下 鉄 で 膨 東 市 に 行け る よ 
うに な り ま し た 。 済 南 に は 済 南西 駅 
と 東駅 を 南 比 に 走る 1 号線 と 2 号線 
が 開 交 し て いる の み で す の で 、 旅行 
者 が 利用 する 機会 は あま りあ り ま 
せん 。 


タク シー 
山東 省 の どの 町 で も 走っ て お り 、 
再編 を 経て 、 省 都 と 地 級 市 の ほか 、 


ほとん どの 県 級 市 の タク シー が メ 
ー タ ー を 使う よう に な り ま し た 。 
短 距 離 の 場合 、 一 般 的 に は 初乗り 
料金 の 支払 い の み 必 要 で す が 、 
見 知ら ぬ そ の 他 乗 客 と の 相乗 り を 
受け 入れ な けれ ば な ら な い 場 合 が 
あり ます 。 長 距離 の 場合 は 、 メ ー タ 
ー で 料金 を 払い 、 料 金 交 渉 を する こ 
と も で きま す 。 中 小 都市 で は 、 駅 や 
バス ター ミナ ル の 近く に タク シー が 
集中 し て お り 、 駅 を 出る と 、 基 本 的 
に どの 駅 で も 車 を 待つ た め の 乗 車 
ポイ ント を 示す 表示 が あり ます 。 

イン ター ネッ ト を 利用 し た 配車 
予約 も 非常 に 便利 な 移動 手段 で 、 
田舎 町 を 除け ば 、 山 東 省 の 各 県 級 
市 を ほぼ ば カバー し て いま す 。 中国 大 
陸 で は 、 複 数 の アプ リ が イン ター ネ 
ッ ト に よる 配車 予約 サー ビス を 提 
供し て いま す 、 国際 的 な クレ ジッ ト 
カー ド で の 決済 に 対応 し て いま す 。 
初乗り 料金 は 、 地 域 や ピー ク 時 間 
に 応じ て 調整 され ます 。 


自転 車 

山東 省 の 各 県 や 市 で は 、 黄 色 や 
オレ ンジ 、 緑 な ど カ ラフ ル な シェ ア 
サイ クル を よく 見 か け ま す 。 いずれ 
も 民間 企業 が 間 営 し て いて 、 血 常 は 
\1.5 か ら で 、 乗 車 時 間 に よ っ て 料 
金 の 計算 方 法 が 異な り ま す 。 基 本 
的 に は 15 分 ご と に \0.5 か ら \1 と な っ て 
いま す 。 対応 する 美 団 、 ア リ ペ イ 、 
滴 滴 な ど ア プリ を ダウ ン ロ ー ド し 、 
国際 的 な クレ ジッ トカ ー ド を ひも 付 
ける だ け で 使用 で きま す 。 
シェ アサ イク ル の 普及 に より 、 
レン タ サ イク ル 店 は 各地 で 急激 に 減 
少し て お り 、 ユ ー ス ホス テル や 民泊 
で 宿泊 者 に 提供 し て いる か 尋ね る 
し か あり ませ ん 。 シェ アサ イク ル に 
は ライ ト が 付い て いな いた め 、 夜 間 
の 走行 に は 注意 が 必要 で す 。 


私 た ちの 作者 
組 風 文 


アジ ア に 特 化 し た トラ ベル ライ ター、 Lonely Planet 『 台 湾 』『 四 川 と 重慶 』 


『 族 門 』 な ど 6 國 の ガイ ドブ ッ ク の 取材 と 執筆 に 参加 。 彼女 は この 情熱 を 体験 


教育 に も 注ぎ 込み 、 ア ジア の 自然 や 人 文科 学 を 知っ て も ら お うと 、 ス タン フォ 
語り 0 フク ミル ン ョ アル レブ クノ ルン リン トン 06 
の 生徒 を 引率 し て いま す 。 
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